
͡めに

　温泉まちづくり研究会は、わが国でも有数の温泉地が一ಊに会して共通の課題について語

り合い、その方向性を୳ることを目的に、2008年6月に発足しました。

　第1ステージ（08〜10年度）では、「入湯税の有効活用」「環境負荷の少ない温泉地づくり」

「าいて楽しい温泉地づくり」などについて議論を重ねてきました。

　第2ステージ（11〜12年度）は、議論 アɣクションˠ検ূを強く意識した実ફ型の研究会に

運営方を改め、会員温泉地に共通する現実的な課題や半า先Ώくテーマを取り上げ、真

に議論し、解決策や望ましい方向性を模ࡧし、それぞれのステップアップを目指してきました。

「震災後の消費者の意識変化」「長期滞在への対応」「ひとり旅への対応」「温泉地、温泉旅

館の価値」などのテーマを取り上げています。

　第3ステージも第2ステージ同様、より実ફ的なテーマを۷り下げ、温泉地における観光ま

ちづくり財源、景観整備、滞在プログラムの問題について考えました。

　2014年度は、第3ステージの2年目として研究会を3回開催しました。

　第1回目（7月）は、5月に阿寒観光協会まちづくり推進機構が企画、実施した海外視察の報

告をベースに、ドイツの温泉リκート、スイスの山ַリκートなどの魅力とまちづくりの仕組み

について学びました。

　第2回目（10月）には、現代アートのࡇ典「道後オンセナート2014」を開催中の道後温泉にて、

これまで長年にわたり取り組まれてきたݎ実なまちづくりについて理解を深めました。

　第3回目（3月）は、「改めてインバウンドについて考える」と題して、インバウンド観光促進に

向けた国の政策や、インバウンド・マーケットの最新動向について学びました。

　本報告書は、2014年度の3回の研究会を分かりやすく取りまとめたものです。温泉地の方々

が具体的なアクションを起こすヒントになればいです。

　今後も日本の温泉地や温泉旅館のক来、そして温泉地におけるまちづくりについて議論を

深め、実ફを通じて広く情報発信してまいりたいと思っております。
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　阿寒観光協会まちづくり推進機構が企画し、統合型リκート（IR）の検ূと山ַリκート、

ツェルマットの魅力検ূの2点を目的に行ったドイツ・スイス視察に同行しました。本日は、

同機構事務局長で、視察ツアー者の大川富༤ࢯに代わって報告をいたします。

　5月7日から13日までの日程でフランクフルトから入り、バーデンバーデン、ルツェルン、ツェ

ルマットの3カ所を回りました。

　視察メンバーは温泉まちづくり研究会代表で、阿

寒観光協会まちづくり推進機構理事長の大西ࢯをは

じめ、以下の通りです（図1、2）、IR視察ということで՜

名大釧路市長、釧路市商会議所の方も同行され

ていたことは非常に意味のあることと思います。

ʻバーσンバーσンʼ
˔ொのಛ
　ドイツのバーデンバーデンはシュバルツバルト

（黒い）国立公園の一֯にあり、面積は140平方

キロ、人口は5万4000人です（図3）。概要は以下の通

りです（図4）。中心地となっているのは川Ԋいに広が

る半ܘ約500メートルの温泉地で、ホテルやอཆ施

図４図３

図２

図１

1
ドイツ・スイス視察報告

౷߹ܕϦκートʢ*3ʣͱࢁ Ϧַκートの
ઌ進ྫࣄΛ๚Ͷて

公益財団法人日本交通公社
観光政策研究部 主席研究員　吉澤 清良
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設があり、様々なアクティビティも体験できます。その中にカジノもあるという形です。

　バーデンバーデンの町は、カラフルな৭合いの建物がҹ象的でした。中心にあるレオポ

ルド広場から5方向くらいに伸びる通りには飲食店などが立地し、気持ちのいいオープンテ

ラスやาいて楽しめる空間が確อされています。市場では食材も売っていますが、花も๛富

で、買い求める人が非常に多かったです。長期滞在者も多いようで、ごく自然に地元の人と

来訪者が空間を共有しているといったҹ象でした。

　バーデンバーデンの町ではंが入れる時間帯が決まっており、日中は基本的にंがっ

ていません。町なかをंが通らないようӌ
ㆄ

回
ㆉㆂ

路を作ったり、入ってきたंは地下றं場に置

いたり、地上にあるறं場は২でӅすなど、町の中心部からंをԕざけるための様々な

。夫が講じられています。こうして見た目にもง囲気のいい空間が確อされています

　バーデンバーデンの魅力は人の手がほどよく入っ

た自然とほとんど手が入っていない周辺の自然が楽

しめること、質の高い文化施設があること、温泉を

使った様々なリラクセーションメニューが提供されて

いることなどです。Ώったりと時を楽しめるような空

間が確อされており、リκートとしての楽しみが提供

されています。バーデンバーデンの周辺部にも様々

なアクティビティが用意されており、それらも含めて

滞在を促す仕ֻけが整えられています。

Ͳ͜Ζݟ˔
　バーデンバーデンの見どころはカジノを併設する

クアハウス、フリードリッヒ浴場、カラカラテルメ、ト

リンクハレ（飲泉館）、川Ԋいに広がるఉ園などです。

　町には、ヨーロッパで2番目に大きいオペラハウ

ス（ॕܶࡇ場）があります。この他、パリのオペラ࠲

を模して建てられたと言われるܶ場があり、中に入

らなくても外観を見に訪れたい場所になっています

（図5、6）。

　トリンクハレ（図7）の中には観光協会があり、様々

な情報を提供しています。日本語のパンフレットは

通常は置いていませんが、言えば出してもらえます。

ただ、温泉にはඍ量ですがヒ素が含まれるというこ

とで、今は飲泉を中止しているそうです。

　トリンクハレに隣接してバーデンバーデンの象徴

であるクアハウスがあります（図8）。ここはカジノが

有名ですが、コンサートや晩
ㆰ㇓㆕㇓

会、踏会、宴会な

ど様々な催しも行われており、߽ 華Ҁ
㆐㇓㇉㇓

ᗞな社交場と

なっています。詳しくは後ほどご紹介します。

図６

図５

図７
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　フリードリッヒ浴場は重厚な外観で、ྍ

ཆを目的として、温度の違う温泉やサウナ

をདで決められた時間入って回る温浴施

設です。男女ࠞ浴の日もあれば、男女別

の日もあります。館内中ԝ部の大天
ㆦ㇓ㆋㆂ

֖の

あるプールは、男女一緒に入ることになり

ます（図9）。入場料は23ユーロ（約3200円）

で、マッサージなどを受けると料金が加算

されます。

　カラカラテルメは温泉というよりプールに似た施設です（図10）。2छ類の温泉が引かれて

いて、1֊に温浴施設があり、2時間15ユーロ（約2100円）です。2֊には男女共用のサウナ

があり、タオルはרいていたりいなかったりと、比較的開放的です。

˔Χジϊの֓要
　クアハウス内にあるカジノについてお話しします。内装は全体的にを基調にしており、

王ٶ風のつくりです。いくつもの部屋があり、それぞれタイプが異なるのが特徴です。ポンパ

ドール夫人の部屋を模した部屋もあるなど、見て回るだけで楽しいという感じです。

　入場料5ユーロ（約700円）で身分ূ明書の提示が必要です。ドレスコードがあり、男性

はジャケットとネクタイを着用します。ドイツの成人は18歳ですが、入場できるのは21歳以

上です。以前は地元の人が入れなかったのですが、その法律はద用されなくなりました。

　1֊ではブラックジャック、ポーカーなどが楽しめる他、最近は地下にスロットなどのマシ

ンゲームも導入されましたが、ง囲気的にはそちらは少し安っΆいかな、というのが正直な

感想です。やはり1֊のを基調にした王ٶ風インテリアがバーデンバーデンのカジノらしさ

ではないかと思います。カジノで使われているコインは1ຕ2ユーロからとなっており、最高

は1ຕ5万ユーロ、日本円で900万円となっています。

　中では飲食もでき、バーもあります。館内はېԎですが٤Ԏ者のためのゲームエリアも一

部用意されており、クラブラウンジも併設されるなど、長時間楽しめる夫がなされています。

現在のカジノの来場者は1日400〜1500人ほどです。季節変動は少なく、週末はやはり入場

者は多くなります（図11）。

図８

図10

図９
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˔ӡӦܗଶ
　バーデンバーデンというのはもともと小さな村でし

た。フランスに近いのですが、フランスでカジノがې

止されたときにカジノを受け入れたのがバーデンバー

デンです。そこからカジノリκートとして有名になって

いき、近隣を中心とした各国からハイクラスな客層が

集まり、今のイメージが確立されました。パリの華や

かさが受け継がれている場所と言えます（図12）。

　開業当時の長期滞在客は3万人とのことで、いろい

ろな国から高い教ཆを持ったお客が訪れ、会話や文

化を楽しむなど、単なるṌけ事をする場ではなかったということです（図13、14）。

　かつてバーデンバーデンには、州と市がં半して出資した第ࡾセクターの温泉อཆ管理局

があったようです。ここがカジノを管理していましたが、民間に運営ҕ託を行い、収入の80％

が州に収められ、その半分がバーデンバーデン市に入り、市はそのお金でまちづくりを行っ

ていたようです。

　バーデンバーデン市にとって、カジノはまちづくり

の財源としての存在が大きかったと言えます。温泉

อཆ管理局はその後、解体されたようですので、現

在どういう形になっているかはまだ調査中です。今

回のヒアリングでは州内に3カ所のカジノを運営し

ている有限合資会社がここのカジノを経営しており、

バーデンバーデン市には15％程度の税金が入ると

いう話を聞きました（図15、16）。

図11

図12

図13

図14

図15

図16
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　続いて訪れたのがスイスのルツェルンです（図17）。

こちらの訪問もカジノの視察が主な目的でした。町

はルツェルン湖൞にԊって広がっています。

　ルツェルンにはヨーロッパで最も古い造のڮが

あります（図18）。Ր災で消失し再建されたそうです

が、これが町のシンボルになっています。ルツェルン

湖൞にはあちこちにベンチが配されるなど、ٳみな

がらΏったりาきたくなるようなつくりで、実際に多

くの人がาいていました。特に明け方の湖は水が非

常にんでいて、気持ちがよかったです。

　この古いڮの奥に町並みが広がっており、多くの

建物にน画がඳかれているのがҹ象的でした。それ

らを見て回っているだけでも飽きません。お店もた

くさんあって、ウィンドーショッピングも楽しめます。

路上ではԻ楽をԋしている若者がいたり、非常に

活気があってֆになる街だと感じました。

　湖൞にカジノ・ルツェルンという施設があります。

中は写真撮影ې止でしたが、パϫーポイントを用意

していただき、お話を伺いました。スイスのカジノは

2छ類のタイプに分かれており、Aタイプが大規模で

複合型、#タイプが小規模で単独型だそうです（図

19）。カジノ・ルツェルンはAタイプに当たります。

　スイスにはカジノがたくさんありますが、このカジ

ノ・ルツェルンはその中の6施設を運営しています。

スイスでカジノを導入した背景には、スイス国民が

国外に出てカジノで遊ぶということが多く、そのお金を国内で回したいという思いがあった

ようです。カジノの話を進めるにあたってはカジノの収ӹを年金や社会อݥにきっちり充て

るということで国民のࢍ同を得て、導入されたとのことです。

　カジノ・ルツェルンの入場料は10スイス・フラン（約1200円）で、ドレスコードはカジュア

ルなのでジーンズでも入場できます。館内のイメージは、バーデンバーデンに比べるとॸ民

的でゲームセンターに近いという感じです。

　このカジノを運営しているのは資本金約17億円のג式会社ですが、市がג式の11％をอ

有するච頭ג主で、市民も2000人が小ג主となっています。市民の理解を得て、市民が

支えているという感じです。このカジノを訪れる方は1日当たり平日が700人、週末・ॕ日は

1500人で、年間20万人が訪れています。ルツェルン全体では年間100万人の観光客が訪れ

ており、平均滞在泊数は1.8泊ということです。

図17

図18

図19
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ʻπΣϧϚοτ̓
˔アΫηεとொの֓要
　最後に訪れたのが、マッターホルンを๊くアルプス

観光の中心地ツェルマットです（図20）。訪れたときは

ちょうどオフシーズンで多くのホテルがクローズしてお

り、外国人労働者もނ郷に帰る時期でしたが、まだス

キー客もかなりいて、それなりにわっていました。

　ルツェルンからツェルマットへはバスで移動した

のですが、面白かったのはバスに乗ったまま、バスごとがྻंにࡌせられて移動したことで

す（図21、22）。乗ं時間は約15分間で、トンネルを抜けて向こうに着くとバスがまた降ろさ

れて道路をるという形でした。

　ツェルマットのݰ関口テーシュӺに着くとバスを降りてྻंに乗り換えます。スーツケース

はカートにࡌせてそのままं内に持ち込み、ツェルマットӺでฦ٫すればいいというシステ

ムです（図23、24）。

　ツェルマットӺに着くと、世界各国の言葉で「ようこそ」と書かれていて、外にはホテルの

検ࡧシステムがあります。今どこに空室があるかがすぐに分かり、電話が直接つながるよう

になっています（図25、26）。Ӻに併設された観光案内所には係員もいますが、iPaEも置いて

あり自分で情報が調べられます（図27）。

図20

図22

図21

図24

図23



12

　Ӻの外に出ると各ホテルから電気自動ंが迎え

に来ていて、荷物を運んでもらえます。カラフルな৭

合いが特徴的でした（図28、29）。この他にシャトル

バス、タクシーもっていますが、ガιリンंではな

く全て電気自動ंです。それでもंの数が多くなり

す͗たと現地の人はおっしゃっていました。

　Ӻから500メートルくらいが目抜き通りで、レスト

ランやホテルなど、山小屋風の建物が立ち並んでい

ます。時計やナイフ、スポーツ用品などメイドインス

イスのものを扱う店が並んでおり、ތりを持って自

分の国の製品を提供しているというのが非常にҹ象

的でした（図30）。レンタサイクルも充実していました

（図31）。街にはそこかしこにベンチが置かれています。

　ツェルマットは環境に配慮した街づくりをしてい

て、ごみの分別収集もかなり進んでいます。一方、資

材を運ぶのにお金がかかり、通常の2割増というこ

とです。また、オフシーズンの4週間くらいしか事

ができず、かなりの突؏事なのか、建物には少

し安普な感じが見受けられたところもありました。

図29 図30

図28

図26図25

図27
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私たちが行ったときも多くの事が行われており、新しいホテルやอཆ所などもんに建て

られていました。

　ちなみに、ツェルマットにも以前はカジノがありましたが、思うように人が集まらず開業か

ら2年ぐらいでดしたそうです（図32）。

リκーτַࢁ˔
　ツェルマットӺのそばにあるొ山電ंのӺから、標高3100メートルのゴルナグラート展望台

へ向かいました。ツェルマットӺの標高が1600メートルくらいですが、そこから一気に1500メー

トルくらいアプト式のొ山電ंで上がっていきます。上に着くと、どこでもこういうサービス

があるんだなという感じで、記念撮影用のセントバー

ナードがいました（図33）。ちなみにここで記念写真を

撮ると、どんなに大雪で何も見えなくても、ちゃんと背

景にツェルマットが写っている写真がもらえます（স）。

　この山Ӻのすぐそばに、クルムホテルという宿

泊施設があります。これだけの高い場所にある宿泊

施設というと、日本ではいわΏる山小屋になってし

まいがちですが、非常にચ練されていてշదなホテ

ルです。小さなショッピングモールもあり、レストラ

ンもあります（図34、35）。トイレもとてもਗ਼ܿ感があ

図34 図35

図33

図32図31
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りました（図36）。ちなみにഉ水については山のふもとまでഉ

水管が接続されており、中に一気に流すそうです。

　客室の部屋番号にはアルプスの山の高さと名前が付いてい

ます（図37）。室内は広くはないですが、とてもਗ਼ܿ感がありշ

దです（図38、39）。窓からは山々を見ることができる他、部屋

のนには、部屋の名前になっている山のੴが০られています。

お金がかかるものではないけれど、非常に思い出深いԋ出だと

感じました（図40）。　

　阿寒観光協会まちづくり推進機構の大川事務局長はツェル

マットについて、「山ַ地帯でありながら、様々な楽しみが用

意されていることが特徴。自సंで回る楽しみがあり、スイス

メイドの品をތりにしていて、安価なお土産品がほとんどない」

という感想をड़べられています（図41、42、43）。確かに、土産

物に限らずレストランなど全体的に物価は高めで、実際かなり

値段が高いなというのが正直なҹ象です。

　ツェルマットはもともと、小さな地方の寒村でし

たが、地元の住民自治組織が非常に力を持っていて、

土地や建物も所有していました。行政とはまた別の

観点から自分たちの村はこれからどう生きていくの

かを非常によく考え、実行に移してきたことがカーフ

リーリκート、環境先進地という今のツェルマットを

形成していると言えます。

図39

図38

図40図37図36

図42

図41

図43
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ʻまとΊʼ
　まとめとして、今回訪れた3カ所の町について、既に訪れた人の所感や現地で聞いたヒア

リングなどから、私も共感するものをまとめました（図44）。次の3点です。「基൫・環境整備

の重要さと、それを支える仕組みづくりの一層の大切さ」「カジノと地域の観光産業との連

動、地域に合った方法を考える大切さ」「自分の町を知り、策を講じる。そのためのルール

づくりと合意形成の大切さ」。詳細は資料をご参照ください。以上で視察報告を終わります。

図44
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ҩྍอݥがద༻Մなอཆྍཆ地
　これから、ドイツのクアオルトの現状をお話ししたい

と思います。ドイツ語で「クア」はྍཆ、「オルト」は地

域を意味します。したがってクアオルトとはお宿や施設

ではなく、地域全体を指します（図1）。クアオルトとは

自然の治ྍ薬を用いたઐ医がいる健康の中心地と、

ご理解ください。

　これは大分県田市の༑好都市、バートクロツィン

ゲン市にあるூりのオブジェです（図2）。ӈଆにうつ

むいて厚い服を着込んだ人たちがいます。この人たち

が真ん中にあるࢎ泉に入るとࠨଆのようにബ着で元

気な状態に変わることを示しています。世界อ健機関

（W)O）は健康の定義として「࣬පがなく活力がある

状態」と言っていますが、このオブジェはࢎ泉に入

浴することでප気が治るだけでなく、楽しく生きがいを

持ってらしていけるようになることを表しています。

　2006年のデータによれば、ドイツには自治体が1万

2315カ所あります（図3）。平均すると1つの自治体の人

口は6000人ほどと、小さな町の集まりです。そうした町

では環境負荷が最も少なく、一番お金が落ちるのは観

光であり、中でも健康を重視した観光地づくりが大事で

あるとして、約5000カ所の自治体がอཆ地・ྍཆ地と

してのまちづくりに取り組んでおります。空気がきれい

なྍཆ地として1000カ所、อཆ地として4000カ所が法

律で認定されています。この中でも医ྍอݥがద用さ

れるクアオルトに認定されているのは、2007年で全自

治体のわずか3％に当たる374カ所と、非常に厳選され

ています。

2
ドイπのΫΞΦϧトʢྍཆʣの

ΛֶͿૅج
講 師

ΫΞΦルτ研究ࣨ 代ද　খؔ ৴ߦ氏

図１

図２

図３
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　クアオルトでは 1）土 2）海 3）気ީ 4）クナイプ

方式という4つの「自然の治ྍ薬」がベースになってい

ます（図4）。土には温泉が含まれ、クナイプ方式とは

水ྍ法や運動ྍ法、২物ྍ法などを組み合わせ、自然

の力で免Ӹ力を活性化して治༊力を高める治ྍ法です。

ප気の治༊、緩和、予に効果があると医学的にূ明

されたものを活用して地域づくりをしています。

　クアオルトの利用状況ですが、2013年の宿泊数は

約1億980万泊、滞在客数は約2270万人で、1人当たり

の平均滞在宿泊数は4.84泊となっています（図5）。そ

の地域に長く滞在しながら健康になっていくということ

です。ちなみに日本は2012年度（平成24年度）の温泉

利用者数は1億2470万泊ほどでした。1999年から2013

年までの15年間のクアオルト利用状況の推移を見る

と、宿泊数は約11％増、利用者数は45％増えていますが、

平均宿泊数はこの15年間で1.46泊減少しています（図6）。

　ドイツ人居住者とそれ以外の利用者を比べると、ド

イツ以外の居住者の方がクアオルト平均宿泊数が少な

いです。ドイツ在住者は温泉を含む「土」カテゴリー

のクアオルト宿泊数が最も長く5.5泊で、他は5泊前後

ですが、ドイツ以外の居住者はいずれのカテゴリーで

も3泊くらいです。

　クアオルトは医ྍอݥがద用されるので、品質のば

らつきをぐため、医師やいろいろな学会が集まって

基൫となる定義が1937年に定められました（図7）。こ

の定義をもとに各州がクアオルトについての法律を制

定し、クアオルトを認定しています。クアオルト滞在に

は医ྍอݥがద用され、治ྍ目的で滞在する場合は3

週間とされています。

　クアオルトとなるには、様々な条件があります。設備

があればいいというものではありません。医ྍ的な基

礎のもとに人の交流や滞在を楽しめるプログラム、環

境施策など、様々な要素が必要とされます（図8）。

　中でも大事なのが「クアオルトキャラクター」です。

具体的にどういうものか文ষで明記されてはいないの

ですが、อཆ地にదした景観や環境、建築デザインな

どで、訪れる人がリラックスして楽しめるような環境づ

くりを行うことが地域の総合計画できちんと担อする

ように条件付けられています。

図４

図５

図７

図６
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　また、環境Ԛછを止することも基本となっていま

す。クアオルトでは通ա交通を作らないことが条件とさ

れています。通ա交通があると町の中に૽Իやഉ気ガ

スなどの問題が出てくるからです。例えばバーデンバー

デンでは町なかをंが通աしないよう町の手前からӌ
ㆄ

回
ㆉㆂ

するようにトンネルを設置しており、バーデンバーデ

ンを訪れるंだけが町なかに入れるようにしています。

　クアオルトの認定についてですが、バーデン・ϰュ

ルテンベルク州の場合は経済省にツーリズム関係の州

ઐҕ員会が設置されています（図9）。ҕ員会では湯

治場協会や医師協会、ホテルの組合など14の団体が集

まってクアオルトやอཆ地の認定について話し合いを

行い、大学の研究者が指導や助言、ؑ 定をしています。

ར༻ऀへؐݩするࡏ地ར༻ྉ
ʮΫアタοΫεʯ

　ドイツの医ྍは日本とは異なり、最初に家ఉ医に

行ってそこからઐ医に予約を入れるのですが、なか

なか予約が取れず、単に風अを引いた場合も予約が一

週間後ということもしくありません。そういう状況な

ので、ドイツの人たちは日常の中で健康を意識してい

るというのがクアオルトのベースになっています。

　クアオルトで行われる医ྍはどのようなものがあるか

というと、温泉医学や気ީྍ法、水治ྍ法や理学ྍ法

など様々です（図10）。クアオルトにはઐ医がいますが、

自然ྍ法だけを学んだのではなく、現代医学の医ྍを

全てश得した上で、自然医の研修を受けてઐ医とし

て認定されます。

　クアオルトの施設構成としてはテルメ（温泉施設）や

クアハウス（人が交流するอཆ公会ಊ）、クアパーク（อ

ཆ公園）、クアミッテルハウス（ྍཆ処方の施設）、クリ

ニックなどがあります（図11）。温泉に入っていないとき

もクアパークでาいたり、クアハウスで人と৮れ合った

りしてաごせるという形です。

　テルメの建物は高層建築ではなく、伝統的な建築

様式で作られることが多いです。屋内外のプールがࠞ

在しており、いずれも体温以下の水温で水中運動をし

たり、一人一人が入れる浴૧で治ྍをしたりしています。

図８

図９

図10

図11
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今は治ྍよりもอཆがメインになっていますので、楽し

みという要素が加わっています（図12）。

　テルメの料金例はこの表のようになっています（図

13）。下段に書かれているサウナは治ྍではなく、楽し

みとして設置されています。かつてテルメは冬になると

利用者が減少していたのですが、サウナを併設するこ

とで利用者が増加し、収支がかなり上がったと言われ

ています。ですから、今のテルメはほとんどがサウナを

併設しています。また、昔は子供を連れてくることは少

なかったのですが、今は家族で訪れて半日楽しむとい

うケースが多いです。

　クアハウスはコンサートが行われるなど、人が集まり

交流する場となっています（図14）。クアパークには飲泉

所（トリンクハレ）があったり、野外チェスではこの場で

知り合った人同士が対戦する場面もよく見られます。ٳ

所はंいすの人がそのまま入れるようなつくりになっܜ

ています（図15）。

　こうした様々な楽しみの情報を提供するのがイン

フォメーションです（図16）。コンサートや体験プログラ

ムなどが「今日の催し」「来週の催し」という形で提供

され、ここに来れば全て情報が分かるようになってい

ます。お客様に一元的に情報を提供する場として重要

な役割を果たしています。情報提供だけでなく、チケッ

トの手配なども行っています。

　こういう仕組みの中に、「クアタックス」というものが

あります。タックスと言っていますが、クアオルトの滞

在地利用料という考え方で、日本の入湯税とは少し違

います。このクアタックスを宿泊客からいただき、その

図12

図13

図14

図15 図16
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お金でコンサートを開催したり、クアパークをきれいに

整備したりしています（図17）。

　支った宿泊客は、クアタックスのチケットを見せれば

コンサートが無料で観できたり、市営バスの無料券や

いろいろな割引券がもらえたりします。お金をいただい

た分、滞在客にきちんと分かるようにؐ元していくという

仕組みになっています。日本の入湯税も目的税ではあり

ますが、もう少し見直しをして、いただいたお金をどう滞

在客にؐ元するのかという考え方が重要だと思います。

　このクアタックスをうのは宿泊客のみで、日帰り客

からは徴収していません。行政が歳入する場合もあれば、民間機関がそのまま受け取る場

合もあり、自治体の考え方によって歳入の方法は様々です。ただし、1997年にドイツで大き

な医ྍ改革が行われ、クアオルトで医ྍอݥがద用する範囲が狭まったことで一気に宿泊

者が減ってしまい、クアタックス収入も大幅に減りました。あるクアオルトの例ですが、1995

年で2億1000万円のクアタックスが、2006年では1億2000万円前後の収入となっています。

า行ऀ༏ઌͰ૽Իର策にもࡉ心のྀ
　クアオルトの景観は美しく整備されています。花が২えられたり、ベンチを置いたり、くつ

ろげるง囲気づくりをしています（図18）。

　これは、由布院がお手本にしたバーデンϰΝイラーと

いう町の道路ですが、道路よりา道の方が幅が広いで

す（図19）。降水量が多い日本では難しいと思いますが、

า道とं道の間には段ࠩがないのも特徴です。道路を

真っすぐに作らず、ऄ行する道で自సंの通行も制限し、

人が楽しんでาけるようなつくりになっています。

　また、バーデンϰΝイラーでは通ա交通を作らず、な

るべく町にंが入らずंのԻが聞こえないように、町の

外ଆにறं場を設置しています。町に入ってきたंは、

地下றं場に止めるようにして、ं が路上から見えな

いよう、Իが聞こえないような夫をしています。

　源泉がどういう地層から༙いているのか、どのような

水質なのかといったことを明らかにして源泉環境を大

切にする取り組みも行っています。バーデンϰΝイラー

の源泉地۠は、水質Ԛをぐため、ݘの立ち入りې

止という表示をしている他、水の流れやの成り立ちと

温泉は深く関わっているということも表示しています。

　バーデンϰΝイラーでは૽Իについてもきめ細かい

取り組みをしています。上のӈଆにある標識は、食材

図17

図18

図19
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やリネンなどをൖ入する業務用トラックがޕ前8〜11時

しか入れないことを意味しています（図20）。૽ Իにつ

いても通常時は45E#、22〜8時と13〜15時は૽Իを

35E#までに規制しています。35E#というと日本ではྍ

ཆ地以上の੩かさです。このようにԻに対する規制は

非常に厳しいです。ं や機ցのԻが聞こえると、人間は

どうしても緊張するんですね。それをぐためにいろい

ろな規制を行っています。

　これはバート・ゼッキンゲンというライン川のそばに

あるクアオルトで、行政が自分たちの町をどのように作

るかを示している計画図です（図21）。古い町とྍཆ地

をどう結びつけ動線をどう作るか、町のそばをって

いる国道のंの૽Իを২を活用してぐなどの方策

を考えながらまちづくりのプランが作られていることが

分かります。

　昔のドイツのクアオルトは治ྍ一辺倒で、90％が治

ྍを目的として滞在していました。しかし、医ྍ改革

によって治ྍ目的の滞在が制限され、現在はอཆ客が

90％を占めています（図22）。治ྍ一辺倒だった時代

は、何もしなくてもお客さんが来てくれましたが、利用

客数が減少している今は、力したクアオルトにお客さ

んが訪れるという形に変化しています。อཆを目的とし

た場合のクアオルトの施設の品質基準を明確にするた

め、バーデン・ϰュルテンベルク州ではの数で施設の

内容を表しています（図23）。

　クアオルトでの自治体と民間の役割分担を整理した

のがこの図です（図24）。自治体は質の高い健康อཆ地

となるよう、様々な長期計画を作り、土地利用や環境อ

全、景観形成などを行います。民間は施設の整備・運営、

図20 図21

図22

図23

図24
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医ྍอݥとの連携やプログラムの提供、集客などを行っています。自治体と民間がしっかり

それぞれを持って、それぞれの役割を果たしています。

　今のクアオルトは治ྍ一辺倒から楽しみもあるอཆ、すなわち医学的なཪ付けがある健

康อཆ地へと大きく変わってきています。日本も観光地で滞在中に何か身体にいいことをし

たいという傾向が強まり、観光からอཆに指向が変わってきています。温泉地をอཆ目的で

訪れた場合、温泉に入っていない時間をどうやってաごすのかは大事なポイントですが、そ

ういう面でドイツのクアオルトの考え方は参考になるのではないかと思います。

  〈質疑応答〉

【大西（阿寒湖温泉）】　日本でもক来的に見て、クアオルトについて法整備などの可能性はあ

るのでしょうか。

【小 （ؔ講師）】　今、山形県のかみのやま温泉では気ީ性地形ྍ法を活用したクアオルトに

取り組んでいます。治ྍの手法をベースにした健康づくりのウオーキングということで、温泉

地に滞在しながらาいて健康になるという取り組みをしています。日本では、上
ㆉㆿㆮ㇄ㆾ

山市と大分

県由布市と和歌山県田辺市が一緒になってクアオルトづくりに取り組んでいます。

　先日、厚生労働省の外ֲ団体である健康・体力づくり事業財団の下光理事長から、าく

ことを基本にしながら地域づくりをしていかないと日本人の健康づくりはできない、全国で

取り組むのは大事なことだと言われました。

　これ以上医ྍ費は増やせないですし、厚生労働省も予医学に向かって進んでいます。

าくことが認知予になることは既にエビデンスが出ていますので、どうやって楽しくา

く機会を提供するかが大事になってくると思います。生活श慣පの指導などもอݥが利くよ

うになっていますし、าくことが生活श慣පの改善や、ロコモティブシンドロームの予に

も効果があるということから、クアオルトは予医ྍの分野に一า踏み出していけるのかな

と。さらに、運動と温泉という組み合わせが有効であるという方向に持っていければいいな

と思って取り組んでいるところです。
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ビϡーςΟπーリズϜͰඒし͘ に߁݈
　私は新しい観光資源を皆さんと開したいという思いで、ビューティツーリズムという新

しい分野を研究しています。「温泉ビューティ」という言葉を聞いて、「エステなのʁ」「温泉

で化粧品を作ることなのʁ」などと言われることもありますが、私は温泉地でաごすことそ

のものがビューティツーリズムだと思っています。旅に出ればきれいになれるし、健康にな

れるということで、旅に出る機会を1度でも増やしたいと思っており、皆さんの町に観光客を

誘致する新しい切り口のコンテンツを増やすツールと思っていただけるといいのではと思い

ます。

　皆さんの町の中にある温泉、提供している食事、環境がなぜ美と健康にいいのか、温泉

の成分の組み合わせの違いが身体やഽにどう働くのか。それらを各温泉地の方がちゃんと

知って「うちの温泉はこういう特徴があるので、こういうふうに入っていただきたい」と言え

るのかどうか。それによって自分たちの温泉にしかないアピールができるのではないかと思

います。

　山や海などその土地、地域ならではの環境の美と健康への利用方法、աごし方を考えて

いくのがビューティツーリズムです。食事もそれぞれの宿、地域の特徴があると思います。そ

れが美と健康にどうつながるのか、旅館で出される会席料理は、野菜など食物ણ維が多い

ものから食べる、食べ順ダイエットにつながるという言い方もできます。既にあるものを美と

健康に結びつけてアウトプットしていくこともビューティツーリズムの一つだと思います。

पғの自વをσザインにੜ͔したεイεの温ཋ施ઃ
　私は日本の温泉が一番好きですが、日本の温泉ばかり回っているといろいろなことが見

えにくくなることがあります。そういうときに海外に出ると、目からうろこが落ちる体験に出

合えていろいろな気づきにつながります。特にまちづくりなどでは新しいものを生み出す力

が必要であり、それには目からうろこが落ちるような体験も大事だと思います。今日は皆さ

んに少し頭をॊらかくしていただけるよう、「そんなところがあるのʁ」という海外のリκート

をいくつかご紹介したいと思います。

　先日スイスに行き、ツェルマットの町をาいていたらスパ施設を見つけました。ホテルの

3
ւ֎ϦκートͰʠ新ʡମݧʂ

講 師
株式会社温泉ビϡーςΟ研究ॴ 代දऔక　ੴҪ 子氏
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中にあるのですが、とてもいいと思ったのが外からも入れる入り口があることです。これは

意外と大事なことだと思いました。

　時には稼働率のѱい部屋をスパにするといった考え方もあるのですが、それはスパトリー

トメントを受ける人に対して大変失ྱだと私は思っています。トリートメントの料金は高額

で、場合によっては宿泊料金と同じくらいの値段をうこともあります。1日に3人のお客さん

が来れば、3泊分の収入を生み出すわけですから、できればその宿で一番景৭のいい部屋

をスパにしていただきたいと思います。そうしたスパを外からも入れるつくりにすることで、

地域の人たちも訪れ、みんなの場所になっていくことができるのではないかと思います。

　また、スイスにはバードラガッツという町があります。『アルプスの少女ハイジ』にもొ場

し、足のѱいクララがྍཆのために訪れた温泉地です。ここにある5つホテルには日帰り

のビジター用温浴施設と、宿泊客ઐ用の温浴施設がありました。ビジター用はクリーンで機

能的なつくりで、面白いのは、温泉の温度が低めのところ、ྫྷ たいところ、39ˆくらいなど

いろんな温度の浴૧に分かれていたことです。それらを回ることによって、美容と健康にい

い入浴ができるということですね。

　もう一つ、宿泊者ઐ用のスパ施設もあります。こちらは日帰り施設に比べてクラシカルで

谷を再現したり、ୌのようになったところでา行浴ができる場ܢったつくりで、源泉が༙くڽ

所があったりして、地域の自然環境を感じられるようなつくりになっています。

　ここには、スイスの有名なダビドフの葉רが楽しめるシガールームもあります。スイスは、

ドイツ語圏、フランス語圏、イタリア語圏があり、それぞれ食文化も違うのでே食のパンも

いろんなछ類があって楽しめます。

　ちなみにここの客室はダブルベッドではなく、2つのシングルベッドをくっつけて置いてあ

り、泊まった人が離れてりたい場合はベッドを分けられるようにしています。日本でもこう
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いう形だと使いやすいのではないかと思います。スイスはこのタイプが多かったです。

　スイスで今、建築に興味がある方などに話題なのが、建築家のピーター・ズントーࢯが

デザインを手ֻけたテルメϰΝルスという施設です。非常に人気でなかなか宿泊予約が取

れず、私も日帰りで訪れましたが、ビジターのスパ施設も完全予約制です。1日で入場できる

人数を時間帯ごとに決めていて、日帰り入浴も100％事前でのネット予約という形です。

　この施設は山の奥にあり、特急ྻंから各Ӻ停ंに乗り換え、Ӻから路線バスで40分く

らい細い山道を༳られていきます。道中はܢ流と岩山が特徴的です。スイスはとのイ

メージが強いですが、岩นも多いです。

　スタイリッシュな空間だろうとイメージして行ったのですが、実際に行ってみると使われて

いるੴの素材が非常にҹ象的でした。この素材は全てྻंのं窓から見た岩นから切り出

して作られています。ズントーࢯがテルメϰΝルスの周囲の自然景観の中にいるような場所

を作りたいということで設計したそうです。この場所に身を置くと、岩もੴも自然の一部とい

うことを強く感じますし、その土地のੴの素材を使っていることにより、非常に༊やされ、優

しく温かく感じます。アルプスの山に๊かれているような気持ちになります。

　浴૧は深さも温泉の温度もいろいろあります。৭࠼から受ける感֮も意識していて、温度

が高い40 く̂らいの場所はนが全て真っ、20 く̂らいの場所はブルーで統一されるなど、

視֮からも身体が温まったりクールダウンできるというような手法をとっています。

߽՚なΩϟンϓମݧがͰきるʮάϥンピンάʯ
　海外リκートで、今一つのブームとなっているのが「グランピング」です。非常に߽華なキャ

ンプのことで、グランドキャンピングの略です。テントなんだけど中はスイートルーム、バー

ベキューなんだけどシェフが作ってくれるという感じで、一つのカテゴリーになってきつつあ

ります。スイスにホϫイトポットというグランピングの施設があり、非常に人気でなかなか予

約が取れないのですが、1泊だけ予約が取れたので泊まってきました。

　ホϫイトポットは山の中にあります。予約が取れたのがスイス౸着の初日だったので、空

港から特急ྻंに乗り、着いたのが9時半でした。入り口にあるのロッジでチェックイ

ンをすると、ϔッドライトと無線レシー

バー、リュック、ストックをされます。地

図を見せられながら「あなたの泊まるテ

ントはここ。20分くらいาくと着くから」

と言われ、地図と無線をリュックに入れ、

ϔッドライトをཔりに雪深い山道をาい

ていきます。トランクはスノーモービルで

運んでくれますが、ゲストは所々にある

౮りをཔりに、マイナス何ˆという山道を

าいていくわけです。途中で見た空や、

眼下に見える町の景がとてもきれいで

した。1人1泊2万〜3万円かかるんです写真１
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が、この究極の自ݾというのがとって

も楽しくて、人気があります。

　テントの中はスイートルームで、ちゃん

と電気も来ていて、アメニティもଗってい

ます（写真1）。エコロジーがテーマになっ

ているので、ロウιクもあり、電気を消し

てロウιクだけでաごすこともできます。

入り口はೋ重のチャックになっていて、透

明の窓は緩ি材みたいなもので作られて

いますが、スイスのஅ技術は素らし

くて、完全にஅされているんですね。

ஆ設備としてはストーブがあり「自分

でくべないとேまでにՐが消えるから」と言われ、一生懸໋くべたらॵくなりす͗て（স）。

それも楽しい思い出です。

　これは明け方の写真です（写真2）。目が֮めると、このように目の前にダイナミックな山の

風景が広がっているんですね。皆さんの地域でも、こういう施設が作れる場所があるので

はないかと思います。みんなで共同でこういうものを2、3౩建てても楽しいのではないかと

思います。

　もう一つ、タイのグランピングも体験しました。カンチャナブリという、昔日本܉が鉄道を

ෑいた場所から少し山奥にあるリバーキャンプという場所です。テントが点在するࣳ生に、

ヒツジが2頭放しࣂいにされているんです。雑草を食べてくれるという役割もあるんですが、

私は「ここは安全ですよ」ということを示すূ明だと思いました。ヒツジがาいていても、野

生動物にऻわれたりしないと。自然の中でաごせるけれど、ෑ地に野生動物が入ってこない

よう、見えないところにࡤなどがしっかりできているূ拠だと思います。

　そういう安心感も大事だと思います。テントでってみたいけど自分で建てるのは大変、

野生動物にऻわれるような所には行きたくない、テントで自然をダイレクトに感じながら一

晩աごしたいけど背中が௧い৸ାは嫌だ、という人はいっͺいいると思いますから。

　テントの中に入ると、スイートルームに

なっていて、ドレッサーもあり、電気も来

ていて、ઔ風機もྫྷもあります（写真3）。

食事は野外で食べますが、全てシェフが

作ってくれます。ここは泉が༙いていて、

プールのように入れます。

　このキャンプからंで30分くらいの場

所に温泉地があり、川からこんこんと源

泉が༙いている所がそのまま露天風呂に

なっていました。温度は40〜42ˆくらい

です。川に入ったり、温泉に入ったり、デッ

キでタイ式マッサージを受けたりできま

写真２

写真３
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す。リバーキャンプでジープをチャーターして、温泉に出ֻけました。

　このキャンプは1泊2日、2泊3日などの滞在パックもあり、バンコクまでバスが迎えに来てく

れて、カンチャナブリの鉄道博物館などに立ち寄り、送迎と宿泊、食事が付いて1人3万円以

下です。とても上手だなと思ったのが、リバーキャンプの人が迎えに来てくれる中継地点のレ

ストランまでのԟ෮は、はとバスのようなバスを利用しているんですね。バスにはリバーキャ

ンプ以外のいろんなお客さんをࠞࡌしているんです。日帰り観光でそのバスを利用している

人もいるし、他のホテルに泊まる人の送迎にも使われています。

　リバーキャンプの宿泊客は、中継地点のレストランにジープが迎えに来てくれます。帰りは

トランクを担いで、キャンプのෑ地にある川べりのڮࢅをスタッフがっていました。私たち

も、また究極の自ݾで手すりも何もないڮࢅをるとリバーキャンプઐ用のボートが迎

えに来ます。先住民の村などを回りながら、またバスが迎えに来る場所まで送ってくれます

（写真4）。

　セレブな気分が味わえる、非常に楽しい場所でした。まだ日本やアジアではあまり知られ

ていないようで、他のゲストはほとんどヨーロッパの人たちでした。

　このように、海外もいろいろ変わってきていることを皆さんにも知っていただければと思

い、いくつかの例をご紹介しました。

写真４





29
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～ಓ後温泉のまͪͮ り͘にֶͿ

第2回温泉まちづくり研究会
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৳ͼΜͰいたಓ後温泉の॓ധ客
　最初に私の自ݾ紹介をさせていただきます。

市役所生活も約30年経ちましたが、これまで

都市開発や都市計画、法ྩなど主にハードの

まちづくりを約20年間やってまいりました。今

から10年前、「ࡔの上のӢまちづくりチーム」と

いう部署が市役所の中に作られ、そのときに

ࣙྩをいただいて参加してから、ハードのまち

づくりから違う路線で仕事をするようになりま

した。どちらが楽しかったかというのは、皆さ

んのご想૾におせしたいと思います（স）。

　道後温泉活性化担当課長には2012年（平

成24年） 4月に就しました。道後温泉本館

改築120周年の記念事業はその2カ月後にスタートしました。準備期間が2年しかないという

ことでѱ戦苦ಆしましたが、今日はそのことを中心に皆さんにお話ししたいと思います。

　このグラフは1983年（昭和58年）から2013年（平成25年）までの松山市を訪れた観光

客数と、道後温泉旅館協同組合の加盟宿泊施

設での宿泊者数の推移を表したものです（図1）。

上のグラフが観光客数でこの30年間、ほぼ10

年ごとに山があります。最初の山に当たる1988年

（昭和63年）は戸大ڮの開通、1999年（平成

11年）はしまなみ海道の開通、2010年（平成22

年）は高速道路の割引やスペシャルドラマの「ࡔ

の上のӢ」の放映があり、これらの影響で観光

客が増えたと言えます。

　観光客数は500万人から600万人の間を推移

しており、近年は少しӈݞ上がりになってきてい

ますが、下の道後温泉の宿泊者数のグラフを見

プレゼンテーション

ಓޙԹઘຊؗ改ங���पه೦ۀࣄ
ʮಓޙΦンηφート����ʯのऔΓΈ

講 師
দࡁܦۀ࢈ࢢࢁ部 ಓ後温泉ੑ׆Խ୲課長　த ത࢘氏

中ത司氏

図１
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ると、ほぼ横ばいであまり伸びていません。道後温泉から2LN離れた市内中心部にはシティ

ホテルやビジネスホテルがあり、道後温泉と同じ収容規模で1日約6000人のキャパシティが

あるため、そちらに需要が流れていると考えられます。

　ちなみに松山市の主要な観光施設の年間入場者数で一番多いのが道後温泉本館で、

2013年（平成25年）は約67万3000人が訪れました。2番目に多いのが松山城で49万7000

人です。ࡔの上のӢミュージアムと正岡子規の子規記念博物館には合わせて23万人以上が

訪れており、松山市のキャッチコピーは「いで湯と城と文学のまち」とশしていますが、観光

施設利用もやはり温泉、城、文学に関するものが人気となっています。

120प年の大ؐྐྵにアーτͰʮ観光まͪͮ り͘ʯ
　道後温泉本館改築120周年の記念事業「道後オンセナート2014」が生まれるまでのエピ

ιードをお話しします。2014年（平成26年）4月10日が本館改築120周年で、この日を迎え

る記念イベントの検討を2年前にスタートしました。

　「道後オンセナート2014」が生まれたのは、いつでもできるイベントをしても意味がない、

訪れた方をびっくりさせるようなことをしようという考えが発でした。ちょうどその頃、重

要文化財である東京Ӻでݬ想的なプロジェクションマッピングが行われていました。「同じ

ようなことを道後温泉本館でやったら面白いのでは」という道後温泉旅館協同組合の大

理事長の一言がきっかけと言えます。

　しかし、プロジェクションマッピングだけでは記念事業になりませんので、そこから事業

計画につなげるのが非常に難しかったところです。本来、役所で新規事業をするためにはま

ず事業説明をしてཌ年度の予算要求をし、さらに議会に対して説明をする必要があります。

しかし当時は検討する期間もなく、今すぐ予算を取らないと事業実施には間に合いません。

　ここで市長の大なる配慮がありました。そのとき、私と市長の間ではこういう会話が交

わされました。「何をするんだ」「アートです」「予算規模はʁ」「1億円です」「内容はʁ」「ま

だ決まっていません」（স）。

　普通ならすぐにここで٫下ですが、道後温泉の重要性は本庁の中でも認知されており、

「早く内容を詰めろ」という一言で、まずは半年間の予算運用を行うことができました。今振

りฦると、これが1つ目の事業成功の要因ではないかと思います。

　では、どういう内容のイベントにするのか。大理事長と話す中で、市役所で具体的な内

容を決めることは難しいので、地元の道後温泉でその部分を引き受けていただけないかと

いうことになりました。私がそのようにお願いに行ったところ、地元では「やるかやらないか

分からないのに、イベントについて検討しろとはどういうことだ」と非常にᷤ౻がありました。

しかし、何とか検討してみようということで道後温泉旅館協同組合に引き受けていただきま

した。

　具体的な話し合いが始まりましたが、本格的にアートに取り組むというのは、市にとって

も旅館組合にとっても初めてのことです。周りからは「大丈夫か」と疑心҉َの声ばかり聞

こえてます。人は初めてのことをするときは、そのことをリスクだと感じてしまい、அがつ

かないわけです。
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　しかしそうした中でも、「大ؐྐྵに当たる120年だからこそ新しい戦をしてみよう。その

方が面白いだろう」という気持ちが関係者の中にありました。そういう気持ちがあったから、

この道後オンセナートが実現できたのではないかと思います。

॓ധ客はա10ڈ年Ͱ最ଟに
　道後温泉が近年๊えていた課題は、宿泊者数の減少、女性個人客の増加など新たな観

光動態への対応の遅れ、道後温泉本館のอ存修෮事とそれに伴い、事期と事後の

継ঝ可能なブランドイメージをいかに構築するかという3点がありました。そこで、今回行う

120周年記念事業はこれらの課題解決を目指し、単なるイベントではなく活性化のプロジェ

クトと位置づけようという方向性がまとまりました。

　道後温泉は日本最古の歴史をތる温泉です。また、伊ࠤఉ
㇆ㆌ


㇄

町長が120年前にあらΏ

るࠔ難を乗り越えて道後温泉本館を改築したことは、その当時の最先の取り組みだった

と考え、今回の温泉をアートで楽しむプロジェクトの事業コンセプトは「最古にして、最先。

温泉アートエンタテイメント。」に決まり、ここに挙げた5つの特৭を打ち出しました（図2）。

　どのような形でアート作品を展開するかということですが、我々は「道後オンセナート

2014」を単なるアートイベントではなく、道後の地域資源を散策して見ていただくための

観光まちづくりとଊえました。一辺170Nくらいの四方を取り囲むエリアを基װルートとして、

そこから放ࣹ状に地域資源を巡るような回遊観光を構築したいと考え、それにԊった形で
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の作品展示や展開を行いました（図3）。

　道後オンセナートは2013年（平成25年）12

月24日からプレオープンし、2014年（平成26年）

12月31日に終ྃしますが、2014年1月から8月ま

での8カ月間の経済効果をご報告します。

　市で運営する温泉施設、道後温泉本館と௴
ㆤㆰㆌ

の湯の入浴客数は合計73万4000人となり、前

年同期に比べ約3万4000人増加しました。道後

温泉旅館協同組合に加盟する宿泊施設の宿泊

者数は前年同期に比べて2万4000人増で56万

4000人となり、ա10ڈ年間で最も多い数字と

なっています。宿泊観光客の消費額は約4億円

を超えると推定されます。

　道後温泉商店街の通行人数と売り上げはと

もに昨年同期より約10％増えており、市内電ं

やリムジンバスの乗ं率も前年同期比より増加、

っちゃんྻंの乗ं率は12％増ということで、

各部においてグランドスラムを達成中です。

地域の人たͪがʮޠをるʯ
ۀ࡞ಉڞ
　この事業を行ってよかったと思うことを、私な

りに整理しました。5つのポイントが挙げられると思います。

　まず1つ目が女性客や若い世代、アートフΝンなど、温泉という資源ではこれまで接点が

なかった人たちを呼び込めたことです。2つ目は、宿泊施設やお店も地域の重要な観光資源

であるということが再認識できたこと、3つ目はアート作品となったホテルや旅館の客室を

見てาく「ホテルホリκンタル」や景めぐりなど、今までになかった回遊商品が組まれたこ

とです。

　4つ目は、様々な業छの方とコラボレーションすることで、多様な価値観による経済活動

により相乗効果が生まれ、地域の魅力を表現する方法を学べたことです。サービスについて

も従来の発想からのస換につながり、新たな成長のժも出てきたように思いますので、それ

を育てていきたいと思っています。そして、アートというのは話題性があり、起രࡎという言

われ方をしますが、経済活動につながることが検ূできたのではというのが5つ目に感じた

ことです。

　私がこのプロジェクトに関わって、途中から気づいたことが2つあります。

　最初は自分自身、アートプロジェクトを実施することにひたすらᬏ進していました。しかし

そのうちに、この事業を行うことより楽しむこと、地域でཪ方を務める方たちが楽しめるも

のでないと事業の成功はないのではないかと思うようになりました。地元にいる人たちが楽

図２

図３



　「最古にして、最先。」
　日本最古の温泉街で展開される最先のアートのࡇ典。
　古くは日本書لにもる日本最古の温泉「道後温泉」。松山観光の目ۄとも
いえる道後温泉本館が、2014年4月10日に改築百ೋ十年の大ؐྐྵを迎えるこ
とを記念して、アートフェスティバル「道後オンセナート2014」が開催されます。
　道後温泉本館が、アート作品へと変するほか、9軒のホテル・旅館の各
一室を著名なアーティストたちが手がける、泊まれるアート作品܈「)OTEL 
)ORI;ONTAL（ホテルホリκンタル）」が生。そのほか、னもも、まちを巡
りながら道後の魅力を最大限に味わうことができます。
　また、地元に重きを置いてコミュニティーを形成する試みとしてアートディレ
クションと運営は地元NPOと若手クリエイターでつくるコンιーシアム「道後

アートプロジェクト」が担当。総合プロデュースは、東京・੨山で複合文化施設
を運営する、スパイラルʗג式会社ϫコールアートセンターが行います。
˕։֓࠵ཁ
名　শɿ道後オンセナート 2014（%OGO ONSENART 2014）
テーマɿ最古にして、最先。温泉アートエンタテイメント。
会　場ɿ道後温泉およびその周辺エリア
会　期ɿ プレオープン 2013年12月24日（Ր）
　　　　グランドオープン 2014年4月10日（）
　　　　フィナーレ 2014年12月31日（水）
主　催ɿ道後温泉本館改築120周年記念事業実行ҕ員会（事務局松山市）
プロデュースɿスパイラルʗג式会社 ϫコールアートセンター

ಓޙΦンηφʔτͱ

/ྉ：ಓ後Φンηφーτホームページ　http://www.EoHoonTFnart.com/aboVtࢿ
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しくないのに、観光客の方が見て楽しいと思えるわけがないと思い、我々も自ら積極的に楽

しむようになったと言えます。

　もう一点気づいたのが、このアートプロジェクトは「物語を創る」という共同作業だったの

ではないかということです。物語を創るには٭本家であったり、台ಜであったり、様々

な役割を担う人材が必要です。今回、地域をרき込み、多様な人的資源を得てスクラムが

組めたのが、一ؙとなれた要因ではないかと思います。道後地域は๛富な人材が財産のま

ちであることを再確認でき、そうした資源と場が組み合わさったことで「物語」が生まれた

と思っています。

　地域の人たちが満足すれば、情報が発信され、道後のフΝンが増える。そうすれば経済が

回り、まちづくりの課題解決にもつながるという好॥環のサイクルが生まれるのではないで

しょうか（図4）。私は20年間ハードのまちづくり

をしてきましたが、ιフトのまちづくりの大切さ

をこのアートプロジェクトから学んだように思い

ます。

ಓ後のັྗを分͔りす͘ ͑る
　最後に、今取り組んでいる道後温泉および松

山市の活性化についてお話しします。松山市は

国際観光温泉文化都市を目指していますが、観

光地の魅力は分かりやすく伝えなければ分から

ない、分かりにくいから伝わらないという両面が

あるのではないかと思います。

　そこで具体的には国際度、観光度、温泉度、文化度という4つの「度」をどう高めていくか

を課題としています。特に国際度に関しては、松山が新たなゴールデンルートの中に組み込

まれたこともあり、リアルジャパンを体験できる地域として、日本最古の温泉地といった点

をしっかり伝えていきたいと考えています。

　これからの観光地は移動や宿・食事、名物やサービス、学んだり体験する時間などを「楽

しむ」ことが大事なキーϫードになってくると思います。そのために、道後温泉ではこれまで

提供していた「温泉」「資源」「宿・店」に新たに「物語」という要素を付け加え、「道後観

光ルネサンス」といった形で魅力を深めていけたらと思っています。

図４
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るಓ後温泉本館Ͱʮ最ઌʯに;れる࢙͋ྺ
　道後温泉本館での開会式とプレゼンテーションに続き、道後

温泉のまちาきと道後オンセナート2014の視察が行われました。

　まずは、道後温泉本館の館内からスタートです。最初に見学し

たのは、2֊の「ྶの湯」ܜٳ所に設置された福田ହਸࢯという

アーティストの作品「サイバー百
ㆲ㇃ㆎ

௴
ㆡ㇓

図
㆚

ሯ
ㆳ㇇ㆄ

風
ㆶ

」（写真1）。道後オンセ

ナート2014の開催中、通日展示されているそうです。

　資生ಊが所ଂし、社ষである花
ㆯㆪ

௴
ㆤㆰㆌ

のモチーフになった「百௴」

という江戸時代の日本画を3%CGで再現し、ሯ風に見立てた4ຕの

モニター画面に、立体的な௴のֆの映૾が৭やかに映し出さ

れます。最新のテクノロジーをۦ使したアート作品ですが、歴史あ

る空間に不思議にマッチ。湯上がりにに࠲って、ࠁ と々変化する

画面をぼんやり見ていると、心地よいだろうなと思いました。

　続いて、地下にあるຢ
㇆ㆄ㆗㇓ㆧ㇓

新఼へ。ここは日本で།一のߖ室ઐ用

浴室で、昭和天ߖが1950年（昭和25年）にこちらを使われたそ

うです。୭でも見学可能ですが、撮影はې止。浴૧は香川産の白

いޚ影ੴを使っているそうで、手前は֊段状になっており、深く

Ώったりしたつくりでした。

　続いて、ྶ の湯3֊へ。この֊には個室

のܜٳ室がいくつかあり、一番ோめのよい

֯部屋が「っちゃんの間」です。松山を

台にした小説『っちゃん』の作者、夏

目ᕸੴΏかりの品々とともに、ॊらかい৭

合いのオレンジと白の浴ҥが展示されてい

ました（写真2）。

　「こちらが、今回の道後オンセナート

2014で#EAMSとコラボして作った浴ҥで

す。オレンジは愛媛みかんをイメージしてい

ますが、#EAMSのコーポレートカラーでも

あり、同社のプロモーションにも使われて

ಓޙ温泉
ಓޙΦンηφートࢹまͪ า͖ ϑΥトϨϙート

写真１

写真２

写真３
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います」と、道後オンセナート2014の地元統括者を務める

松さん。

　この浴ҥは3֊の個室利用客に貸し出しており、若男女問わ

ず人気とか。最初、帯はฑ入りでしたが、「こっちの方が浴ҥに合

う」という女性スタッフたちの意見を反映し、途中からࠠ৭の無

地に変わったそうです。よりよいものを提供しようという地元の人

たちの気持ちが伝わるエピιードだと感じました。

ʮੜ活と観光のཱ྆ʯとい͏課題も
　道後温泉本館前で記念撮影後、拡声マイクを手にした道後温

泉旅館協同組合のٶ㟒෭理事長に引率され、道後の町なかへ向

かいます（写真3）。

　まず、訪れたのがᅵ
ㆆ㇓ㆾ㇓

満寺
㆘

というお寺です。境内のあちこちに、

着物のは͗れで作られたカラフルなお手ۄのようなものが結びつ

けられていました（写真4）。「道後温泉の湯ۄをモチーフにした開

運アイテム、お結びۄです。道後の女性たちが一つ一つ手作りし

ています」とٶ㟒さん。ف願をして境内に結びつけると、願いが

かなうとのことです。

　このお寺では「ആ۟恋みくじ」というおみくじを引くことができ

ます。ڟ٢の運勢とともに、松山出身の女性ആ人、神野ࣿ希さん

の恋のആ۟と解説が書かれています。研究会の皆さんもこのおみ

くじを引き、結果に一ت一༕していました（写真5）。

　法人個人を問わず様々な有志が参加する「道後温泉ތれるま

ちづくり推進協議会」では「道後温泉開運めぐり」というマップ

を作成しており、このお寺はその中の紹介スポットの一つ。おみく

じもマップも、若い女性に親しみやすいおしゃれなデザインです

（写真6）。古くからある観光素材にアイデアと夫を加えることで、

上手に魅力付けがされているなと感じました。

　続いて旅館「ふなや」へ。江戸時代に創業し、380年以上続く

舗旅館です。ロビーの全面ガラス窓の外には、のように๛

かなఉが広がっています。このఉも、道後オンセナート2014の会

場の一つ。東京・ۨ込にある
㇊ㆎ

義
ㆍ

園
ㆆ㇓

の紅葉ライトアップも手ֻけ

ている照明デザイナー、ੴ川ஐ一ࢯによる照明ԋ出「ӵ風ఉあか

り物語」が開催期間中、毎行われているそうです。

　ふなやの向かいにある長いੴ段を上がると、「湯神社」という

神社に౸着（写真7）。その名の通り、道後の湯をकる神社で、こ

ちらも道後温泉開運めぐりマップに掲ࡌされています。

　今までの長い歴史の中で、何度か道後温泉の湯が出なくなっ

写真４

写真５

写真６

写真７
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たとき、この神社でفをすると再び湯が

༙いたそう。毎年、3月19〜21日に行われる

春の風物ࢻ「道後温泉まつり」の初日、温

泉や旅館関係者がこの神社に道後の湯を

ไೲするのが߃例です。温泉とともに生き

る土地ならではの風शです。

　湯神社は高台にあるため、道後の町並み

がよく見えます。隣接する市営றं場の一

֯は「空の散า道」と名付けられ、道後温

泉本館の全景を一望できます（写真8）。

　屋根の上にやぐらのような部分があり、

白
㆗㇉㆕ㆍ

っています。まちาきに同ࡌがࠁのூ

行していた松山市道後温泉活性化担当課長の中さんに「あの

やぐらは振
㆗㇓


㇍

閣
ㆉㆎ

という名前で、中にࠁ
ㆨㆌ

ଠޑというଠޑがつるされ

ています」と教えていただきました。

　振閣に入れるのはଠޑ係の職員のみで、もちろん観光客も

入れない特別な場所とのこと。毎日6時と12時に響くଠޑのԻは、

環境省の「したい日本のԻ風景100選」の一つに選ばれている

そうです。

　ちなみに別の一֯には、みΏく༦日を背にして松山城が見ら

れる展望スポットもありました。しかし、その手前には高層マン

ションが……（写真9）。ちょっと念なோめです。

先の人気ベスト3ۈຈ、福岡と並びసࡳ㟒さんᐌく「松山はٶ　

都市の一つで、マンションがどんどん建設されています。そういう

中で景観をどうอつかは、温泉観光地としてのこの町の課題でも

あります」とのことでした。

まͪͮ り͘の活動果が͔֬なܗに
　続いて市内電ंの道後温泉Ӻへ（写真10）。2001年（平成13年）

から運行を開始したレトロなৠ気機関 「ंっちゃんྻं」の発

着場所でもあり、ちょうど、地元の小さな子供たちが集まって౸

着を待っているところでした（写真11）。ྻ ंのスイッチバックも見

られるため、人気のスポットだそうです。

　このྻंも、「道後温泉ތれるまちづくり推進協議会」の活

動から生まれたもの。同協議会で出されたアイデアが初めて形と

なった事例で、今では定番の観光素材となっています。この日は

を見られませんでしたが、ཌ日にं体を撮影するこ࢟念ながら

とができました（写真12）。

写真８

写真９

写真10

写真11
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　道後温泉Ӻ前にある広場、放生園の一֯に「っちゃんカラク

リ時計」というスポットがあり、訪れたときは17時少し前でかなり

の人だかりができていました。

　やがて17時になると、メロディとともに時計全体がすーっと上

に伸びて倍の大きさに。っちゃんやマドンナなど小説『っちゃ

ん』のキャラクターが次 と々ొ場してགྷり出しました。

　かなりڽったつくりですが、それよりも驚いたのが観客の

数ʂ 平日にもかかわらず50人以上を数え、皆スマートフォンやデ

ジタルカメラで一心に写真や動画を撮っています（写真13）。研究

会メンバーからは「この光景そのものが観光素材では」という声

も。毎日8時から22時の毎正時、ൟ期は30分おきに上ԋされ

るそうです。

　続いて、すぐそばのアーケード商店街「道後ハイカラ通り」へ。

入り口にあるローιンは落ち着いた৭で統一されていました。

道後温泉で取り組んでいる景観整備の一環で、外観をృりସえ

たそうです。

　この商店街にはかつて小さな旅館が並んでおり、そのスペース

が店舗として使われているとのこと。店舗数は60ほどで、空き店

舗ゼロ。確かにシャッターが下りた店がなく、こͫんまりとしてい

ますが明るく活気あるง囲気でした。

　商店街を抜け、再び道後温泉本館に戻ってきました。建物の

にある「ۄのੴ」は古事記の時代、伊予の国を旅行中に急පに

倒れた少
㆙ㆎㆪ


ㆳ ㆓

名
ㆪ ㆮ

໋
ㆿ㆓ㆨ

が道後の湯に入浴したところ、その上でགྷり出し

たという伝説のੴ。「以前はただ置いてありましたが、温泉のお

湯をかけてف願できる形にしたところ、人気の開運スポットとな

りました」とٶ㟒さん（写真14）。

　道後オンセナート2014を象徴するアート作品の一つが、中谷

ෙೋ子ࢯというアーティストの「ໄのூࠁ」です。約3分間、2時間

ごとに道後温泉本館が人のໄにすっΆりとแまれるのです。

　このまちาきが行われる前、道後温泉本館の中からその様子を

ؑすることができました（写真15）。今度は外から見られるという

ことで、カメラを手にした観光客の方たちとともに、しばし待機。

　やがてシューッというԻとともに、1֊と2֊の屋根の下から、

勢いよく人のໄがਧき出しました（写真16）。あっという間に道

後温泉本館はӢで෴われたように、一面真っ白。辺り一面ひんや

りとして、気温が一気に下がったようです。視֮のインパクトだけ

でなく、温度の変化が体感できるのも楽しいと感じました。

　古いお寺を地元の女性が手作りしたお結びۄで࠼ったり、松

山にΏかりの深いആ۟でおみくじを作ったり、由緒あるੴに温泉

写真12

写真13

写真14

写真15
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の湯をかけてف願できる形で設置したり……。1時間半ほどのま

ちาきを通じて、地域の「ๅ୳し」と「ๅ磨き」の結果を町の随

所で目にすることができました。

　道後オンセナート2014についても同様で、旅館のఉや温泉施

設のܜٳ所など、多様な場所の持ち味をアートサイトとしてうまく

生かしています。古くから伝わり、今なお存在し続けるものを大

切にしつつ、いろいろな切り口から新しい魅力を付加し続ける

力がҹ象的でした。
写真16

൪外ฤ
ʮϗςϧϗリκンタϧʯ

ؒከ生ʷๅϗςϧのֶݟ٬ࣨϨϙート

　道後オンセナート2014の重要な柱となっているのが、道後の旅館・

ホテル9軒とアーティスト9人のコラボレートによる「ホテルホリκンタ

ル」です。アーティストが各宿泊施設の中の1室に思い思いの空間ԋ出

を行い、「泊まれる作品」を創り出しています。

　その一つ、道後温泉旅館協同組合のٶ㟒෭理事長が経営するๅ

ホテルで、草間ከ生ࢯが手ֻけた作品「わがࠢの記Ա。そしてさまざ

まな福を求めて」を見学できるということで、大西会長、܂野෭会長、

ക川事務局長など12人の希望者が訪れました。

　7֊にある706号室に一า入ると、そこは一面水ۄに࠼られた「草間

ϫールド」でした。室内は3つの空間から構成され、最初にૺ۰したの

がを基調にした৸室です（写真1）。

　ยଆのน一面には、水ۄのボディペインティングをした若き日の草

間ࢯの、༯しくもキュートなモノクロψード写真が。その下にはツイン

ベッドがあり、ປ元に০られているのは、い水ۄ模様のオブジェを

ハート型にかたどった「愛はとこしえ」という作品です。

　い水ۄのベッドカバーは、今回のホテルホリκンタルのためにあ

つらえたオリジナルフΝブリックで作られているそう。天井にはڸのよ

うなٿ体がいくつも並び、ポップでエロティックな空間でした。

　続いて案内された居間は、有名なԫ৭と黒の水ۄ模様のカボチャ

がモチーフ。「こちらの居間は現代の室というイメージで作られまし

た」とٶ㟒さん。นࢴの模様も一面カボチャで、চの間には大きなカ

ボチャの半立体作品がຒめ込まれています。部屋の中ԝにある、LE%

の光るハートに࠼られたガラステーブルも作品の一つです（写真2、3）。

　よく見るとのԑも水ۄ模様だったり、押し入れを開けると中に作品

写真１

写真２

写真３
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がӅれていたり、小さな戸୨を開けると、なん

と草間ࢯご本人の歌声が流れる仕ֻけもʂ　

۱々まで考え抜かれた「企み」の数々に、見学

者一同大いにり上がりました（写真4、5）。

　この客室には美術品の価値として億単位の

作品が展示されているということですが、「お

客さんが皆大事に泊まってくださるので、今の

ところ全く心配ありません」（ٶ㟒さん）との

こと。見学者は7000人を超え、宿泊稼働率

は50％で、フランス、イタリア、オーストラリア、

アメリカ、台湾など全世界からお客さんが泊

まりに来ているそうです。

　宿泊収容人数は最大4人、ルームチャージ

は7万8000円と高額ですが、女性の一人客も

少なくないとのこと。༦食は今回の企画に合

わせた草間ከ生バージョンの特別メニューを

用意しており、宿泊者の6割はそちらを選ぶそ

うですが、後の4割はコンビニか外で済ませるそう。「今回は芸術にお

金をかけるけど食事はるという旅の目的が明確」とのことでした。

　そしてٶ㟒さんが「最後のお楽しみです」と言いながら一番奥の障

子を開けると、一同から一੪に声が上がりました。そこに広がってい

たのは、༦れのコバルトブルーの空を背景に、カラフルな水ۄの照

明がཚする空間（写真6、7）。「景を生かしたいという草間さんの

希望で、実現しました」とのことで、水ۄの向こうに見える松山の町の

ோめは、とてもݬ想的でした。

　ホテルのロビーにも草間ࢯの作品が展示されており、見学に参加した

皆さんで、その前で記念撮影（写真8）。今回のホテルホリκンタルの企

画に合わせ、ロビーの一֯も水ۄ模様で࠼られ、「水ۄカフェ」とশして、

特製の水ۄタルトなどのメニューが楽しめるそうです（写真9、10）。

　水ۄ模様にペイントされた自動販売機もあり、そちらではϫコール

の下着ブランドのウンナナクールと草間ࢯとのコラボによるメンズとレ

ディース下着も販売していました（写真11）。

　最後の最後まで驚きっͺなしで、とても楽

しくܹ的な時間でした。ٶ㟒さんをはじめ

ホテルଆの、「どうせやるならとことんやる

ぞʂ」という「のってる感」が随所に感じられ、

主体的にこのプロジェクトを楽しんでいるこ

とがよく伝わってきます。܂野෭代表が最後

にड़べた「宿泊施設が持っている力を、改め

て見直した思いです」という感想が、全てを

物語っていると思いました。

写真４

写真６

写真５

写真７

写真８

写真９

写真11写真10
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�ͭのࢹ͔らアーτにΑる地域活性化をূݕ
【吉澤】　では公開研究会を始めます。今回のテーマはアートです。私たちがアートに注目した

理由と課題の認識について、当研究会事務局長のക川からお話しいたします。

【梅川】　皆さん、おはようございます。これから2時間、充実した時間にしていきたいと思い

ます。今回は、現代アートを温泉街活性化の起രࡎに使えないかということで、道後温泉を

参考事例としてアートと地域振興について考えたいと思います。

　温泉まちづくり研究会では2011年度（平成23年度）に、ಢ県ಹਢ塩ݪ市板室温泉の

大黒屋という旅館に滞在し、「場としての旅館、行ҝとしての旅館、表現としての旅館」をテー

マに、アートの精神で取り組む旅館経営（「アートスタイル経営」）について学びました。現

代アートというと難しそうで、我々もどう解釈していいのか分からなかったのですが、思った

通りに感じればいいんだということを教えていただきました。

　今回は旅館経営ではなくアートを温泉地全体に生かすということですが、文化や芸術によ

る活性化ということでは、研究会メンバーの草津温泉の国際Ի楽ࡇは30年以上の歴史があ

り、由布院温泉も映画ࡇを長い間開催していますし、今日講師として参加されている山出さ

んのいらっしゃる別府温泉もアートで活性化を目指すなど、各地で取り組みが行われています。

　現代アートで人を集め地域を活性化するというݪ点は、新ׁ県の「大地の芸術ࡇ　越後

有アートトリエンナーレ」だと思います。総合ディレクターを࠺

務めた北川フラムさんは私の高校の大先ഐなんですが、その

後、「戸内国際芸術ࡇ」などいろいろな形で現代アートをテー

マに地域に人を呼ぼう、活性化を図ろうという取り組みが活発

になりました。当初は私も「現代アートで人が来るのかな」と疑

問に思っていましたが、20年くらいやっていると定着してきて、

海外のお客様からも支持される時代になってきました。

　現代アートを温泉街の活性化に活用するときに、5つの課題

や視点があるのではと思っています。その課題に答えをいただ

くような形で、このパネルディスカッションを進めていければと

思っています。

　1つは、これだけ全国で現代アートを使った活性化が行われ

公開研究会【第1部】
にԹઘ֗ΛࡎരىΞートΛݱ

 �Խੑ׆
～ಓ後温泉のまͪͮ り͘にֶͿ

吉澤清良
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ている中、どうやって個性化、ࠩ 別化していくのかということです。今後はよりテーマの明確

さが求められるのではないかと思います。

　2つ目は継続性です。1回開催するだけではダメなわけで、補助金が出なくなった後も継

続してやっていける態勢がどうすればできるのか。

　3つ目は中課長のお話にもありましたが、こういう取り組みはいろいろな方が関わりま

す。芸術家、それを支える市民、観光業界、お客さんという「ࡾ方よし」なら͵四方よしぐら

いでないと、なかなか難しいのではないかと思いますが、関連する方々の満足度をどうやっ

て高めていくのかがポイントではないかと思います。

　それに関連して、こういう取り組みを支える人材、地域のり

上がりが一番重要ではないかというのが4つ目です。地域住民

をどうרき込んでいくのかもポイントになるのではと思います。

　5つ目はやはり実利です。実際にお客さんが来てお金を落とし

てくれるのか。我々はそこに一番関心があるわけですが、成果や

効果としてどう検ূするのかも課題ではないかと思っています。

　今日の公開研究会はこれらのことを頭の۱に置きながら、2

つのセッションに分けて進めていこうと思っています。第1部で

は道後温泉のおࡾ方からお話をいただき、第2部は別府でアー

トを用いた地域振興に取り組まれている山出さんにご講ԋい

ただきながら、ディスカッションしていきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。梅川智也
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ಓޙԹઘྺ࢙ඬ͏ 観まͪܠ ͮ Γ͘એݴ
ʮಓ後ඦ年のܠ��ʯの࣮ݱをࢦして

ಓ後温泉ཱྀؗڠಉ߹　෭理事長　ٶ 光氏

道後温泉本館は、2017年　【（温泉ޙಓ）ٶ】

（平成29年）に愛媛県で行われる国体に合わ

せて、大改修を予定しています。今年度から

再調査に入っていますが、以前は3期にわたる

部分改修で11年かかり、場合によっては全館

ด館して8年かけるということです。

　道後温泉にとっては最大の危機ですが、い

かにチャンスに変えるかということが私どもの

課題です。道後がいかに道後温泉本館という

Ҩ産の食いつぶしをせずに、次の段֊に入っ

ていけるかということを地域として考えていき

たいと思っています。

　道後温泉の宿泊客数は、1988年（昭和63年）の戸大ڮ開通時には139万人、1999年

（平成11年）のしまなみ海道開通時には130万人でしたが、個人化の影響で定員稼働率が減

少し、数年前には80万人を切る事態が生じました。最近は少し上向きになり、2012年（平

成24年）に80万人を超え、2013年（平成25年）には82万6000人になりました。

　旅館は1988年（昭和63年）には61軒ありましたが、35軒とܹ減しています。今の総客室

数は1655室、定員は6595人です。

　宿泊者を発地別に見ると、関東が最も多く24％、続いて近畿が23％、四国が18％、中国

が16％となっています。インバウンドは1％༨りとまだまだऑいですが、伸び代がありますの

で今後の課題です。

　道後温泉の特৭は歴史です。3000年の歴史を持つ日本最古の温泉であり、1894年（明

治27年）建築の道後温泉本館は公ऺ浴場として日本初の国の重要文化財に指定され、今も

現役で活༂しています。大きな課題は、そうした歴史を具体的にどういうところで見られる

のか、歴史を形にしてどうお客様に伝えるかということです。

　また、道後温泉本館を中心とした外湯文化も特৭の一つです。道後には道後温泉本館と

௴
ㆤㆰㆌ

の湯という2つの外湯がありますが、2012年度（平成24年度）の入浴客数は合計108万

人で、近年は100万人強で推移しています。源泉は17本あり、所有管理者は松山市です。উ

手に旅館が湯量を増やしたりできないようずっと規制されていたために、これまで大きな資

本が入らずにकられてきました。商店街には60軒の店がありますが、現在空き店舗はゼロで、

の10時まで営業しています。商店街と旅館が連携し、まちาきの楽しさの創出に力を入れ

ています。

　また、道後温泉は県庁から2ᶳ、空港から30分という都市型温泉郷であり、ビジネス需要

やコンベンション利用にもదしています。ミシュランガイドブックで最高の3つを֫得して

㟒光氏（ಓ後温泉）ٶ
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おります。

　少子高齢化、人口減少の時代を迎えた今は、交流人口を増やすしかありません。そのた

めには地域の魅力をいかに高めるかが課題です。温泉地や地域力の強化が不可ܽであり、

旅館や商店など各施設の商品価値の充実はもちろん、その地域で時間と空間をいかにշద

に味わい、աごしていただくか、地域の魅力づくりが重要であると感じています。観光地の

満足度が旅館の満足度に加算されて、リピーターが増えて口コミが上がっていくと思います。

　アートの取り組みとも関係しますが、町の生活文化の高さや魅力は、その町自体の市場価

値を高めることにつながります。それらは観光産業、交流文化産業の体になりますから、

私たち道後温泉では「美しくて活力ある都市型温泉空間の実現」を目指しています。

ʮֶۚ࢈ʯと市ຽがまͪͮ り͘にࢀ加
　「道後温泉ތれるまちづくり推進協議会」という組織についてご紹介します。今、私が会長

を務めていますが、1992年（平成4年）に設立され、以来216回の会合を設けています（図1）。

　旅館や商店街の利ӹにؐ元するのではなく、道後温泉という地域全体を考える組織で、

産学に銀行や信用金ݿなどの金༥機関を加えた「産学金」、大学人、後は町内会など

地域住民や松山市民の会員も含む“広範囲でΏるやかな”会です。年会費は1万円で正会員

が92人、特別会員が34人おります。特別会員というのは、例えば町内会長にとって1万円の

出費はきついので、その代わりに知恵やを出してもらうという形です。

　この表は協議会の取り組み実です（図2）。2001年（平成13年）にっちゃんྻंが運行

を開始したこと、旅館に初めて୭でも利用できる足湯ができたのは大きなస機です。一番大

きなస機は2007年（平成19年）で、道路の付けସえなどをはじめとした道後温泉本館周辺の

整備を行ったことでした。2009年（平成21年）には本館周辺のフΝサード整備事業も完ྃし、

「歴史的な温泉施設を作っていこう」と市にも提言をして、具体的な形が見え始めてきたの

ではないかと思います。

　2006年（平成18年）には「道後温泉歴史ඬう景観まちづくり宣言『道後百年の“景”』」

が採択されました（図3）。これは市民ݑষのようなものです。古代から現代までの各時代に

愛されてきた温泉施設の෮元に取り組み、名湯とともに歴史文化に浸れる町にస換させて

図１ 図２
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いこうということで、協議会が中心となってまちづくりを進めています。

　この宣言が行われたことを機に景観まちづくりへの機運が高まり、先ほどお話しした

2007年（平成19年）の道後温泉本館周辺の整備を経て、2010年（平成22年）に松山市景

観計画が策定されています（図4）。

ಓ後温泉のܠ観උのาみ
　では、道後温泉の景観整備のาみについてお話しします。景観に対する住民の意識共有

のため、協議会では「景観まちづくり通信」を発行しています。学生から高齢者まで、地۠

内の全戸約9000戸に配布しています（図5）。

　まちづくりの取り組みの実としては、大きく分けて以下の5つのポイントがあります（図6）。

ⴺ屋外広告物の自主ఫڈ、 ⴼา行者優先空間の創出、 ⴾフΝサード整備の推進、 ⵀ景観

計画の策定ٴび具現化、 ⵂ電線類の地中化です。 ⴺ〜ⴾについて具体的に説明します。

ⴺ外ࠂの自主ఫڈの۩ମ例
　奥道後ではアーチ広告をఫڈし、愛媛銀行も屋上広告をఫڈしました（図7、8）。リーダー

シップをとっている私たち旅館もやらなければということで、私の旅館もౝ屋表示をやめまし

図３ 図４

図５ 図６
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た（図9）。「この旅館つぶれたのʁ」と言われたこともありましたが……（স）。しかし、こうい

う取り組みが町を変えていこうというݪ動力になったと思います。

　一番大変だったのはパチンコ店の看板でした。道後温泉本館周辺のどこから見てもこの

看板が見えたんですね。一部ࡋでの係争もありましたが、説得に応じていただきఫڈす

ることができました（図10）。

ⴼา行ऀ༏ઌۭؒのग़
　以前の道後温泉本館のݰ関の前には道路があり、横

அา道があってา行者とंが交ࡨしており、湯から出

てぼーっとしているとंにひかれそうになる、という状

態でした（図11）。

　そこで横அา道をなくし、この道路をंが入れない

広場にしました（図12）。これによって客引きのタクシー

をഉ除することもできました。

　本館のそばにあった廃業旅館を市が買収して、市道

と県道の振りସえを行い、現在の道後温泉本館の周囲

はΏったりとาけるา行者優先の空間が形成されてい

ます（図13）。

図７

図９

図11

図８

図10
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ⴾϑΝαードඋのਪ進
　道後温泉周辺のフΝサード整備の経Ңは、このような段֊を経ています（図14）。8割以上

の関係者の同意が必要ということで条件が非常に厳しかったのですが、1軒1軒説得をして

同意を得ることができました。その後、行政指導のもとに勉強会を行い、「まちづくり協定書」

が策定されました。

　フΝサード整備に対する公的補助ですが、8割以上の住民の同意を得た上でద合すると

認められたものに対しては、松山市が上限300万円で、1֊部分は最大70％まで、2֊以上

は50％の補助をすることになりました（図15）。

　とはいえ「そんなお金は出せない」という人もいるの

で、「道後温泉ތれるまちづくり推進協議会」からも10

万円の補助金を出し、地元の銀行や信用金ݿも景観

整備に対する༥資制度を作りました（図16）。自ݾ資金

1万円でも20万円でも大丈夫、例えば10万円あれば60

万円分の事ができるという形になりました。

　具体例ですが、例えば道後温泉本館前のறं場だっ

たところが「っちゃん広場」というスペースになり、アン

テナショップなどがあるイベント広場になりました（図17）。

図12 図13

図15

図14

図16
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　これも道後温泉本館前の商店街の一֯ですが、エアコンの室外機や自動販売機などをఫ

し、すっかりイメージが変わりました（図18）。道後温泉Ӻ前のビルも、ローιンの看板はڈ

৭に変わり、看板使用料収入が年間百数十万円༨り入るという大きな看板も自主ఫڈさ

れました。

ඈௗ࣌をݱ࠶したʮୈ3の外౬ʯ新ઃへ
　道後の温泉施設は、古代から各時代において存在感を示していたと言えます。リピーター

֫得にもつながるということで、そうした歴史を表現する温泉施設を順次෮元していこうと

我々は考えています。

　一番大きな問題は湯量が少ないことで、1992年（平成4年）からずっとこの問題は続いて

います。そういう中でも、何とか活性化しようということで松山市に担当部局を設けていた

だき、地域と話し合いをしています。

　そこで考えられているのが「外湯のまち」のグランドプランです。今後100年の戦とい

うことで、第3の外湯の新設を考えています。本館改修までに効果的な対策を講じないと、

11年間のดにより生産誘発額が466億円マイナス、付加価値額としては240億円のマイナ

スになります。道後温泉本館の建設費用が当時の13万5000円、今でいうと40億〜60億円

に当たります。それを投下しても十分地域経済にプラス

になったと言えます（図19）。道後温泉本館が完全ด館

した場合、部分ด館した場合、それぞれでどれくらいお

客さんが減るかなどのシミュレーションも行っています。

ⴺ道後の本物の歴史性の表現、ⴼ道後温泉本館一極

集中の改革、ⴾ本館改修の影響対策、ⵀ景観まちづく

りと回遊性の向上という4つの観点から進めていきた

いと考えています。

　具体的には、ಙଠ子が訪れたというൾ文に基づき、

当時の入浴施設を再現した「道後ඈௗの湯」という施

設を新設したいと考えています。今ある外湯の「௴の

図17 図18

図19
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湯」の周囲の土地を買収して広げていこうということで、著名な建築家と協議し、このような

建築イメージを考えています（図20）。

　これに合わせ「女ఇの湯」というプロジェクトも進めています（図21）。ඈௗ時代から奈

良時代、੪明天ߖや持統天ߖなどの女ఇが道後温泉を訪れていた記もあるということで、

その入湯スタイルを実現しようというものです。当時の湯あみ着で、浴ҥのݪ型となった湯
㇆

ா
ㆡ㇇ㆄ

を学問的に検ূし、再現を行っています。

　「女ఇの湯෮元プロジェクト」というシンポジウムも開催し、־
ㆉ㆗ㆯ㇉

考古学研究所の所長ݪ

にご講ԋいただきました。道後温泉本館の横から法ོ寺式のנが発۷されたということで、

松山市と法ོ寺で交流を行い、第3の外湯ができたときには、法ོ寺から人をおটきしよう

と考えています。

　また、平安期やח期、江戸時代などについてもそれぞれの時代を表現する温泉施設

を෮元していきたいと考えています（図22、23）。単に日本最古の温泉地というだけではなく、

日本の各時代の温泉文化を発現した温泉地へと、ൽ発展していく発想が必要ではないか

と思います。

　その一方で、ハードにཔらないιフト事業への取り組みも進めています。足湯を楽しんで

もらうための湯かごを作ったり、道後温泉本館プラス2つの宿湯を回れる「道後温泉湯めぐ

りチケット」の発行、Ӎが降ったらどの旅館もࡿを貸し出すなどのサービスを行っています。

図20 図21

図22 図23
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　また、2013年度（平成25年度）には「道後円満プロ

ジェクト」もスタートしました。地元の女性たちが湯
㇆

真
ㆾ

च
㆟ㆾ

というおकりを作ったり、ആ۟を織り込んだ「ആ۟

恋みくじ」を作っています。まちาきの機会創出として

は、旅行会社の企画商品向けに商店街におٳみ処を

設けたり、旅館と商店街で使える共通チケットを発行

しています。また、松山市が中心となってആ۟とハイク

をかけて「松山はいく」というガイド付きのまちาきプ

ログラムもスタートしています（図24）。

　環境に対する取り組みとして、「道後ECOプロジェク

ト」も実施しています。例えば、道後の各旅館・ホテル

から出る廃༉を活用する「道後༉田化プロジェクト」、エコモビリティの周遊実ূ実験や電気

自動ंのシェアリングなどを、環境省と一緒に取り組んでいます。WiôFi環境もようやく整っ

てきており、スマートフォンの位置情報システムを活用した観光情報提供も開始しています。

　また、体験的なプログラム作りも強化していこうということで、企画商品で若年層女性向

けの「おしゃれ遍路」という企画や、チームビルディングとしてのาきお遍路、こちらも企画

商品限定ですが、しまなみ海道のサイクリング用に電動アシスト自సंのレンタサイクルな

どを実施しています。

　さらには、県内各地との広域連携を進めていこうということで、この7月には「えひめ着地

型旅光推進会議」という組織を立ち上げました。旅行業第2छ、3छの免許を持っている県

下9団体でネットϫークを作っています。

　今後の道後温泉の課題としては、景観をकるためのマンションの高さ制限をどうするか、

そして町の一֯にある小さな風ଏ街への対応などがあります。また近々の課題として、旅館・

ホテルの震改修もあります。2015年（平成27年）までに震அを行いますが、道後に

も震改修が必要な旅館が6〜7軒あります。その後にどうするかという問題です。

　道後温泉は100年先を見越して景観に歴史文化の๛かさを生かしつつ、歴史的温泉܈の

プロジェクトを着実に推進していくことを目指しています。ただ古いものを大事にするだけ

でなく、革新を積み重ねていくことで、町の発展を進めていこうと考えています。そういう意

味では、この後に発表していただく松さんのような若い世代にご活༂いただき、アートと

いった新しい切り口で道後を見つめ直すことも必要ではないかと思います。

ಓޙԹઘຊؗͩけにཔΒͳい観光まͪ ͮ͘ ΓΛ
ಓ後温泉ཱྀؗڠಉ߹　理事長　େ ਖ਼࣏氏

【大（ಓޙ温泉）】　「道後温泉ތれるまちづくり推進協議会」は、戸大ڮの開通に伴い約

20年前にスタートしました。松山市は普通の温泉地とは異なり、都市の中にあります。市内

のホテル܈が道後温泉の収容力を上回っている形で、道後温泉と松山市内のホテルが一体

図24
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化して一つの観光地を形成しているので、お互

いに競合しつつも国際化など協働できる部分

は協力し合って観光客の誘致を行おうという

考え方です。

　松山観光コンベンション協会は松山市全体

の観光誘致を行っていますが、この「道後温

泉ތれるまちづくり推進協議会」は道後温泉

の観光協会のような位置づけで作られました。

　どうせやるなら観光業関係者だけではなく、

一般企業や市民の皆さんなども、一般会員と

してたくさん参加いただこうということで参加

者を募り、今は250人くらいの会員数で活動し

ています。運営についてはٶ㟒さんにおせしている次第です。経済同༑会と旅館協同組

合が協力して道後公園にホタルをඈばそうという試みや、温泉のഉ水を真水に変えて、公園

の中に供給しようといったいろいろなチャレンジも行っています。

　松山市は52万人という大都市であり、道後温泉の存在が松山市の中でຒしないよう、

その中で道後温泉がどう生きていくかは大事な問題です。かつて道後にあった動物園は市

内の部町に移సしましたし、サッカー競技場や道館も߫外へ移సしてしまいました。

　このようにいろいろな施設が外へ外へと移され、道後は今、観光でしか食べていけない

形になっています。スポーツができる場所や子供と親が৮れ合えるような場所を、これから

もう一度取り戻していかなければいけない、そういうことが本質的なまちづくりではないか

ということで、この協議会では、“道後温泉本館だけにཔらないようにしよう”と位置づけて

います。

　私は道後温泉旅館協同組合の理事長に就して11年目になりますが、ずっと宿泊客の減

少を食い止めることに精一ഋでした。何とか80万人をこの10年間ずっとキープしてきました

が、今年は道後オンセナートがある意味成功しましたので、少し伸びて最終的には85万人

に達すると思います。奥道後に大きなホテルがあるので、そちらと合わせると約100万人に

なるのではと期待しています。

　宿泊客数が80万人を切るとどうなるかというと、まず旅館同士のケンカが始まります。客

の取り合いが始まるわけです。そうなると、まちづくりどころではなくなります。

　これだけີ集した観光地なので、最低限の数字である80万人をキープすることで、ෲ一

ഋではないけれど経営をギリギリで維持しつつ、あまり大きなケンカをしないように心ֻけ

てきました。私が就当時に皆さんにお伝えしたのは、トムとジェリーになろうということで

す。「良くケンカしよう。そうでないとまちづくりはできない」と。

　私もそろそろ味期限が切れてまいりました。理事長は来年に改選を迎えます。理事長

職というのは非常に重い仕事で、就と同時に一気に30くらいの公職についてしまい、今は

50くらいに増えて、市役所と松山市のホテルへほぼ毎日出ۈしている状態です。ٶ㟒さん以

下、若い皆さんが育ってきているので、後はおせしていきたいと思っています。

大ਖ਼࣏氏（ಓ後温泉）
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ҙݟ交

ಓޙԹઘͰの֤৫のׂ
【吉澤】　大理事長とٶ㟒෭理事長から、道後温泉に対するまちづくりの信念と具体的な

取り組みをご紹介いただきました。ここで意見交換の時間を設け、皆さんからのご質問をお

受けしたいと思います。

　まず私から質問させていただきます。大理事長が、道後温泉ތれるまちづくり推進協

議会を「観光協会的な組織と位置づけている」とおっしゃいました。組織と財源という点か

ら見ると、道後温泉の観光まちづくりに関わる組織は、旅館組合と同協議会があるというこ

とでよいでしょうか。

【大（ಓޙ温泉）】　道後温泉旅館協同組合に加え、60店舗を有する道後商店街振興組合は

観光とは切っても切れないのでそちらも観光まちづくりに関わっています。それに道後温泉

。れるまちづくり推進協議会もあり、合計3つの組織がありますތ

　以前は、道後温泉旅館協同組合の理事長就と同時にまちづくり推進協議会の会長に

就する形で、私も最初の9年間は݉務しました。旅館組合の仕事が非常にしくなってき

て、協議会も設立から約20年という月日が流れたので、旅館組合と協議会を分離して、協議

会では町の人の思いや、道後で商売されている小さな食ಊやスナックなどの意見も引き出し、

旅館組合や商店街だけのエゴで進めないよう、まちづくり推進協議会がある意味で後ろか

ら押す調整役を果たしています。

【吉澤】　協議会と松山市とはどのような関係にあるのでしょうか。松山市には松山観光コン

ベンション協会がありますが、協議会との役割の違いは。

【大（ಓޙ温泉）】　松山観光コンベンション協会には、道後温泉旅館協同組合から෭会長

という形で1人出ております。෭会長は1人で、会長は、以前が伊予鉄道の社長、今は元国会

議員の方が務め、実質は෭会長が観光面について担っている形です。

　ただ、当然ながら松山観光コンベンション協会は道後だけに目を向けることができませ

ん。また、観光協会の職員のほとんどが松山市から出向しています。松山市と愛媛県が5億

円の基金を積み、そのお金で協会が運営されており、観光予算は相当ありますが、ほとんど

が松山市からの出向職員の給料に充てられているという現状もあり、協会では我々が思う

ほどのことができない現状があります。

　例えば、ࡇりのポスター1ຕとっても、効率化という名目で松山まつりと道後温泉まつりを

一緒にしてしまうといった、あまり意味のないことをやっているわけです。そういう点につい

ては、我々自身が自分の町をきちんとकっていかなければならないと。松山市とはいい関係

にはありますが、ઈえずੋはੋ、非は非と申し上げていかなければならないと思います。

　昨日プレゼンテーションを行った松山市の中さんとも、会えばしょっちΎう議論の中

でケンカしています。行政とうまくいっているようですが、そう見せているところもあります

（স）。実際はうまくいっていないところもたくさんあります。

【梅川】　ٶ㟒さんのお話にあった「産学金」の「金」について伺います。民間の金༥機関

が景観整備を支援しているというお話がありましたが、実はどうなっているのでしょうか。
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かなり༥資額は出ているのですか。

支援した件数は5〜6件で1件最高300万円ほどです。本当は無利子にし　【（温泉ޙಓ）ٶ】

たいところですが、それは無理なので低金利という形で銀行には後押しをしていただいて

います。また、今年インバウンドの誘致ミッションで台湾に行ったときも、旅館・ホテルなど

観光関連の事業体だけでなく四国の第一地銀の金༥機関も一緒に同行しました。地域経済

活性化をどうするかという点で、金༥機関の関わりが非常に強くなっています。

　道後オンセナートの協ࢍや地域マップの作成、宗教が関わるので直接は難しいのですが、

お寺の再建の寄付など、事業の質に応じて金༥機関に機能していただいています。最近、金༥

機関の人は、私や大さんのإを見ると、「また何か負担を強いられるんじゃないか」とාがっ

てಀげようとしますが（স）。地域でお金が回るために外貨を֫得するといった考え方が非常

に強くなっており、地域リレーションバンクの存在価値は非常に高くなっていると思います。

【大（ಓޙ温泉）】　金༥機関は我 と々相身互いというところと、ઈえずڑ離を置くという両

面があると思います。経営上難しい問題ですが、愛媛県には伊予銀行、愛媛銀行、愛媛信

用金ݿの3つの地域金༥機関があり、道後で資本を出している大手銀行はあまりありません。

したがって一番ࠔるのは、取引のある金༥機関ごとに旅館がそれぞれݻまることなんですね。

このนを表面上、どうしても取りわないといけないというのがあります。

　私も全国いろいろな所に行きますが、金༥機関にࠨӈされす͗て、金༥機関の意向が強

す͗るのはよくないと感じます。道後では我々温泉旅館協同組合がフリーな立場で、3つの

銀行のトップやナンバー2とઈえず親近感を持って観光業のあり方、我々の苦しみをきちん

と伝えていくと。そういう意味で、産学に金がくっついているということです。

　愛媛県の現知事、現松山市長からもそういうことに対して非常に配慮をいただいていま

す。例えば台湾への観光関係のミッションも、銀行の頭取か෭頭取に我 と々一緒に行ってい

ただくなど、人間関係が構築できるよう、行政を挙げてサポートしていただいています。

　そういう中で、道後の旅館が経営を維持できるよう、どう目利きをしてアドバイスするかな

ども温泉旅館協同組合の仕事の一つと言えます。例えばある旅館の業が落ちて金༥機関

がܹしくܸ߈しようとすると、我々が入っていって「まあまあ」となだめたりして、できるだけ

倒産旅館を増やさないようにしようと。もし倒産旅館が増えれば、すぐにチェーンホテルが

参入しますから。

【大西（阿寒湖温泉）】　道後温泉のプロモーションはどの組織が担当しているのでしょうか。

普通は観光協会のような組織が担当しますが、道後温泉旅館協同組合が担当しているので

しょうか。　

【大（ಓޙ温泉）】　四国にはかつて四国観光立県推進協議会という組織がありました。各県

が7000万円ずつ出し合って計3億円、それにJR四国なども入って、約10年前は5億円くらい

の予算で四国全体の観光プロモーションをやっていました。北海道や沖縄とよく似ています。

　県の財政が厳しくなってきて、最近は四国ツーリズム創造機構と名শ変更し、四国の観光

についてのプロモーションはこの組織が中心で行っています。旅館組合では年間200万円く

らいを供出し、大きなプロジェクトについては、この四国ツーリズム創造機構や松山観光コ

ンベンション協会を࣠にして行う形です。

　小さなプロジェクトはJT#協定旅館ホテル連盟やJRグループ協定旅館ホテル連盟などの
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旅連関係でやっていく形で、主要な旅連でえひめ宣伝協議会と

いう会を作り、各旅連のお金を300万円くらい集めて観光プロ

モーションやおࡇりなどをやっています。

【大西（阿寒湖温泉）】　もう一つ、質問があります。旅館の震改

修問題について、ٶ㟒さんのお話で対象となる旅館が6〜7軒あ

るということでしたが、それらに対する策はどうされていますか。

【大（ಓޙ温泉）】　震改修については当初対象施設が8軒あ

りましたが、2軒は新震建築とچ震建築がくっついている

ということで、最終的に対象から外されました。今、対象となっ

ているのが6軒で、これらの旅館と松山市の建築指導課で今い

ろいろ話をしていて、いち早く県知事と市長に決めていただい

たのが、国と県と市で合わせて57％を助成することです。

　震助成について県は基金をまず積まなければいけません。基金創設をして、それで補助

を振り向ける形です。昨年県知事にお願いして、1億円の震基金を作ってもらいました。一

度基金を積めば積み増ししていけるということで、取りあえずスタート段֊では県は5.75％の

補助金を震改修に対して出し、松山市は市の負担分は全額出すことが決まっています。

　国はそれに基づいて3分の1を負担するということで、経費の60％近くは、震事をす

る6軒の旅館に対して補助金が出るところに来ています。さらに県の負担となる5.75％から

もう少し多く積んでいただき、10％になれば補助金額が3分の2になるので、1億円の事な

ら3000万円程度用意すれば、震改修ができます。なお、震அについては松山市から

100％助成が得られます。

【吉澤】　ありがとうございました。これまでのお話を聞いて道後温泉のջの深さ、したたか

さなどを知ることができる具体例がいろいろ聞けたと思います。

　それでは、今回のメインテーマでもあるアートの話に移りたいと思います。道後温泉をތ

れる町にしようという取り組みにあたり失った機能を取り戻す一方で、新しい魅力を付加し

ていくという話もありました。今回、新しい魅力を付加するということで現代アートを用いた

プロジェクトが行われたわけですが、取り組みの中心で活༂されている松さんに道後オン

セナート2014についてご紹介いただきたいと思います。

ಓޙΦンηφート����の։֓࠵ཁͱՌ
ಓ後Φンηφーτ2014ݩ౷ׅ責任ऀ　দ ༤େ氏

【松（ಓޙ温泉）】　道後オンセナート2014はその名の通り、道後で温泉とアートがつながる

イベントです。中課長のお話にもありましたが、「『最古にして、最先。』日本最古の温泉

街で展開される最先のアートのࡇ典。」がキャッチコピーになっています。

　道後オンセナート2014には大きく分けて6つの要素があります。ⴺオンセナートコレク

ション、ⴼ)OTEL )ORI;ONTAL（ホテルホリκンタル）、ⴾ道後話（景ԋ出）、ⵀ地元

大խ೭氏（Ѩބפ温泉）
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プロジェクト、ⵂ企業コラボレーション、ⵄアー

トパレードです。

　オンセナートコレクションは道後の魅力を

再確認しようというのと同時に、今道後にある

ものと最先の現代アートとのつながりを見

せながら、作品を展示しようということで行わ

れました。代表的なものでは昨日皆さんにも見

ていただきましたが、道後温泉本館北ଆのน

面が一面ໄにแまれる中谷ෙೋ子さんという

アーティストが手ֻけた「ໄのூࠁ」があります。

　また、2014年（平成26年）4月には、PeSGuNe

などの映૾ԋ出を担当しているライκマティク

スというクリエイティブ集団が手ֻけた、四国で初めての大規模なプロジェクションマッピ

ングが道後温泉本館南ଆのน面を使って行われました。こちらは1万2000人以上の来場者

を迎えています（図25）。

　道後温泉本館の館内では、資生ಊ企業資料館が所

ଂする「百௴図」という作品を3%のCGに映૾化し、ሯ

風に見立てたモニターに映し出す「サイバー 百
ㆲ㇃ㆎ

௴
ㆡ㇓

図
㆚

 

 ሯ
ㆳ㇇ㆄ

風
ㆶ

」という作品が展示されています。昨日のまちา

き視察で旅館「ふなや」のఉも見ていただきましたが、

になるとカラキネ社（カラーキネティクス・ジャパン）

のੴ川ஐ一さんという照明アーティストがఉをライト

アップしています。

　先ほど、大さんが商店街の重要性について৮れら

れていましたが、商店街の一֯にある「௴の湯」のロ

ビーでは光が点໓し、心地よいԻが流れる川ߒ介さ

んというアーティストの作品を展示しています。

　௴の湯は道後温泉本館と並ぶ外湯で、ロビーは多くの人が行き交う公共的な場所です。

そこに設置することで、この作品を見ることを目的に訪れる方だけでなく、お風呂に入りに

来て湯上がりにܜٳしている方など、いろいろな人にアプローチできるようにしました。

地域ॅຽと地ݩアーςΟετをʮרきࠐΉʯ
　道後オンセナートのテーマの一つに、「のまちの魅力を再認識・再発見」があります。

外国人のスティーϰン・ムシンさんというアーティストによる「道後話」という作品を、道

後温泉本館の周辺のまちなかに展示しました。

　これらの作品は、地元の中学生から大人までの市民が参加したϫークショップから生

しました。「1000年後の道後温泉はどうなっていると思いますかʁ」という質問を投げかけ、

例えば「海抜が60N以上上がり、道後温泉は水の中にんでしまうだろう」というアイデア

図25

দ༤大氏
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が出たら「空にුかんでいる温泉があってもいいので

はʁ」と発想を広げ、それをムシンさんが切りֆにし、

プロジェクターを使って建物の屋外น面に投ࣹします。

　そういった場所を十数カ所作ることで、道後の未来の

をඳいた影ֆ作品が町の中に点在しているという形に࢟

しました。の道後をストーリーにԊってาくことができ、

景と作品ؑを楽しんでいただくԋ出をしています。

　道後オンセナートには著名なアーティストが多数参

加していますが、愛媛県や四国などの地場で活動して

いるアーティストとも接点を作ろうということで、地元

発・地元企画のプロジェクトも立ち上げています。

　「POP UP LI#RARY（ポップアップ・ライブラリー）」という企画では、「まちの図書館を作

り出そう」ということで、HSaG（グラフ）という大阪のデザイナー集団と、独自の書籍セレクト

を行っているスタンダードブックストアという大阪の書店にキュレーションをґཔし、たくさ

んの本୨を道後の街֯に設置しました。

　旅人と地元の人とのコミュニケーションを生み出そうということで、本୨に置く本は地元の

方から無料で提供してもらい、訪れた方にܜٳしながらベンチなどで読んでもらう形です。本

には地元の人たちによる手作りのしおりをڬみ、そのためのϫークショップも開催しました。

　開催中にはクリスマスと夏にまちなかを練りาくアートパレードを2回開催しました。初回

に行われたのは「銀Տ」という作品で、LE%照明がともされた風ધを大人も子供も手に持っ

てまちなかをาくことで、町の中に光の川が流れるように見えるというものでした。าいた後

はその風ધを道後温泉本館に設置し、本館が光でแまれて一つの照明作品となるというも

のです（図26্ࠨ�ɾ下）。

　2回目のアートパレードは、N)Kのテレビ番組『からだであそぼ』に出ԋしていた山開次さ

んというダンサーが中心となり、「LIVE #ONE（ライブ・ボーン）」というパフォーマンスを上ԋ

しました。子供たちと一緒に、道後温泉のシンボル的存在である白
㆗㇉


㆕ㆍ

を模したഴわら子を作

り、その子をかぶって山さんと子供たちが何度か定期的に振り付けの練शを行いました。

　上ԋ当日はダンス部の地元学生ボランティアが子供たちと一緒にまちなかを練りาき、そ

れを見に来た子供たちのอޢ者や山さんのフΝンなどで、

道後の町を人がຒめ尽くす状態になりました（図26�ӈ ɾ্下）。

アーςΟετと
॓ധ施ઃのر望をʮϚονンάʯ
　道後オンセナート2014の最も֩となる企画が、道後の旅

館・ホテル9軒で展開されたホテルホリκンタルです（図27）。

地域のまちおこしでアート事業を行う場合、何もない場所

や、その場所に足りないものをアートやデザインの要素で

り上げたいというのがきっかけになると思いますが、道後の

図26

図27
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場合、商店街の空き店舗がゼロという状況で、なおかつ狭い範囲に多くの旅館・ホテルが

ີ集しているため、アート作品をどこに置くかが問題になりました。

　そこで考えた結果、道後では旅館܈が一番の資源であり、旅館自体が開催場所となるの

ではないかということで、それぞれの旅館に「泊まれるアート作品」を1室ずつ作るというア

イデアが生まれました。「ホテルホリκンタル」というՍ空のホテルの中に、いろいろなアー

ティストの部屋があると見立てた企画です。

　旅館・ホテルとアーティストの組み合わせを考えるにあたっては、それぞれから要望をい

ただきました。アーティストからは「ఉがある部屋がいい」「シンプルでクリーンな部屋がい

い」、旅館・ホテルからは「一番使いにくい部屋があるが、生かす方法はないか」といった要

望が挙げられました。方の声を聞いた中で最దな組み合わせを考え、ホテル古༙園とߥ

経Ҙさん、ๅホテルと草間ከ生さんなど、9つの宿泊施設とアーティストによる作品が

生まれました（図28）。

　このホテルホリκンタルで非常に大事にしているのが、非日常感です。ホテルという場所

に宿泊すること自体が非日常の行ҝですが、その中でも特別な時間をաごしていただくた

めに、それぞれの作家がこだわってաごし方の提案をしています。

　例えば、谷৲さんが道後プリンスホテルに作った「SLetcI（スケッチ）」という客室は、

室内全体が༉ֆをඳいたように見える作品です。この部屋の中で写真を撮ると、自分がೋ

次元のֆ画の中に入り込んだように見えます。今はスマートフォンが普ٴしているため、訪れ

た場所で写真を撮ってSNSなどでೋ次的、ࡾ次的に拡散させ、その情報を見た人が元の撮

影場所を見に来る傾向があります。この客室は写真がSNSに投ߘされることで、見学に対す

るٴ効果がかなりありました（図29ࠨ）。

　葉山有थさんは有田মの陶芸家で、ڕと海からなる「ڕ文」という៛
ㆡ

ີ
ㆿㆤ

な文様をඳ

くことで知られており、旅館ふなやには「ཟ」という作品を作りました。室内にもڕ文が

ඳかれていますが、そこにڕはいません。それは滞在する人自身がڕになった気分になって、

水の中にいるような空間を体験してほしいという作者の思いがあります。

　テーブルの上には水を張ったثがあり、その中に一ඖだけڕの文様がඳかれていますが、

それは滞在する人を写す存在で、この部屋でΏっくりաごすことで自分を見つめ直すという

意味があります（図29ӈ）。

図28 図29
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　花Ώづきという旅館に皆川明さんが作った「ロ」という客室は、

全て直線のみで構成されています。চもนも天井もԑのないླྀٿ

で෴われた非常にシンプルな空間で、室内に入るとの香りが

します。建築家の目線から見ても非常に興味深い作りということ

で、内装の方法が知りたいと建築関係者が見学に訪れたりしてい

ます。

　道後では今、台湾からのインバウンド誘致を積極的に行ってい

ますが、皆川さんは台湾で非常に人気のあるアーティストなので、

台湾から来られる方にもૌ求力が高いと思います（図30）。

͜れまͰૌྗٻがऑ͔った30ঁ性が૿加
　道後オンセナートでは企業コラボレーションも行っており、道後温泉本館の3֊で貸し出

される浴ҥをアパレルブランドの#EAMS（ビームス）と共同制作しました。

　以前から道後温泉で非常にऑいとされていた客層が30代女性でしたが、20〜30代女性

を得意なターゲットとするビームスとコラボすることで、この客層に効果的にアピールするこ

とができました。また、「道後」という名前を目にする機会を増やそうということで、道後オ

ンセナート2014のロゴマークを入れたエコバッグもビームスと共同で作りました（図31）。

　道後オンセナート2014で力を入れたのが、ट都圏

からの誘客です。参加アーティストが著名であること

などを生かし、このイベントを通じて道後という名

前をट都圏の人たちに再確認してもらい、夏や冬の

旅行先のީ補の一つに選ばれるよう、積極的に広

報活動を行いました。

　参加アーティストにഔ体を紹介していただいたり、

道後オンセナート2014が旅行プランとして紹介され

たり、ニューヨークタイムズや香港のഔ体など外国

のメディアにも掲ࡌいただきました。草間ከ生さん

の手ֻけた客室の写真は『O;NaHa[ine』で表ࢴを

০り、非常に好評を博しました（図32）。夏の時点で、

ट都圏に対する広報活動の広告換算費は1億円を超

える結果となりました。

【吉澤】　どうもありがとうございました。冒頭にക川

から問題提起をした地域住民のרき込み方や実利

といった点について、いろいろ具体的なお話が聞け

たのではないかと思います。続いて第2部では、別府

温泉を中心にアートを用いた展開をされているNPO

法人#EPPU PROJECTの山出代表理事からお話しい

ただきたいと思います。

図31

図32

図30
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アーτと地域をͭな͛るB&116 130J&$Tの活動
僕は普段、大分県別府市で活　【ग़（講師）ࢁ】

動しています。別府の出身ではないのですが、

かれこれ10年、#EPPU PROJECTというNPO

組織を運営しており、今16人の常ۈスタッフ

がいます。

　主な活動はアートイベントの計画立案、運

営です。僕は3年に1度別府市で開催してい

る「ࠞ浴温泉世界」の総合プロデューサー、今

ちょうど開催中の「国東半ౡ芸術ࡇ」（2014

年10月4日〜11月30日）の総合ディレクターを

務めています（図1）。

　別府は温泉源泉数が2500、源泉༙出量が

毎分8万6000Ὑ以上と資源๛富な場所であり、かなり広いエリアですが、まちづくりについ

てはいろいろ課題も๊えています。その中で我々は様々な企業、行政、支援団体と連携しな

がら活動しています。最近は大分県内の各地や県外にも活動の範囲が広がり、海外でのプ

ロジェクトも進めています。

　集客交流事業だけでなく、教育普ٴ事業にも

力を入れようということで、2013年（平成25年）

には大分県の小中学校40校にアーティストを派

遣する事業を行い、今年は高齢者施設、福ࢱ施

設、ཆޢ施設に対象を拡大しました。来年は精

神ප౩も対象とする予定で、様々な場所にアー

ティストが入り、アートを体験してもらう取り組

みを大分県とともに進めています。

　イベントを開催するだけでは一ա性で終わっ

てしまうので、海外をはじめとする様々なクリ

エーターや研究者が、別府や大分県に滞在しな

公開研究会【第2部】
ΞートΛҬܦӦの04に

#E116 1RO+E$T 代ද理事　ࢁग़ ३也氏

ग़३也氏ࢁ

図１
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がら制作できるよう支援する居住支援も行っています。別府には戦後間もなく建てられたਗ਼

ౡアパートという8室の古いアパートがあり、毎年8人のアーティストに使っていただいていま

す。こういうアパートを運営することで、地域の中でアートが身近な存在になればと思ってい

ます。

　この他、中心市街地の活性化や町なかの回遊拠点づくりなども行っています。最近は大

分県産の素材を使った食品や芸品を扱う「Oita MaEe（オオイタメイド）」というブランド

を立ち上げ、ウェブショップからスタートして、来年はイートインのスペースも設けた店舗展

開を考えています。

　2005年（平成17年）からこうした活動を始めましたが、最初は大分県や別府市からアート

を求められていたわけではありませんでした。そもそも僕は作品を創るଆで、海外でずっと

仕事をしていたのですが2003年（平成15年）末に、たまたまあるインターネットの記事を目

にしたのが、日本に帰国して別府で活動するきっかけになりました。

　その記事は初代観光庁長の本อ๕明さんが書かれたもので、別府で旅館オーナーの

方々が路地ཪ散策のツアーを実施しているとありました。大変興味深かったのが、一人でも

参加者がいればツアーを催行するということです。当時僕はパリに住んでいましたが、すぐ

に別府市役所に問い合わせました。団体観光客の町だと思っていた別府市が一人一人に対

するサービスを行っている、その旅館経営者たちにぜひ会いたいという好ح心から帰国しま

した。

　それを機に、大きな施設を作っていくだけではなく、町なかの活性化を小さな局面で展

開できないかと考えました。地域に携わる方々が、一人一人情を持って語れる場所が๛か

な地域ではないか、そういう発想から中心市街地の活性化ができないかと考えたわけです。

ϑϥンεɾφンτ市の࠶ੜにֶͿ͜と
　2007年（平成19年）、別府市の中心市街地活性化協議会と我々#EPPU PROJECTが共同

主催で国際シンポジウムを開催しました（図2）。このシンポジウムでは様々な成果を得るこ

とができました。

　このときに参加したパネリストの一人、イギ

リスの都市計画家チャールズ・ランドリーࢯは、

「創造都市」という言葉を生み出した人です。世

界各地の競争力のある都市を調べると、ITや

アート関係者、様々な情報化社会に生きる人た

ちが集いたくなるような街は強い競争力がある

とランドリーࢯは考えています。

　90年代にかけて、ブレア政権下のイギリスで

はランドリーࢯを中心にクールブリタニア政策

が進められました。そのすぐ後に韓国でもクー

ルコリア政策がとられ、日本で起きた韓流ドラ

マブームは韓国政府がかなりサポートして推進図２
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されました。今、遅ればせながら日本でもクールジャパン政策が進んでいます。

　シンポジウムのときにチャールズ・ランドリーࢯが語った言葉で、大変興味深いと感じて

僕がメモした言葉があります。

　それは「創造都市とは社会に関わること、環境に関わること、行政に関わること、全ての

分野において皆さんが創造性を発شできることだ」という言葉です。この言葉を聞いて僕は

「どんなݞ書であろうと、一人一人が創造性を発شできて、主役になれる都市のあり方を目

指したい。東京などの大都市では難しいけれど、小さな地域の単位でそういうまちづくりが

できれば」と思った記Աがあります。

　このシンポジウムには、フランス・ナント市の文化行政顧問であるジャン・ルイ・ボナンࢯ

も参加しました。フランスの文化省からナント市に呼ばれ、様々な政策を行ってきた方です。

　ナント市はフランス中西部の港町で、古くはナントのྩが出された場所であり、ౕ ྴ

қの中心地でした。造ધ業がんで業が基װ産業でしたが、日本と韓国との競争に敗れ、

1980年代に破
ㆯ


㆟㇓

に向かいます。

　ヨーロッパでは多くの業都市が同じように破に追い込まれていました。ナント市も造

ધ業の場がつぶれ、1990年前後の失業者は4割を超えていたというデータもあり、当時

の行政は毎日放Րや落書きの対策に追われていたそうです。ベテラン議員はどんな会社を

誘致するかを考えていましたが、若手議員は今こそナント市を大きく変えていこうと考え、市

長選で当時38歳のジャン・マルク・エローࢯという小さな隣町の町長を担͗出しました。

　エローࢯの公約は3つありました。1つはߥ廃した都市の真ん中に大きな公園を作り、

のを作ることです。2つ目がறं場を都市の周辺部に配して市内にLRT（新型路面電ं）

をらせることで、3つ目はアートによるまちづくりでした。具体的には、美術館などのハコ

モノは一切作らず、場跡地をいろいろなアーティストに開放して活動できる場所を街の中

につくり、市民から様々な文化的な提案を受けるということです。
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　あるとき、「市民からクラシックԻ楽をௌきたいがコンサートに行くのはなかなかハード

ルが高い。ロックコンサートと同じように気軽に行けるクラシックのコンサートができない

か」という投書がಧき、市長を中心とするチームがどう実現するかを考えました。そして、レ

ストランやӺ構内など街の中の様々な場所で同時多発的にコンサートを開催しました。

　その際、1つのコンサートは長くても45分を超えないこと、いろいろな会場を回ってௌけ

るようチケットは1ຕ1500円と非常に安くし、通常クラシックコンサートは3歳未満入場ې止

ですが、୭が来てもいいという気軽なスタイルにしました。

　この「ڰの日（ラ・フォル・ジュルネ）」というクラシックイベントはॠく間に有名になり、

この仕組みが世界中に輸出されています。日本でも最初に東京・ؙの内で開催され、今は

毎年ゴールデンウィークに開催されており、さらに新ׁ、富山などに広がっています。

　こうした活動を10年続け、フランスの有力ࢴ「ル・モンド」でナント市は住みたい都市ナン

バーϫンと言われるようになりました。市からは一切誘致をしてきませんでしたが、大学をは

じめ、国鉄の本社もナント市に置かれるようになりました。まず環境をどうつくるかを考えた

ら、いろいろな結果が付いてきたわけです。

ʮਫฏܕʯのల։がまͪを໘ന す͘る
　非常に効率がѱいモデルではありますが、まちづくりではਨ直に物事を考えるのではなく、

水平に考えていくことが大事です。道後オンセナートで行われている「ホテルホリκンタル」

のプロジェクトもそういう考え方で行われていると思います。

　2007年（平成19年）に別府で開催された国際シンポジウムで、僕は「࠲型 面的アート・

コンプレックス構想」という考えを発表しました（図2ࠨ）。これは空き店舗などをリノベーショ

ンして公民館のような拠点をいくつも街の中につくり、いろいろな方が活動する場に変えてい

こうというものです。この構想に対する別府市の反応がよく、ཌ年の当初予算で構想実現に

つながりました。

　別府の街は旅行者が来て宿泊しても、日中はどこも見て回る所がありません。新しい店舗

を作るのは難しい中で、どう回遊してもらうかと考えたとき、市内でいろいろな活動をしてい

る方がいるので、そういう活動を町なかに持って

きて、その活動を見てもらうことを考えました。

　8つのプラットフォームからスタートして、今も

アートやまちづくりのスペース、高齢者スペース、

職人のスペースなどが運営されています。元スト

リップܶ場を改装したアートスペースや先ほどお

話ししたアーティスト向けのアパートなどもあり、

これらが緩やかにつながりながら、町の中で情

報発信やイベントを行っています（図3）。

　また、別府市では2009年（平成21年）から3

年に1度、国際芸術ࡇ「ࠞ浴温泉世界」を開催し

ています。これは別府市の発案ではなく、僕がど図３
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うしてもやりたいと言って、プロデューサーという

立場でいろいろな方に協力いただいて実施して

います。約2カ月間のアートイベントで、次回の開

催は2015年（平成27年）7月から9月です（図4）。

　別府の国際観光港には、このアートイベント

でマイケル・リンというアーティストが作った幅

20N、高さ4Nのน画が今もっており、中学の

美術の教Պ書にも掲ࡌされています。また、築

100年の長屋をアーティストと建築家が改修し、

今は宿として使われています。何十万個というガ

ラスのビーۄのようなものが入ったブルーのプー

ルのようなものがあり、2֊ਧき抜けの部分をガ

ラスにしています。ガラスにුかぶようにるというものです。

　ストリップܶ場を改装したスペースでは、別府らしいᘉ
㇏ㆂ㆖ㆤ

雑なง囲気を生かして、毎週末の

に金คショーを開催し、お客様に楽しんでいただきました。こうしたイベントを開催していると

いろいろなഔ体で紹介されますが、خしかったのは地元のおばあちゃんが来てくれたことです。

　「ౖられるかな」と思っていたら、おばあちゃんは「金คダンサーとѲ手したい」と言って

Ѳ手をし、他の地元の人たちも来てくれて、投げમを始めました。危ないのでティッシュでแ

んでもらうようにお願いしましたが、結果的に何万円もの投げમが集まりました。

　シャッター率7割の商店街で廃材を使った展示やࢮをテーマにしたパフォーマンスを行う

など、地域にいろいろなことを考えさせる機会にもなっています。世界から様々なアーティス

トが集い、こうしたアートやパフォーマンスを屋内外のいろいろな場所で展開するイベント

を行っています。

　予算は1億2000万円ऑで、別府市の負担金はそのうち4％程度です。りはかき集める感

じです。参加者数は約17万人と、中規模のアートイベントです。観光消費額は実数に近いデー

タで4億円ऑ、メディア露出の広告換算額は、2012年（平成24年）は4億700万円でしたが、

2009年はテレビなどいろいろなഔ体に取り上げられ、海外でも特集が組まれたため28億円

に達しました。

　参加者は20〜30代女性が圧倒的に多く43％を占めており、同年代の男性を入れると約7

割になります。2012年も2009年も、この割合はほとんど変わりませんでした。僕らが狙って

いるコアのターゲットも、20〜30代の女性に設定しています。県外客が6割で、別府市民は

13％と少なく、大分県民は24％です。

　37％は日帰り客で、り63％が宿泊を伴いますが、最も多いのが1泊で27％です。しかし

2泊という人たちも22％います。僕は3泊滞在してもらうことを狙っていますが、1億2000万

円程度のイベントではなかなか難しいので、一つの課題です。

ʮ自分がָしΉʯ͔ らʮདྷた人をָしまͤるʯへのม化
　2010年（平成22年）からは「ベップ・アート・マンス」という市民文化ࡇを毎年11月に1カ

図４
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月間開催しています。300万〜350万円という非

常に低予算ですが、これは僕らにとってとても

重要な企画で、「11月は別府の文化月間である」

とউ手に宣言しています（図5）。

　「1カ月間で文化的なイベントをしませんか」と

呼びֻけ、手を挙げた方たちでパンフレットを作

ります。パンフレットに情報を公開し、チケットの

予約受付、販売は我々の事務局が担います。しか

し、我々が企画を作るわけではありません。助成

金も一切出しません。ですから、参加を希望す

る人は自分で企画を作っていく必要があります。

　初回の2010年は27団体が参加し、2013年に

は74団体に増えました。企画数も倍増しています。80くらいの企画数が一つのめどではな

いかと考えています。プログラムの内容ですが、例えば主්がフラダンスの発表会をしたり、

リタイアしたおさんが自を開放して写真展を開いたりしています。

　この企画は୭でも参加できる文化ࡇなので、質はバラバラです。2010年に初めて開催した

ときに、参加を希望した皆さんが口々に言っていたのは「私はこういうものを発表したい」と

いう言葉でした。しかし、だんだんと時間を重ねる中、今は「どうやったらお客様に楽しんで

もらえるか」というフェーズに移行しつつあります。これは大変重要なことで、こういう取り組

みから地域の方々が文化的な事業を自分たちで発信していく町に変えたいと思っています。

　見に来るお客様は圧倒的に女性が多く、20〜30代が全体の36％を占めています。一方、

60代の女性も14％と健ಆしています。これは60代の女性たちが自分たちでイベントをする

ことが多いからです。そういう人たちが口コミで親しい人をイベントに呼ぶので、別府市民が

参加者全体の52％を占めています。大分県内から91％が来ており、この企画では、「ࠞ浴温

泉世界」のリーチがऑいところを担っています。

　このようなことを、僕らは多い年で年間200くらいやっています。かなり大変ではあります

が、その中で大変خしいこともありました。

　2011年（平成23年）、JRの高Ս下にある別府

の短い商店街のすぐそばに、我々の事務所が

引っ越しました。そのときの商店街は真っ҉で、

2店舗くらいしか営業していませんでした。は

ਲっͺらいがその辺で৸ていたり、あまりҹ象

がよくない場所で、うちのスタッフはほとんどが

女性なので、帰るときは皆「この商店街を通

るのがාくて嫌だ」と言っていました。

　あるとき、知り合いからこの商店街の֯に٤

店を出したいという相談を受け、JRと値引き

交বをしてほしいとཔまれました。そして実際に

٤店をオープンすると、次 と々この商店街にい

図５

図６



65

J TBF /Onmachi

ろんな人が集まり始めました。古着を集めて๓い合わせて༸服を作る人やニットデザイナー、

%Jなどもたむろするようになり、そういう人たちがお店を出すようになりました。JRもそれを面

白いと思うようになり、トイレに地元のֆඳきにֆをඳかせたりしました（図6）。

　店舗の方々が協力し合って、毎週土༵にアートのフリーマーケットを行うようになりました。

さらに、地域の方々がアートのちんどんୂのようなものを結成して、毎週土༵にイベントを

するようになり、もう2年半続いています。今はもう空き店舗がゼロになりました。

　重要なのは、行政の補助金が一切入っていないことです。小さなモデルではありますが、

この高Ս下商店街は毎週のようにいろいろなഔ体に取り上げてもらえるようになりました。

ʮू客のたΊの交ྲྀʯͰはな͘地域とのԑをるイϕンτ
　2011年末、大分県から国東半ౡでアートプロジェクトを展開できないかという話をいただ

きました。それから3年ほど準備を行い、ちょうど今、๛後高田市と国東市の広域にわたっ

て開催しているのが「国東半ౡ芸術ࡇ」です（図7）。僕はディレクターとして全体の計画を作

り、主催者は行政です。

　オノ・ヨーコさんをはじめ、多くの世界的アー

ティストが参加しています。パフォーマンスなど

席が指定されるものは有料ですが、その他は࠲

基本的に無料で見ることができます。バスツアー

もありますが、バスを降りてからも山の中をかな

りาくので、ガイドブックがないとઈ対に無理と

いうことで公式ガイドブックを作り、うちのNPO

がデザインしたオリジナルのトレッキングシュー

ズも作りました。

　また、この地域の風景を収めた「国東半ౡ」

という写真集も作りました。今はもう引ୀしてい

るのですが、資生ಊのPR誌「花௴」でずっとアー

トディレクターを務めていたᑍ正義ࢯに、デ

ザインしてもらいました。

　国東半ౡは高さ720Nの両
ㆵ㆟

子
㆔

山
㆕㇓

という山を点に、Րࡅ流でできた谷によって集落が分

かれており、その集落ごとにおࡇりがっています。神道と教が༥合したような宗教文化

が今もっており、普通の市民の家でஃの隣に神୨が置かれています。ちょうど今の時期

はアサギマダラというチョウが戻ってくる時期です。このチョウは国東半ౡでሊ
ㆵ ㆉ

化し、福ౡま

でඈんでまたここに戻ってཛを産むのですが、そのアサギマダラを見ることもできます。

　単にアート作品を見て回り、写真を撮って終わりではなく、アートを一つの入り口としてこ

の国東半ౡという場所をいろいろな方に伝え、この場所とどう向き合っていくかというメッ

セージを発信していきたいということで、テーマは「LIFE」としました。

　ӈଆの写真の人体૾は、アントニー・ゴームリーというアーティストによる作品で、高さ

40Nくらいのݥしい山のๆに設置されています（図8ӈ写真）。行政が主催するイベントとは

図７
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౸底思えないような場所に作品がありますが、

この場所からの風景は素らしく、四国も山口

も見えます。圧倒的な風景を体験してもらいた

いと思っています。

　各会場で作品を見るために、近くに山小屋の

拠点を設けており、その拠点からઐガイドが

付くガイドツアーも催行しています。これらの拠

点をकるのが地域の方です。戸内国際芸術ࡇ

以降、ボランティアは全国から大学生を呼んで

くるという考え方が大半を占めています。別府

の「ࠞ浴温泉世界」もそういう形で実施しており、

2000〜3000人のボランティアが動きます。

　しかし今回の「国東半ౡ芸術ࡇ」では、大きく考え方を変えました。終わった後も作品が

地域にるからです。山小屋では地元の人たちがこの地域で「お接待」と呼ばれるおもてな

しをしてくれます。中でも80歳を超えたちよさんというおばあさんは地域のアイドル的存在

で、この方が作る౾大福は非常に人気があります。ちよさんに会いに来たというお客さん

もたくさんいます。

　イベントを成立させるための交流ではなく、訪れた人がこの場所と長くԑを作ることを仕

ֻけたいというのがこのプロジェクトの目的です。作品は終わった後もし、来年夏にはい

ろいろなバスツアーを別府市、大分市から出す予定です。

　この他今、僕らは別府市でน画プロジェクトという取り組みを進めています。別府は戦災

を免れた街ですが、そのためにٺ化も進んでいます。古い家や建物のนをキャンバスにし

てน画をඳくというもので、今年は5人の国内外のアーティストにґཔしており、来年は10人

ほどにඳいてもらいます。

　来年夏には「ࠞ浴温泉世界」を開催しますが、行政職員の提案で大分市でも同じ時期に

アートプロジェクトをやりたいということで、市内のトイレのみを会場としたアートプロジェク

トが行われます。その名も「おおいたトイレンナーレ」といいます。

　大分市ではֆ本作家によるオブジェの設置も始めました。ֆ本を体験するように街をา

こうという企画が進んでいます。来年春には「うみたまご」という水族館がアートの水族館と

して生まれ変わります。同じく大分市で食とアートの༥合ということで、名物のとり天とアー

トを組み合わせて「おおいたトリテンナーレ」というのもやろうということで、これらはほと

んど全て2015年7月から9月の同時期に開催されます。同様の動きが由布院や田でも、起

こり始めています。

　全国様々な場所からお越しいただくには、ೋ次交通が非常に重要になります。そこでまた

ବじゃれのタイトルですが、JRと連携してアートと鉄道やӺ、地域を༥合した「おおいたト

レインナーレ」という企画も進めています。

　今までは別府の中でいろいろな企画を集約させ、そこに2億3億を投入していましたが、

これからはすごく小さいけれど深くஸೡに作られた企画をもっと広域で連携させ、大分県の

取り組みとして発信することで、連泊を増やそうと考えています。

図８
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アーτは人ʑにʮͮؾきʯをもたらすもの
　アート作品をたくさん展示して見てもらおうという集客交流の事業が、全国各地で行われ

ています。僕自身も携わっていますが、コストパフォーマンスとしては大変よくないと思って

います。それよりも一ա性ではありますが、アイドルのコンサートを持ってきた方がいいに決

まっています。それなのに、なぜこういうことをやるのでしょうか。

　いくつかの自治体や企業が気づき始めているのは、アートは自由なものの見方、考え方を

改めて気づかせてくれるഔ体ではないかということです。多くの人が訪れるのは、アートを展

示しているからではなく、アートは何かの気づきを与えるものだからではないかと思います。

　気づきを与えるというのは、人が来ることとイコールではありません。我々がアートと出合

うことで、いろいろなことを考え始めるということです。地域の課題をアーティストは解決し

ません。課題を解決するのはデザインです。アー

トは問題提起を行うものです（図9）。

　例えば、草間ከ生さんは自分にとっては水ۄ

が൙
ㆯ㇓㇉㇓

ཞしている風景が美しいと言ってデビュー

しました。「今まではこういうものが美しいと思

われていたけれど、そうではない」という視点に

৮れることで、まちづくりや経営の中で、今まで

とは違った創造的なものの見方や考え方ができ

ることが重要ではないかということです。

　創造性はアーティストだけではなく、全ての人

間が持っています。アーティストやデザイナーを

はじめ、いろいろな方がいろんな観点で活動し

ています。そうした人たちが創るアートに৮れる体験を通して、我々が物を単なる記号として

ではなく、違う֯度から見る視点を֫得しよう、今までの価値観を超えようということです。

新しい価値観へ戦する人たちがアーティストだとすれば、そういう人たちが街に住み、そ

の存在を認められる都市がこれから可能性を持つのではないかと思います。

　ナント市のようにある一つの方向で一度負けてしまっても、「その方向でよかったのか」と

いう再検討も含め、町の多様性を形成するのはアートの得意なところです。とはいえ、観光

として、または商品としてアートを扱うことは、これから結構難しくなると思います。なぜなら、

アーティストがその都市と本気で関わっていくことは大きな問題を生んでいくからです。

　その一例が、先ほど紹介した「国東半ౡ芸術ࡇ」でアントニー・ゴームリーが制作した山

の上の人体૾です。この作品は今、地元のお寺との摩ࡲを引き起こしており、大分県内でも

大きな問題を生んでいます。そういう中で新たな気づきや、我々が考えなくてはいけないこ

ともいろいろ生まれています。そういう現象をアーティストは生み出していくんですね。皆さ

んはそういうことにも留意しながらアートと付き合っていく必要があると思います。

　いずれにしても、いろいろな人が創造的に物事を見て、町をより๛かな場所とする活動を

始めること、そのための源泉をઈやさないようकり、維持し、改善していく力が必要だと

思っています。

図９
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ʮਓΛつ͘ るʯ͜ ͱ͕ ԿΑΓେࣄ
【吉澤】　ありがとうございました。では意見交換を始めていきたいと思います。今、道後オン

セナートでアートプロジェクトに取り組んでいる松さんから、何かご質問はありますか。

【松（ಓޙ温泉）】　大変興味深いお話をどうもありがとうございました。僕も道後オンセナー

トを始める前に、別府のࠞ浴温泉世界についてすごく勉強しました。山出さんの「アートは

問題を解決しない。町の人に気づきを与えるものだ」という言葉は以前からࣖにしていて、本

当にその通りだと感じ、他の方にも伝えたことがあります。

　道後オンセナートは生まれたばかりの事業ですが、ࠞ 浴温泉世界などいろいろなプロジェ

クトに取り組んでこられた中で、継続するためにしていかなければならないछのようなも

のが必ず出てくると思います。山出さんは、どういう点を意識していますか。継続という面で、

一番重視している考えを教えてください。

人です。それしかありません。仕組みができても、中の人が生き生きとクリエ　【ग़（講師）ࢁ】

イティビティを発شできなければઈ対にいいものは生まれません。

　うちはNPOといっても会社組織なので、スタッフを採用するときにアート系大学を出たか

どうかといったことは全然意識しません。むしろそういうことに重きを置いている人は基本

的に採りません。採用時には、この人は現場でどう活༂するかを考えます。

　うちの現場はすごく大変で、毎日のようにいろんなことが起こります。アーティストも10人

いれば考え方も10通りあって皆それぞれ違うので、マニュアルなんてないんです。その中で

自分で考えて、局面を切り開かなければダメです。僕がやっているのは現場を作ることです。

いい現場を作らないといけません。

　うちで10年くらい働いてଔ業していったスタッフもいます。そして๛ౡ۠の再開発ディレク

ターをやっていたり、前ڮ市で美術館の立ち上げをやっていたり、各地域にそういう人たち

が出てきています。それは大変خしいことです。ですからいい現場を作り、人を育てる、こ

れしかないと思います。
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【松（ಓޙ温泉）】　僕たちも大学生ボランティアを基本に活動していますが、今回の道後オ

ンセナートは開催期間が1年間とすごく長いので、スタッフのモチベーションをอつことがと

ても難しかったんですね。自分たちの中でも体調を่すメンバーがいたり、その担当をどう

フォローするかなど、ྟ 機応変に対応しなくてはいけませんでした。

　取り組む前に北川フラムさんにお話を伺いに行きましたが、「直ౡもベネッセも一から

作って、ケースバイケースでトラブルシューティングをしてきた。全部見ていいけど参考にな

らないと思うよ」と言われました。実際にやってみて、本当にその通りだなと。町が違えばや

ることも違うし、行政が違えば内容も違うというのは本当にその通りだと思いました。

　国東半ౡ芸術ࡇには、道後オンセナートに参加されたアーティストも多く参加されていま

す。大分県と愛媛県は非常に似ているとも近いとも言われており、۽本市はお城があり路面

電ंがっているので、松山市と似ていると言われることもあります。

　四国と九州の間にはڮはՍかっていませんが、客ધで結ばれていることもすごくいいつな

がりで、親和性があるのではと思います。こういう機会に、アートなどの接点で四国と九州

がつながれるといいと思います。

【吉澤】　山出さんのお話で、ベップ・アート・マンスという市民文化ࡇで参加者が「自分が何

かしたい」という思いから、「どうやってお客さんを楽しませるか」という考え方に変わって

きたというお話がありましたが、その背景や理由などはどうお考えですか。

お金が出る企画ではないので、自分たちでやりたいという気持ちがないとでき　【ग़（講師）ࢁ】

ません。必要なのはパッションだと思っていて、ઈ対にやるという気持ちが必要だと思います。

　例えばフラダンスをすると言っていた人たちは、最初私たちがどうやったらお客さんにت

んでもらえるかという話をしても、全然聞いてくれませんでした。「གྷりたいからགྷる」と言っ

ていたのですが、何年か積み重ねてくると、「来る人はどうもགྷりを見てتんでくれていない

ようだ」と、だんだん疑問を持ち始めるんですね。

　それで、僕らは3年前から「アート・マンスを作ろう会」という集まりを始めました。毎月5

のつく日に、別府のいろいろな所で開催しています。来る人数はそのときによっていろいろで、

5人くらいのときもあれば、60人くらい来るときもあります。

　何でもない会ですが、そこではお悩み相談というのをやっています。広報をどうやったら

いいか、もっと楽しんでもらうにはどうしたらいいかなど、悩んでいる人がやってきます。そこ

に行かせるスタッフはうちの新人です。で、一緒に悩むんです。

　そうすると、「うちはこういうチラシを作ってうまくいった」とか「うちもそういうことに悩

んでたよ」と経験者がやってきて、アドバイスをするという感じで、ຍれかかわらず、ずっ

と続けています。一મにもなりませんが、僕らもプライドを持ってやっていて、こういうこと

が本当にまちの文化を作ることだと若い新人に言っています。

【吉澤】　今「パッション」という言葉が出ましたが、冒頭にക川が言った継続性にもつながる

のかなと感じました。

　山出さんのNPOでは、どういうところから事業資金を調達しているのでしょうか。例えば

ࠞ浴温泉世界は予算が1億2000万円くらいかかっていて、そのうち行政は4％くらいしか出し

ていないというお話がありましたが。

うちのNPOの予算規模は年間2億5000万円くらいです。例えば先ほどご紹介　【ग़（講師）ࢁ】



70

した1日1組だけ泊まれる築100年の長屋は民間の土地建物です。この長屋の一֯には今で

も人が住んでいて、数百万円かけて改修事をしました。

　しかし、そういうことに税金を使うのは嫌なんですよ。それはおかしいと思うので市民フΝ

ンドレイズを使って、土地を買うところから始めました。アーティストのギャラや交通費につ

いては税金でいましたが、土地ߪ入や建物の改修費には一મも税金を入れていません。

　プロジェクトごとにフΝンドレイズの方法を変えています。ࠞ 浴温泉世界で行われる金ค

ショーはほとんどチケットフΝンドレイズみたいな形です。国の補助金や企業の協ࢍ金も、

もちろんあります。ࠞ 浴温泉世界の場合、チケット収入は大体2割から2割5分です。

　国東半ౡ芸術ࡇの場合は主催者が大分県、๛後高田市、国東市、公ӹ社団法人ツーリズ

ムおおいたなので、事業費はほとんど税金から出ています。入り口は無料ですが、ツアーな

どで地域にたくさんお金を落とす仕組みを作ろうということで、この場合はフリーミアムと

呼ばれる仕組みを採用しています。

【吉澤】　道後オンセナート2014は12月で終わりますが、道後の今後の展開はどうなんでしょ

うか。

【松（ಓޙ温泉）】　道後オンセナート2014は道後温泉旅館協同組合と松山市、道後商店街

振興組合、協ࢍ企業のサポートによる実行ҕ員会形式で運営されています。今後は3年に1

度のトリエンナーレにするのか、4年に1度なのか、2017年の国体開催のタイミングに合わ

せるかなど、どういう形にするのか現時点ではまだ確定していないと伺っています。

　ただ、このՐは消してはいけないなと。来年度以降も、していきたいものをちゃんと見

つけ、小さいものも۷り起こしていく作業は続けていこうと考えています。

アーτはʮ問題ఏىʯͰ͋りʮղܾखஈʯͰはない
【吉澤】　冒頭にക川から提示した個性化や継続性、関係者の満足度など5つの視点に対して、

それぞれに少しずつ回答いただいたように思います。それでは会場の皆さんからご質問、ご

意見を伺っていきたいと思います。

　今日のテーマとなった別府や道後はどちらかというと都市型温泉で、立地的な条件は異

なりますが、文化芸術を取り込み、ブランドエクステンョンとい

う考え方をお持ちの草津温泉の中澤ܟさんに、このテーマに

ついてぜひ一言いただければと思います。

【中澤（草津温泉）】　今日皆さんのお話を聞いて、大変深い感

を受けました。今後はこういう取り組みがとても必要になると

いうこと、山出さんが「人が大事」と言われていましたが、人が

全てを形成しているんだなとつくづく感じました。

　地域のブランドを作って不қの部分をきちんとकるには、温

泉の場合ならきちんとモニタリングをしながら、湯量や泉質を

。しないようにकり続けることが重要だと思っていますׇރ

　その一方で、時流を考え変化を求めていくという意味では、

温泉をり上げるためのイベントも必要です。今回のテーマで中澤敬氏（草津温泉）
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あるアートもそうですが、温泉と全く関係ないものを持ってきながら、温泉地としてのネーム

バリューを高めていくと。

　アートで全てを解決できないし、好き嫌いがありますが、その中で生まれてくる人と人の

コミュニケーションによって、次の動きが生まれてくると。やはり人が大事だということで今

日はすごく気づきがあり、面白いと思いました。

【米田（愛媛大学）】　山出さんに質問があります。

デザインとアートをࠞ同する場合が多いので

すが、我々はアートにも関わっていきたいです

し、事業をやる上ではデザインも大事だと思っ

ています。デザインとアートの違いについて、

深۷りして教えていただけますか。

単७に言うと、デザインは発注　【ग़（講師）ࢁ】

者がいると考えたら分かりやすいと思います。

例えば（手元のペットボトルを指して）このミ

ネラルウオーターを売りたいと思ったら、ボト

ルが黒い৭だと水のイメージと結びつかない

ので透明にしたり、ラベルに水の産地をイメー

ジさせる山のイラストを入れたりします。

　つまりデザインというのは、この商品を作った発注者と消費者の間のコミュニケーション

なんです。このコミュニケーションがうまくいかなければ、この商品がどんなものか消費者に

伝わりません。高知県在住のകݪ真さんというデザイナーは、コミュニケーションのパイプ

をଠくするのがいいデザイナーだと言っており、僕もそう思います。デザインとは、「こういう

商品だ」と明確に分かるようにすることですね。

　かたやアートは、ある人間が自分自身のどうしようもない欲求や想いから作品を作り始め

るものです。大学を出てデザインの会社に就職することはあっても、アーティストの組合が

あってそこに就職する人は一人もいません。୭かからཔまれることではないんです。自分自身

が何かを発言したり、社会に対してメッセージを出すのがアートです。

　アーティストたちはそもそも使う言葉、言語が違うんです。なので、市民とアートをどうつな

げていくかを考える「つな͗手」が必要です。言い換えれば訳者ですね。今まではこの役

割を美術館が担い、学芸員が分かりやすく解説していました。

　今までは美術館に行かないとそういう体験はできませんでしたが、我々のようなNPOがた

くさん出てきて、山や温泉など美術館以外の様々な場所でアートと出合う局面が作られてい

ると言えます。

【米田（愛媛大学）】　最後に提示されたパϫーポイントの一番下に、「創造性は天然資源のよ

うに備できない」と書かれています。この言葉の意味を詳しく教えてください。

どこかに創造性をためていくなんてことはઈ対できないわけです。一人の人　【ग़（講師）ࢁ】

間の中でも出会いがあったり、思考があったり、いろんなことを܁りฦして自分なりにいろん

なことを考えていくわけで。

　大学で教えているとき、学生によく聞くことがあります。「みかんとりんごと֟、3छ類の

米田誠司氏（愛媛大学）
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果物がある。4人で分けるにはどうしたらいいか」と。みんな、こうやったらきれいに分けら

れると計算式で出そうとするんですが、ミックスジュースにして分けるというのもありなわけ

ですよね。

　少しだけ観点を変える行ҝには、マニュアルなんてないんです。一つの物事をݻ定した֯

度からだけでなく、多様な面から見続けるためには、いろんなܹも必要ではないかと思い

ます。それには、いろんな֯度から考えられるような場を生み続けるというか、そういう場

を大切に「し続ける」ことが必要なのかなと。

　よくアートというと「分かる」「分からない」という観点で話をしがちですが、分かるかと聞

かれると僕だって分からないです。でも、ピカιはこう言っています。「ௗが໐いている。何と

໐いているか分からないけれども、ௗの໐き声がすごくいいと思う心が人間にはある」と。

　ௗが何と言っているかは分かる人はいないです。だけど、人にはௗの声を聞いてշく感じる

心があります。人が生きていく上では、アートは全く必要ないと僕は思っています。しかしなが

ら、人が「人らしく生きていく」上ではアートや文化はઈ対になくてはならないと思っています。

【梅川】　文化というとอ存する立場の方がいる一方、我々観光サイドはそれをいかに活用す

るかということで᫁
ㆀㆤ㇌ㆌ

も生まれがちです。行政部署で言えば文化担当は教育ҕ員会、観光

担当は観光課ということで、その間のコミュニケーションというのは多分あまりないと思うん

ですね。

　一方、芸術家の方々は地域振興とかお客さんを呼ぶということはあまり考えておらず、自分

の作品を作ることにᬏ進しています。山出さんがまさにそうだと思いますが、それらをうまく

結びつけるコーディネーター的な役割が非常に重要だなと感じました。

　また「アートは気づきだ」という言葉に、なるほどと思いました。アートがイノベーションを

生み出していくと解釈すれば、地域づくりやまちづくりの中でアートの果たす役割はこれから

も非常に重要になってくると感じました。特に中心市街地の活性化を考えると、今、日本には

空き家が数十万戸あります。そういうものをうまく活用するという点でも、アートの力は重要

になってくるのではと思います。今日は非常に参考になるお話をたくさんいただいたと思いま

す。どうもありがとうございました。

【大（ಓޙ温泉）】　2日間おർれさまでした。大変有意義な会となりました。ここで皆さんに

サプライズがあります。我が社で導入したプロジェクションマッピングを見ていただき、少し

目のอཆとしていただければと思います。

（プロジェクションマッピング映像上映）
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【大（ಓޙ温泉）】　ありがとうございました。ただ今見ていただいたものは、全てコンピュー

タで映૾とԻ楽を制作しています。LE%照明を使い、機材はスウェーデン製です。

　道後オンセナートの事業に取り組む中で、我が社ではこういうことを取り入れてみようとい

うことで作り、道後温泉本館で4日間上映して3万5000人の市民の方に見ていただきました。

今後は道後温泉本館の映૾を撮り、120年の歴史を映૾で表すといった取り組みもやってい

きたいと思います。

【吉澤】　「最古にして最先」という言葉の通り、まさに最先の取り組みが最後にొ場して、

驚かされました。それでは最後に、温泉まちづくり研究会の大西代表から一言いただきたい

と思います。

【大西（阿寒湖温泉）】　2日間、非常に心な研究会となり、ありがとうございました。私は地

元の観光協会の理事長になって8年になりますが、就したときに「この町をアイψ文化でછ

め上げる」と宣言しました。

　アイψ文化という言葉の意味は広く、യ然としていて難しい部分もありますが、最近、私の

地域ではアイψアートという言葉を多用していました。古式གྷやԻ楽、様々なூり、織物、

アイψの歴史を表現したユーカラ織などを全てアートとしてଊえていたのですが、今日のお話

を聞いて思ったのは、アートという言葉をそう簡単に使えないなと。

　例えばฐ社は2つの旅館をつなぐ長い࿓下に、長い帯状のアイψ様をඳいたりしていた

のですが、これは基本的には「アイψデザイン」なんだなと思いました。自分にとって心地の

よいものしか使っておらず、自分の家にも違和感を֮えるようなものを置いたことはありませ

んでした。

　そこから「もっと考え方を変えよう」という気づきがあり、自分にとって意義深い勉強をさ

せていただきました。いろんな形でアートを町の中に生かすことを、多くの観光地の皆さんが

考えておられると思います。ぜひチャレンジしていきたいという決意とともに、この会を終わ

りたいと思います。本当にどうもありがとうございました。
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勢いが加速する訪日インバウンド
　最近のインバウンドの推移を示したのがこちらです（図1）。2003年（平成15年）、小泉政

権下でスタートしたビジット・ジャパン・キャンペーンは、2010年（平成22年）までに1000

万人を目指すという目標を掲げていましたが、途中でリーマン・ショックや2011年（平成23

年）には東日本大震災などがあり、伸び悩んでいました。

　それが2013年（平成25年）に1036万人となり、悲願の1000万人を達成しました。さらに

好調が続き、2014年（平成26年）は前年を29％上回る1341万人となりました。月別に見て

も20％、30％という伸びを見せています。特に2014年10月以降の伸びが著しく、12月には

1
インバウンド観光促進に向けた

最近の動向
講 師

国土交通省観光庁 国際観光課長　岡野 まさ子氏

図１
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前年同月比43.0％増となっています。

　昨年10月から消費税の免税範囲が拡大されました。それまでは電化製品や革製品などに

限られていましたが、外国人の方に対しては全品目で消費税が免税となっており、中国の国

慶節も重なって10月からぐんと伸びた形です。

　2015年（平成27年）に入ってからも引き続き好調で、1月は前年同月比29.1％増の121万

8000人の外国人が訪れています。今日、ちょうど2月の数字も発表されました。春節もあって、

前年同月比57.6％増の138万7000人となり、今年の1月と2月を合計すると260万5000人と

いうことで、前年同期比42.8％増となっています。

　昨年12月までは単月で1つの国・地域からの来訪者数が30万人を超えることはありませんで

した。しかし、今年の1月に初めて韓国から35万8100人、2月には中国から35万9100人が訪れ、

軽 と々30万人を超えました。1月の中国からの来訪者数は前年同月比で2.6倍となっています。

　2013年（平成25年）と2014年（平成26年）、日本にどんな国・地域から訪れているのか

というのがこちらの円グラフです（図2）。2013年までは韓国が最も多く続いて台湾、中国と

いう順番でしたが、2014年は台湾が1位になりました。台湾の人口は2300万人ですが、その

1割を超える283万人の方が日本を訪れています。2014年の順位は台湾に続いて韓国、中国、

香港となり、2013年までは4位に米国が入っていましたが5位になりました。2014年に訪れ

た1341万人のうち1000万人以上がアジアで占められています。

　アジア勢の増加が目立ちますが、米国やヨーロッパも増えています。2014年（平成26年）

には北米（米国、カナダ、メキシコ、他北アメリカ）からの旅行者数が初めて100万人を超え

図２
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図４

図３
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ました。ヨーロッパも、イギリス・フランス・ドイツの3カ国合計で初めて50万人を超え、い

ろいろな地域から満遍なく増えていると言えます。

　訪日動機については、最近は日本食と買い物がすごく人気があります（図3）。2010年（平

成22年）から調査主体が変更になったので一概には言えませんが、温泉については近年順

位が少し下がっているかなという感じです。

　日本のインバウンドは世界的に見てどれくらいの位置にあるのかを示したのが、このグラ

フです（図4）。2013年（平成25年）のデータですが、世界第1位はフランスで、年間8000万

人を超える外国人が訪れています。日本は世界で27位、アジアで8位となっています。　

　ただし、入国ルートを空路・水路に限った場合で見てみると状況が変わってきます。ヨー

ロッパの国々は陸路で入国できますが、日本は空路がほとんどです。同じように比較するの

は無理があるということで、こういう比較をしてみました（図5）。

　こちらは2012年（平成24年）のデータで日本は世界で18位、アジアで7位に位置してい

ますが、2014年（平成26年）の1341万人という数字で照らし合わせると、このグラフでは

世界10位のマカオとほぼ同じ位置になります。

　今、日本政府は東京オリンピック・パラリンピックが開催される2020年（平成32年）まで

に2000万人という目標を掲げていますが、このグラフでいうと2000万人台というのはイタ

リア、中国、イギリス、フランスです。「フランスに8000万人来ているから日本は5000万人だ」

などと言う方がいますが、入国ルートがほぼ空路のみの日本にとって、2000万人というのは

非常に高い目標だと感じています。

図５
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大きな効果をもたらしたビザ要件緩和
　この2000万人という目標は政府全体で達成を目指しており、そのための推進体制をまと

めました（図6）。安倍総理大臣が率いる観光立国推進閣僚会議には全閣僚が参加し、観光

振興に尽力していこうということでアクション・プログラムを策定しています。そのアクション・

プログラムで2020年（平成32年）に2000万人という目標が掲げられています。

　アクション・プログラムは6つの柱から構成されます（図7）。これは観光庁だけの施策で

はなく、Wi-Fiなら総務省が関係しますし、ビザは外務省や法務省など、いろいろな省庁の

垣根を越えて観光振興のために頑張っていこうというプログラムです。内容は毎年改訂しよ

うということで、2015年度（平成27年度）も各省庁で議論を行い、新しいアクション・プロ

グラムの策定が予定されています。

　アクション・プログラムに掲げられた施策の一つである、ビザ要件緩和についてご説明し

ます（図8）。タイ、マレーシアからの旅行者についてはそれまでは数次ビザが必要でしたが、

2013年（平成25年）からビザ免除という形にしました。その結果、非常に旅行者が増えて

います。

　2014年（平成26年）もかなり緩和を進め、インドネシア、フィリピン、ベトナムについては

数次ビザ発給要件の緩和に加え、一次観光ビザについては日本政府で指定した旅行会社の

パッケージツアー参加者についてはほぼ免除という形で手続きを簡素化しました。さらにイン

ドネシアについては12月からIC旅券を持っていれば、数次ビザは免除という形をとっています。

図８
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　2015年（平成27年）1月には、中国に関する要件緩和を行いました。これまで中国の数次

ビザは、沖縄か東北3県に1泊することが条件でしたが、相当の高所得者についてはそうし

た要件を外しました。また、沖縄・東北3県数次ビザの発給要件についても緩和しています。

　2013年（平成25年）7月1日にビザ免除を行ったタイ・マレーシアは、訪日旅行者数が急

増しました（図9）。ビザ免除前と後の1年間を比較すると、タイは約76％増、マレーシアは約

57％増となっています。ビザ要件緩和は非常に効果があったと我々は思っています。

インバウンドに期待される地域活性化
　消費税免税店の拡大についてお話しします（図10）。外国人旅行者に対しては、2014年（平

成26年）10月1日から全ての品目について免税となりました。さらに2015年（平成27年）4月

1日からは免税手続きを簡素化しています。今までは個々のお店で免税手続きをしないとい

けなかったのですが、商店街などで免税手続きのカウンターを設け、そこで手続きを一括し

てできるという形で、より買い物がしやすいように改正しました。

　このように免税範囲を拡大した結果、店舗数が非常に伸びています。2014年（平成26年）

4月の全国の免税店数は5777店で、昨年のアクション・プログラムを作成したときは「2020

年（平成32年）までに1万店を目指す」としていましたが、2014年10月には9361店に達しま

した。我々の予想を超える非常に速いペースで増えていると言えます。これまでは大都市に

偏っていましたが、今後は地方での免税店の拡大を期待しています。

図11
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　訪日外国人の旅行消費も、こうした免税範囲の拡大や円安などにより好調です。2014年

（平成26年）の訪日外国人旅行消費額が初めて2兆円を超えました（図11）。前年比43.3％増

となり、インバウンドの数の伸び率以上に1人当たりの消費額の伸びが大きくなっています。

国・地域別に見ると中国、台湾、韓国などが大きな割合を占めています。

　全旅行者の旅行支出総額の平均は1人当たり15万1374円となっています（図12）。前年は

13万7000円でした。国・地域別に見ると、中国は23万円以上を支出しています。

　消費額の内訳を費目別に見ると、2013年（平成25年）までは宿泊費が第1位でしたが、

2014年（平成26年）は買物代が第1位となり、宿泊費を上回りました。

　こうした状況を反映し、毎年日経MJが発表しているヒット商品番付で、2014年（平成26

年）は東の横綱として「インバウンド消費」が選ばれました。「錦織圭」選手や「アナと雪の

女王」などを押さえての横綱選出に我々も非常に驚きましたが、2014年は外国人旅行者の

消費が非常に目立った年だったと言えます。

　一方、日本人のアウトバウンドについては近年の円安傾向もあり、停滞気味です。2014年

（平成26年）は前年より減り、1690万人となっています（図13）。

　その結果、日本全体の国際旅行収支の改善が見られます（図14）。2014年（平成26年）4

月には1970年（昭和45年）以来、44年ぶりにインバウンドがアウトバウンドを上回り、単月

で黒字となりました。外国人が日本で使うお金の方が、日本人が海外で使うお金より多い形

になったわけです。その後も、2014年5月、7月、10月、11月も単月で黒字となっています。こ

うしたことから、インバウンドは国際収支の改善に寄与しており、日本のマクロ経済にも好

図14
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影響を与えているということができます。

　2013年（平成25年）の日本国内における旅行消費額は23.6兆円でした（図15）。このうち、

インバウンドが占める割合は7.0％で1.7兆円でした。まだまだ日本人による国内旅行やアウ

トバウンドの割合が大きく、インバウンドはまだ1割未満ですが、今後しっかり伸ばしていき

たいと考えています。

　その背景として、今後の日本の人口減少・少子高齢化の進行があります（図16）。2047年（平

成59年）には日本の総人口は約1億人となり、2060年（平成72年）には生産年齢人口が現

在の半分近くまで減少し、65歳以上の人口が総人口の約40％を占めると予想されています。

国内の定住人口の消費が減少する中、外からの消費を増やすことが重要だと考えられます。

　観光交流人口が増大することによる経済効果を示したのがこちらです（図17）。定住人口1

人当たりの年間消費額は平均124万円で、これを2013年（平成25年）の外国人旅行者の消

費額に換算すると外国人旅行者10人分に相当します。それくらいの経済的インパクトがある

ということです。「地方創生」と最近言われますが、地域を活性化する上でインバウンドの

位置づけはより重要になっているのではないかと思います。

課題は訪問地域とシーズンの分散化　
　ただ、今問題視されていることもあります。訪日外国人の空港利用状況を見た場合、成田、

羽田、関空で約7割が占められています（図18）。それを反映して、宿泊者数もゴールデンルー

図17
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図21

図20
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トや国際路線が充実している都市に集中している状況があります（図19）。

　私ども観光庁ではこうした状況を改善すべきではないかと考えています。2014年度（平成

26年度）にNAVITIMEの協力を得て行った試行調査で、訪日外国人旅行者がどういう動き

をしているかを分析しました（図20）。やはり、東海道を中心とするゴールデンルートに集中

していることが分かりました。

　国籍別にどこに宿泊しているかを示したのがこのグラフです（図21）。韓国の方は、九州に

最も多く滞在しています。それ以外の国籍は関東と近畿が多く、北海道も多いというのが大

体の傾向です。

　都道府県別にどういう国・地域の旅行者が宿泊しているかを示したのがこのグラフです

（図22、23）。どの都道府県も台湾の方が多いのですが、九州各県についてはやはり圧倒的

に韓国の方が多いです。長野県はオーストラリアの方が13％と多いです。かつてパウダース

ノーを求めて北海道のニセコに多く訪れていましたが、最近は長野県にもいいスキー場があ

るという認知が広がり、増えているというのが数字として表れています。また、ゴールデン

ルート上の東京都や神奈川県、京都府などはアメリカや欧州も多くなっています。

　外国人の割合はまだまだ少ないですが、都道府県別に延べ宿泊者数の構成を示したのが

このグラフです（図24）。

　今後、インバウンドが増加する中で受け入れ態勢は大丈夫なのかといった疑問や指摘もよく

いただきます。こちらは旅館・ホテルなどの客室稼働率を四半期ごとに示したものです（図25）。

　夏季をピークとして年間を通じて大きく変動があり、関東や近畿などの都市圏の稼働率は

図24
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全体的に高く、夏の北海道や沖縄も稼働率が高くなっています。物理的な数としては、受け

入れのキャパシティは2000万人にも対応できるかと思いますが、外国人の方が泊まりたい

価格帯で泊まりたい場所に数が足りるのかという点については、もう少し精査する必要があ

るかなと思います。

　外国人旅行者の団体旅行と個人旅行の比率を示したのがこのグラフです（図26）。2010

年（平成22年）と2013年（平成25年）を比較すると、全体的に個人旅行が増えており、個

人旅行より団体旅行が多いのは中国と台湾のみとなっています。台湾については個人旅行

に近いツアーも団体旅行に含まれているのではないかと思われ、統計についてもう少し考え

る必要があるのではと思っています。欧米は圧倒的に個人旅行が多く、アジアも個人旅行

が増えています。

観光庁の今後の施策
　こうした中で、観光庁の今後の施策をご紹介します。先ほど、訪問先がゴールデンルート

に偏っているとお話ししましたが、2000万人を目指す上では、よりいろいろな地域に行って

いただき、いろんな日本を見てリピーターになっていただく必要があると思います。そのた

めに、ゴールデンルート以外のルートを作って売り込んでいく必要があると思います。そこで、

2015年度（平成27年度）から「広域観光周遊ルート」という新事業を予算を組んで行いま

す（図27）。

図27
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　1週間くらいで回れるような、一定のテーマ性をもった広域ルートを作り、海外に積極的

に発信していきたいと。ドイツのロマンチック街道などのようなものをどんどん作り、FIT客

が日本の町並みや歴史を楽しみながら回ってもらえるようなものを目指しています。

　この事業のイメージですが、まず各自治体に協議会を作っていただき、そこで周遊ルート

の形成計画を作っていただき、それに対して国が支援をしていくと考えています（図28）。

　支援メニューの具体的な内容としては、マーケティング調査や海外でのプロモーション、

多言語パンフレットの作成やWi-Fiなど受け入れ環境の整備などがあります（図29）。

　地域的に分散を図るだけでなく、旅行シーズンについても分散化を図りたいと考えていま

す（図30）。従来は夏季がピークシーズンでしたが、今、我 と々しても桜の時期や秋の紅葉シー

ズン、冬のスキーシーズンのプロモーションを行っており、年間を通じてピークの山をいくつ

か作っていきたいと考えています。

　グラフの一番下は直近5年間の平均値ですが、2014年（平成26年）は夏以外にもいくつ

かピークの山ができつつあります。このように、地域的にもシーズン的にも分散化を図り、訪

れた外国の方たちにいろいろな日本を見ていただいてリピーターになっていただくことを推

進したいと思っています。

　地域への支援ですが、以前から行っているビジット・ジャパン事業の中に地方連携事業

というのがあります。これは2015年度（平成27年度）も継続してやっていきます（図31）。イ

ンバウンドに取り組むため、都道府県の枠を超えた地方連携を支援し、海外に対するプロ

モーションを行う場合に総事業費を最大半額負担するというものです。海外の旅行会社の

図30
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方に視察に来ていただいてツアーを作っていただいたり、海外のメディアの方に来ていただ

いて地域を宣伝してもらうといった取り組みで、今後も続けていきます。

　いろいろな方に来ていただくには単に「来てください」と言うだけではなく、地域の魅力を

磨き上げ、分かりやすい形で発信することも必要だと思います。そこで、「地域資源を活用し

た観光地魅力創造事業」という新事業も2015年度（平成27年度）からスタートします（図32）。

　こちらは市町村を含め、小さな単位で支援をしていきます。先ほどお話しした広域観光周

遊ルートは1週間くらいの日程を想定していますが、こちらはもう少しコンパクトな規模の周

遊範囲を想定しています。観光関係者で計画を作っていただき、それに対してマーケティン

グや商品開発の費用を支援するということです。

　この他、観光庁単独ではなく、他の各省事業と連携した事業も展開しています。その例が

こちらです（図33）。

　観光庁予算についてまとめたのがこちらです（図34）。2015年度（平成27年度）の当初予

算は104億円、2014年度（平成26年度）の補正予算が42億円で合わせて146億円となります。

　2015年度（平成27年度）の観光庁予算のおおまかな内訳としては訪日プロモーション

に80億円、広域観光周遊ルートの形成や地域の取り組み支援などは9億円となっています。

2014年度（平成26年度）の補正予算では、観光産業における人材育成などを含む地域観

光振興緊急対策事業として5億円、新規インバウンド需要創出事業に34億円、この他地域

が作っている放送コンテンツを海外に発信する事業を総務省や経済産業省と連携して行っ

ており、3億円の予算が付いています。

図33
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　観光庁の予算以外に、様々な交付金もあります（図35）。地方創生の文脈の中でも、観光

は非常に大きな位置づけになっており、交付金が付くことになっています。大きく分けて地

域消費喚起・生活支援型に2500億円、地方創生先行型に1700億円となっています。
●

　私ども観光庁は2020年（平成32年）に2000万人という目標を掲げていますが、今まで

はとにかくこの目標を達成しようということで、プロモーション一辺倒の面がありました。し

かし、今後2000万人を目指す上では、どの国・地域から来てもらうのか、来てもらった方

にどのようにしてリピーターになってもらうのかを考えることが重要だと思っています。そう

いった意味でも、2015年度（平成27年度）から広域観光周遊ルートの新設をはじめ、自治

体の観光に対する取り組みの支援などを行っていきたいと思っています。

　また、既に問題となっているかもしれませんが、今後は外国人旅行者のマナーも問題に

なってくると思います。1300万人の現在も相当インパクトがあり、2000万人になると大変

なことになるのではとの懸念もあります。我々の中でも議論しているところですが、まずは

JNTOなどを活用して、お風呂の使い方や公共交通機関でのマナーなどの情報をきちんと発

信して、現地の旅行会社にも協力いただき、浸透を図ることが必要だと思っています。

　先日、有識者の方にお話を伺う機会がありましたが、その方はマナーの問題について「あ

まり甘やかす必要はないのではないか」と言われていました。例えばタイの寺院に行くとき、

露出度の高い服装はいけないといったルールがあります。そういうルールを観光客が嫌がっ

ているかと言えばそういうことはなく、そこに行ったらそういうものだと思い、それも一つの

体験として楽しんでいるという面があります。

　日本に行ったら日本のルールはこうであると、ある意味日本のマナーを儀式化し、それも

含めて体験として楽しんでもらえるような取り組みをすべきではというご意見をいただき、私

どもも確かにそういう部分もあるかなと感じました。

　つい、相手に合わせようとしてしまいがちですが、日本はこういうところだというのをしっ

かり持っていないと、日本の良さがなくなってしまうのかなと感じている部分もあり、マナー

を含めた受け入れ環境については、今後も考えていきたいと思っています。ぜひ、皆様から

いろいろご指導いただければと思います。ありがとうございました。

  〈質疑応答〉

【吉澤】　では、皆さんからご質問やご意見を伺いたいと思います。

【金井（啓）（有馬温泉）】　観光庁の助成金は、観光圏が形成されている所しか下りないとい

うのが結構ありますよね。今回紹介された補助事業で、観光圏が形成されていない所でも

使えるものにはどういうものがありますか。

【岡野（講師）】　地域資源を活用した観光地魅力創造事業がそれに当たります。ここは観光

圏などでなくてもお使いいただけます。今、ご指摘がありましたように、従来の観光圏事業

はトップランナー的な所を選んで支援するということでしたが、今後はもっと幅広く底上げ

をしていこうと思っており、今回このような事業を始めることにしました。

【梅川】　広域観光周遊ルートは観光圏とは関係ないんですよね。
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【岡野（講師）】　はい。これについては地域で協議会を作って、

計画を策定していただく形です。各運輸局で地元のお話を聞き

ながら進めています。ただ、悩ましいのは、地元の人のお話も

じっくり聞く必要がありますが、外国人の方から見て魅力的な

ものでなければいけないということです。対象を絞っていかざ

るを得ない部分もあり、その調整が難儀かなとは思っています

が、地元の意見も聞き、外国人旅行者のニーズに合うものを作っ

ていきたいと思います。

【梅川】　規模的なイメージはどんな感じですか。北海道全体と

か、あるいは伊勢志摩くらいなのか、昇龍道くらいなのか。

【岡野（講師）】　それは地域によって違いますが、外国人旅行者

は平均5.9泊滞在しているので、大体1週間で回れるようなルー

トを作りたいというのが目安です。

【湯本（草津温泉）】　広域観光周遊ルートはテーマ性が求められるということですが、どのレ

ベルまででしょうか。草津温泉の場合、周囲に軽井沢があったり、富岡製糸場があったり、

既に日本ロマンチック街道というのもあります。それが7日間という日数的に合致するかもし

れないと思っているのですが。

【岡野（講師）】　テーマ性についてはまちまちです。我 と々しては外国人にアピールできるス

トーリーが欲しいと考えています。単に場所をつなげただけでは売れないので、歴史かもし

れないし、お城かもしれないし、温泉かもしれないですが、つなぐストーリーをうまく組み

立てることが重要かなと思っており、運輸局を中心に進めているところです。

　予算にも制約があるので、希望を全て採用するわけにはいかず、その中で特に売れそうな

ところから予算をつけていくことになります。売れるストーリーをぜひ考えていただきたいと

思います。

【湯本（草津温泉）】　もう一つお聞きしたいのが免税制度の拡充についてです。私の旅館の

近所にある酒屋が免税資格を取りました。窓口が税務署になるということで、そこに行った

ら「この地域ではおたくが第一号です」と言われ、税務署の方々が実務を全然知らないと。

認可を取ったはいいがどうしたらいいのか分からず、まだ看板も出せていないそうです。ホー

ムページなどで情報提供はしていただいていますが、そのあたりのフォローアップ、いい知

恵をいただけないかと。

【岡野（講師）】　免税品目と免税店を拡大する上で、運輸局と経済産業局で連携して窓口を

設けています。運輸局を訪ねていただければ、簡単なパンフレットを作っていますし、ご相

談に乗れると思います。

【小林（草津温泉）】　広域観光周遊ルートについてお聞きします。周遊ツアーの企画販売をし

て、実際にお客様がそのルートを回られたかどうかを観測するのにグループツアーならカウ

ントが可能だと思いますが、FITが増えているという状況があります。草津温泉の場合はFIT

は受け入れ可能だがグループは不可能という宿が8割以上を占めます。そういう中で、この

事業とどう組み合わせていけるのか、お聞かせいただきたく。

【岡野（講師）】　広域観光周遊ルートは旅行商品を作るものでもありますが、もちろんFITも

岡野まさ子氏（国土交通省観光庁）
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念頭に置いています。というより、FITが増える中で外国人旅行者が周遊しやすいルートを

打ち出そうというのがもともとの考えなので、団体を中心に考えているわけではありません。

　FITの動きについては追跡ができないのではという問題もありますが、私どもは2015年度

（平成27年度）からICT（情報通信技術）を使った調査をしようと思っています。これは広域

観光周遊ルート事業と直接リンクはしませんが、外国人の方がどう動いているかがなかなか

分からないところがあります。昨年度に行った試行調査は期間も短かったので、もう少し大

規模で調べたいと思っています。その調査事業には1億円くらいの予算が付いています。来

年度以降も広域観光周遊ルート事業をやりたいと思っているので、その調査結果も反映さ

せていきたいと思っています。

【松崎（黒川温泉）】　黒川温泉は韓国の方の立ち寄りが多く、皆さんがお風呂に入るわけでは

なく、付近の散策を楽しむ形もあります。春節の頃は1日にバスが10台以上来るという状況

でした。どういうルートで周遊しているのかを知りたいと思っているんですが、このエリアの

調査をしてほしいといったお願いはできるのでしょうか。時々ガイドさんなどに聞くと、別府

から入って、黒川を回って阿蘇へ出るか、福岡に抜ける場合もあるということでした。

【岡野（講師）】　国の調査になるので、おそらくかなり広い範囲で見ることになると思います。

ゴールデンルートにどれくらい行っているのかとか、ある観光地の後にどの都道府県に行っ

ているかといったレベルの調査になると思いますので、地元のミクロの動きまでは手が回ら

ないのではと思いますが、詳細はこれから詰めるところです。今おっしゃった範囲だと、もし

かしたら自治体ベースの話になるのかもしれません。

　とはいえ、自治体ベースもなかなか統計がなく、苦労しています。都道府県クラスの統計

は宿泊統計しかなく、入込客数は統一基準を作って各自治体にお願いはしていますが、そ

れでもばらつきがあるところもあります。我 と々しても、もっと地域と一緒に調査をして、正

確な数字がとれないか検討しているところです。

【松崎（黒川温泉）】　外国人旅行者のマナーのお話が出ましたが、黒川温泉ではかなり向上

したと思います。最初の頃は現場とガイドがマナーを巡ってケンカをしたりもしましたが、ガ

イドがマナーについてレクチャーするようになり、すごく向上しました。黒川温泉では入浴マ

ナーのポスターも作りました。観光庁さんから観光連盟なり全旅連などを通じて「日本のマ

ナーはこうだ」というのをご指導いただけるとかなりスムーズに

なるのではと思いますが、いかがでしょうか。

【岡野（講師）】　マナーについては私どもも問題意識を持ってい

ます。今はJNTOのサイトで多言語で入浴方法などの情報発信

をしていますが、なかなか分かりにくい場所にあり、中に深く入

らないと出てこないので、もう少し分かりやすくする必要があ

るかなと感じています。また、それを各観光協会や自治体にお

知らせして使っていただくということも考えています。

【金井（啓）（有馬温泉）】　自治体に言っても、外国人観光客がど

こから来て次にどこに行くかという調査結果は全然ないんです

よ。一応、有馬温泉ではどこから来て、何を見て、どこへ行くの

かという韓国語、中国語、英語のアンケートがあるんです。もし金井啓修氏（有馬温泉）
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よかったらプレゼントしますから、それを使ってもらったら。

　あと、有馬温泉ではお風呂のマナーを紹介したアニメを作り、You Tubeにも上げています。

よければリンクしてもらえればと思います。温泉に入ったことのない外国人に温泉の魅力を

伝える動画もあります。

【下浦（有馬温泉）】　有馬温泉に宿泊している外国人旅行者は団体と個人で分けると、圧倒

的に個人のお客様が多いのですが、それに伴って有馬温泉には公共交通機関を使って来

る方が多くなっています。関西に来た外国人旅行者が使える公共交通機関パスは、「ジャ

パンレールパス」というJR系乗り放題のパスと、阪急・阪神と地下鉄に乗れる「スルッと

KANSAI」という2つがあります。

　お客さんは会社別に使い分けないといけないのでかなり複雑なのと、ジャパンレールパ

スはJRバスも乗れるんですが、有馬温泉に発着するJRエクスプレスという高速バスは除外さ

れています。

　お客さんとしては、そうした例外もあるので、よく「このパスはこれには使えないのか」とフ

ロントで聞かれたり、せっかくパスがあるのに別に切符を買い直しするケースも見られます。

　そういうのを国がバックアップして、もう少し分かりやすく鉄道会社とか関係なしに使える

パスは作れないものでしょうか。

【岡野（講師）】　そういったご意見も結構いただいています。観光庁としてもそういうパスを

ぜひ作ってほしいと思いますが、作るのは民間なので、採算が合うのかという問題と、どこ

でも使えるようにして参加会社を増やすと値段が高くなって使いにくくなってしまうのではな

いかという懸念もあります。

　難しいところですが、私どもも国土交通省の中の鉄道局に今のような件について考えてほ

しいと言っており、鉄道局もJRや民鉄と話し合いを始めています。

　まず、我 と々してやってほしいと思うのは相互乗り入れは無理でも、SuicaやICOCAがあれ

ば基本的にどの地方でも使えるといったICカードの利用範囲の拡大ですね。東京五輪をテ

コに、皆さんがなるべく同じ方向を向いてほしいと思ってお願いをしているところです。

【大西（阿寒湖温泉）】　先日、スペインに行く機会があり、3カ所くらいの観光局の局長のお

話を聞くことができました。進んでいると思ったのは、25年ほど前から世界に向けたプロ

モーションを行って、年間5000万人、6000万人のインバウンド誘致を実現していると。今

はいかに高単価のお客様を誘致するかに力を入れており、ホテルに関してはグレードアップ

に関する法律をどんどん作っているというんです。日本では建築法的に無理ですが、例えば

今ある建物の上に建物を増設して広い部屋を作れるような法律などですね。

　日本のインバウンド誘致の現状は、数ばかりが目立っていて、それは当然だと思いますが、

ある地域については飽和状況が生じている中、質を上げていくことによって観光地も業界

も潤っていくことも必要かなと。今、速いスピードでラグジュアリーマーケットが成熟しつつ

ある中、数だけを追っていたら失うものも多いので、そういう政策も並行してお願いできた

らと。例えば日本国内で価格帯が上昇しているかどうかというデータはあまり出てこない感

じがするのですが。

【岡野（講師）】　量から質という問題はなかなか難しく、数は分かりやすく政府目標として掲

げやすいのですが、質というのは何をもって質というのかという議論があります。お金を使う
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という点から言えば、中国の方はたくさんのお金を使ってくれています。しかし皆さんが質の

高い外国人旅行者を呼びたいという場合、欧米の方に来てほしいという方も多かったり、あ

まり中国の方を念頭に置いていない場合が多いです。

　アクション・プログラムの改訂を今行っていますが、何を目標とするか今議論していると

ころです。その中で、質について入れるべきではという議論は当然あります。ただ、質とは何

かというのは、なかなか難しい問題かなと思います。

　おっしゃるように日本のホテルや旅館は単価は低いですよね。海外はもっと高く、ロンドン、

パリで大したことのないホテルでも1泊2万円くらいしますし、そういう意味では日本はもっと

単価を上げてもいいのではないかと思いますが、我々がそう言うこともできないので、むし

ろ業界の方で戦略として考えるべき部分かなと思います。私たちも数だけを追い続けるのに

は限界があると認識しています。ただ、政府目標として質を掲げた場合、具体的な内容が難

しいというところです。

【中澤（草津温泉）】　これは観光庁と直接関係ないかもしれませんが、日本の労働市場で観

光産業で働く人手不足の問題が既にもう出てきていると感じます。中小の旅館で需要があっ

ても、人手が足りず部屋を空けているというケースも見られます。

　今後は地域ぐるみで、日本のおもてなしをいかに学んでもらうかということで、海外のホテ

ル学校などとうまくタイアップしながら、地域全体で日本の良さを海外にアピールするとい

うことも併せて考える必要が出てくるのではと思っています。

　これは厚生労働省なども関わり、移民や入国管理に関する問題もあるのですが、草津温

泉のそばにキャベツで有名な嬬恋村という所があり、そこには労働市場を外国に求め、かな

り農業施政としては緩和されているわけです。観光業ではそういうことがなかなか許可され

ていませんが、人口減少の問題もあり、地域の観光地が今後も存在していくためには、そう

いった要素をいち早く取り入れる必要性もあるのかなと。

　今は2000万人という目標に向けてやっていますが、それと併せて、そういう問題について、

観光庁の中では既に議論が出ているのか。はっきりしたお答えでなくてもいいんですが、観

光庁ではどのように見ていらっしゃるのでしょうか。

【岡野（講師）】　そういう問題意識も持っています。実際、ホテルや旅館の方から人手不足で

あること、外国の方がいらっしゃるときにおもてなしの一環と

して同じ国の方がお迎えした方が安心感があっていいのではな

いか、そういった理由から外国人の方を雇用したいがなかなか

うまくいかないというお話も聞きます。

　私どももどうすればいいかということで、法務省に話を聞い

て勉強しているところです。今、聞いている範囲では、制度とい

うよりも運用の問題が結構あるとのことです。観光業の仕事の

内容によって認められたり、認められなかったりというのがあ

り、担当者によって解釈が異なり、運用がまちまちになったりし

ている面があるようです。そこはもう少し課題を特定した上で、

法務省にお願いできるところはしていきたいと思っています。

【米田（愛媛大学）】　私も中澤さんのご提言と同じ思いを持って中澤敬氏（草津温泉）
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います。私が由布院にいるとき、2005年（平成17年）に雇用に関する調査をしました。その

当時で既に人手不足の状況が続いていて、近隣の町からたくさん働きに来ているけど足りな

いといったことがありました。

　ご参考に、愛媛県の取り組みを1つご紹介します。道後温泉もやはり人手が足りない状況

で、今年から観光に関わる人材を育成する職業訓練コースを作りました。対象は日本人で、

失業中であることが前提です。観光業に興味があるけど、踏み切れなかった人たちを観光

人材として育成していこうという取り組みです。どのくらい応募があるかと思っていたのです

が、かなり多くの応募がありました。

　2つのコースを設定し、それぞれ半年かけて育成します。どれくらいの人材が仕上がるか、

仕上がった人材をどれだけ雇用できるかと。一つの可能性ではないかなと思っています。

【梅川】　国連世界観光機関（UNWTO）などでも、日本の観光産業の雇用統計は非常に遅

れているのできちんとやれと言われているんですね。今、中澤さんが指摘された課題はまさ

に顕在化しているので、きちんとやっていく必要があると思います。産業間の人の取り合い

になってくるわけですよね。今は建設業やITに完全に人を取られていて、おもてなしといって

いても、肝心の人がいないという状況が顕在化しているので。

【松崎（黒川温泉）】　これは観光業界全体で取り組んでいかないと、不況のときは人がいるけ

ど、活況になるとサービス業に就く人がいなくなるという現状があります。

　うちの旅館も韓国と台湾から来てもらっています。中華圏と韓国のお客様がかなり増えて

いるので、日本のおもてなしを学んでもらうということで、派遣会社にお願いして派遣しても

らっています。

　一時期中国の人がホームステイみたいな形で研修させてくれということもありました。中

国で温浴施設を作りたいということで、1週間くらい滞在して。学会で知り合った方でしたが、

日本のおもてなしを中国に持ち帰ろうという気持ちが彼女にあったので、かなり細かくいろ

いろ勉強されていました。

　農業研修があるのなら、観光サービスの研修も海外から受け入れることができるような

システムを作っていただければと。日本のおもてなしのシステムの研修に来てもらえるよう

な制度をサービス業で作れたらいいなと。自分たちも外国に行って日本人スタッフがいたら

安心というのがありますし、外国のお客様からも自分の国のス

タッフがいると安心感があってよかったと好評を得ていますの

で、そういう部分をもう少し具体的に、法務省などに推してい

ただけると観光業界にとってありがたいのかなと。

【梅川】　雇用問題は研究会で取り上げてもいいですね。

【吉澤】　では、最後に岡野講師から一言お願いいたします。

【岡野（講師）】　いろいろご指摘をいただき、ありがとうございま

した。普段、役所にいるとなかなか現場の方のお話を伺う機会

がなく、自分たちのやっていることが正しいのかどうか迷う部

分もあります。こういう機会は非常に貴重だと思いますので、ぜ

ひ今後ともいろいろ意見交換をさせていただければと思います。

ありがとうございました。梅川智也
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訪日外国人に関するJTBFの取り組み
【塩谷】　これまで、当財団がインバウンドの分野でどんな仕事をしてきたかをまとめました

（図1）。私は統計畑、観光の経済効果の調査を2000年（平成12年）頃からずっとやっており

ます。その中でインバウンドにも関わってきました。

　受託事業では2001年（平成13年）〜2006年（平成18年）にかけて6年間、『我が国の旅行・

観光産業の経済効果に関する調査研究』を担当し、国際ビジョンの中で我が国の外国人の

消費額が非常に低い水準にあるということをアピールしました。2000年（平成12年）の時

点では外国人の消費額が全体の6.2％しかないことを明らかにし、この頃から観光立国の中

でインバウンドの振興が非常に重視されてきたわけですが、そういう基礎資料を作ってきて

います。

　2004年（平成16年）には外国人旅行者が増えてきた状況の中で、『外国人観光客に係る

統計情報のあり方に関する調査』をお手伝いしました。日本政府観光局（JNTO）や日銀な

どにも参加いただき、宿泊統計と空港での統計の2つを整備していく必要があるという提言

を行いました。

　実際に主要空港で『訪日外国人消費動向調査』が実施されるようになったのが2010年（平

成22年）です。現在に至るまで継続的に調査を行ってきたところです。

　2012年（平成24年）〜2013年（平成25年）にかけては、免税店関係の調査も行っています。

当初は免税の代行業者を入れる形のEU方式の免税制度をベースに考えられていましたが、

2
インバウンド・マーケットの最新動向

講 師
公益財団法人日本交通公社

観光政策研究部 次長・主席研究員　塩谷 英生
観光政策研究部 主任研究員　相澤 美穂子

図１ 塩谷英生 相澤美穂子
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詳しく見ていくと日本の免税制度は使いやすいことも明らかになってきて、最終的には既存

の免税制度の延長線上で改正が行われる形になりました。こういったことを受託調査の中

で行ってきています。

　自主事業も並行して進めてきています。2014年（平成26年）から地域における戦略的な

インバウンド推進に関する研究を行っています。『地域の“とがった”に学ぶ インバウンド

推進のツボ』という小冊子を作ったり、我々の機関誌『観光文化』の中で、アジアのFITを

地域に呼ぶにはどうしたらいいかというテーマで研究を行ってきました。

　2014年（平成26年）はアジアの主要な5つの国・地域でFITマーケットを中心にアンケー

ト調査を行い、その結果を『旅行年報』という機関誌にまとめたり、旅行動向シンポジウム

で発表したりしております。

　それでは、主にFITについて取りまとめた自主研究の成果を中心に、相澤からお話しいた

します。

【相澤】　本日お話しする内容は、大きく3点に分かれています。最初は「訪日外国人旅行市場

の最新動向」についてです。2番目は岡野課長からもFITやリピーターが増えているというお

話がありましたが、私たちも「訪日外国人FIT、リピーターの地方分散化」について自主研究

で取り組んできましたので、その調査結果についてご報告いたします。最後に「外国人にとっ

ての温泉と旅館」について、改めて考えたことをお話ししたいと思います。

1. 訪日外国人旅行市場の最新動向
【相澤】　2014年（平成26年）の訪日外客数は主要国・地域の全てが前年の数を上回る結果

となりました（図2）。特に伸びたのがマレーシアやフィリピン、ベトナム、タイなどです。イン

ドネシアはそれほど伸びは大きくないのですが、これはルピアが安かったという理由があり

ます。

　2012年（平成24年）と2013年（平成25年）を比較すると、2013年（平成25年）は初訪

日客が拡大しつつ、リピーターも増加して市場が広がったと言えます（図3）。2014年（平成

26年）も同様の傾向が続くと思われます。韓国や台湾はリピーターの数が非常に多くなって

います。また、香港はボリュームは少ないですが、やはりリピーターの占める割合が多く、タ

図２ 図３
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イも徐々にリピーターが増加している状況です。

　また、2013年（平成25年）はツアー、FITともに増加しています（図4）。この年、FIT客は

700万人を突破しました。こちらについても2014年（平成26年）も同様の傾向が続くと思い

ます。初訪日客が増えているのでツアーも増えていますが、確実にFIT化が進展していると

言っていいと思います。

　先ほど岡野課長から、2014年（平成26年）の訪日外国人の旅行消費額が2兆円を突破し

たというお話がありましたが、旅行消費額についても東南アジアの存在感が強まっています

（図5）。タイ、シンガポール、マレーシアの3カ国を合わせた旅行消費額は米国、香港を上回

る規模に拡大しています。

　2013年（平成25年）のデータになりますが、訪日外国人の国・地域別の旅行支出額の内訳

がこちらです（図6）。中国の買物代が突出していますが、旅行支出総額としてはシンガポール

やマレーシアなども高い傾向にあります。これらの国は宿泊料金が比較的高くなっています。

　訪日外国人は全般的に買い物が好きということで、どういうものを買っているのか費目別

の人気ランキングを見てみますと、1位が菓子類、2位が化粧品や医薬品類、4位は食料品や

飲料類となっています（図7）。この1位、2位、4位の費目は2014年（平成26年）10月の免税

制度改正で新たに免税対象となった品目です。

　今までは家電などが人気が高い傾向にあり、どうしても大都市部にお金が落ちることが

多かったのですが、お菓子や地酒など地域の名産品も免税対象になったので、今後は地方

図４

図６

図５

図７
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経済への影響も期待できるのではないかと思います。

　2014年（平成26年）の4月と10月について、運輸

局別に各地域の消費税免税店の数の推移を示した

のがこちらの表です（図8）。やはりどうしても関東

と近畿が多く、大都市部に集中していると言えます。

それ以外の地域はまだ少ないので、地域にお金を落

としてもらうという意味では、消費税免税店を増や

すことが重要になってくるのかなと思います。

　この中で注目すべき県として和歌山県が挙げられ

ます。2014年（平成26年）4月には8店舗でしたが、

10月には66店舗と大きく増えており、岩手県に次い

で2番目に高い増加率となっています。2015年（平成27年）2月に和歌山県観光交流課に取

材に行ったところ、和歌山県では観光交流課が免税店化に全力で取り組んでいるそうです。

　県内の事業者に対して説明会や戸別訪問を行うのはもちろん、先ほども話がありました

が、税務署の手続きがなかなか難しいということで、観光交流課の方が県内の税務署全て

に足を運んだそうです。税務署によって、手続きの方法が若干異なるそうで、そういったと

ころを全て聞き取り、マニュアル化して、事業者に配るという取り組みを行っているそうです。

各店舗が免税手続きをするのは難しいところもあると思うので、このような観光交流課の支

援なども必要になってくるのかなと感じました。

親日度抜群の東南アジアは有望市場
　では、日本がどの市場を狙っていくのかということですが、訪日外客数の伸びが著しく、

活気があって景気がいいということで、我 と々しては東南アジアがいいのではないかと思っ

ています。

　これは18カ国を対象に、電通が行った日本への好意度ランキングの調査結果です（図9）。

1位がベトナム、2位がマレーシアとタイと東南アジア諸国が続いています。同じ調査で訪日

意向を聞いているのですが、こちらについても上位を東南アジアが独占する結果となってい

図８

図９ 図10
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ます。東南アジアの国々は日本への好感度が非常に

高いことに加え、活気があって景気がいいという点

からも、市場として期待が持てるのではないかと思

います。

　冒頭に塩谷から話があったように、当財団で韓

国、台湾、中国、タイ、インドネシアの5つの国・地

域を対象に調査を行いました。その中で、今後3年

間で日本に行きたいという意向について調べたとこ

ろ、タイとインドネシアは訪日意向が高くなっていま

す（図10）。いずれも「具体的に計画している」という

回答が半数を超えています。

　この調査で「あなたにとって日本はどういう位置づけですか」という質問をしたところ、や

はりタイとインドネシアでは「1番お気に入りの旅行先」という回答が7割を超える結果とな

りました。非常に日本を訪れたいという意欲があることが分かります。

　また、2015年（平成27年）2月末にタイ国内で開かれる最大の国際旅行博として知られる

「タイ国際旅行フェア（TITF）」に行ってきました（図11）。既にタイからの訪日客数はかなり

伸びているので、これ以上伸びないのではないかという懸念もあり、現地の状況を見に行っ

たのですが、非常に日本の存在感が大きいことが分かりました。

　メイン会場の約半分が日本関連ブースで占められており、ゴールデンルートだけでなく

様々な商品が展開されていました。タイの旅行会社数社とJNTOにヒアリングしましたが、と

にかくきれいな場所、たくさん写真が撮れる場所が好まれ、花や買い物、かわいいもの、日

本の果物が大好きという傾向が挙げられました。先ほどご紹介した5カ国調査の前年は台

湾について調査を行ったのですが、台湾の旅行者にヒアリングしたときと似た傾向や国民性

があると感じました。

　今タイから日本へは年間60万人くらい訪れていますが、100万人に達するのではという旅

行会社の方もいました。ただ、現在の一番のリスク要因としてはタイ国王の健康問題があり

ます。国王に対して非常に親しみを持っている国民なのですが、国王は現在入院中で、もし

万が一のことがあると、喪に服して旅行控えが起きることが考えられるという話でした。

　岡野課長からもお話がありましたが、少子高齢化によって日本の人口が減少し、それに伴っ

て旅行需要も減少してくるので、インバウンドでカバーすることが求められてくると思います。

こちらは少し前に塩谷が行った試算で、人口減による日本人の旅行需要の落ち込みをインバ

ウンドが補い、2030年（平成42年）までほぼ横ばいで推移するのではないかということです。

2. リピーターとFIT客の地方分散化
　続いて、リピーターとFIT客の地方分散化についてお話しします。これは2013年（平成25

年）のデータですが、外国人の延べ宿泊者数はどうしても東京都と大阪府に集中する傾向

が見られます（図12）。

　この2都府で全体の約42％を占めており、さらにゴールデンルートの拠点である千葉県と

図11
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京都府を合わせるとこの4都府県で約6割を占め、既

に東京や大阪では2014年（平成26年）から宿泊施

設の不足という状況が発生しています。また、北海

道ではバスが不足する事態も起きています。

　日本人旅行者が大阪や東京でホテルが取れない

という話も最近よく聞きます。地方分散化を今まで

考えていたよりも速いスピードで進めていかなくては

ならないのではと感じています。

　こういった危機感があり、当初は2020年（平成

32年）に訪日外客数が増えたときに、都市部だけで

は受け入れられないだろうということで、FIT客の地方分散化をテーマとして当財団で自主研

究を始めたのですが、既にそういう状況が生まれつつあると言えます。地方分散化を進める

には、FIT客、リピーターの誘致が必要であるということで、こちらにテーマを絞って研究を

行っています。

　先ほども一部の調査結果をご紹介しましたが、当財団では2014年（平成26年）7月に韓

国、台湾、中国、タイ、インドネシアを対象地域としてインターネット調査を行いました（図

13）。調査対象は訪日旅行経験があり、日本への再訪を希望している方、再訪の際には個別

手配かフリープラン型のツアー利用を考えている方としました。ですので、この調査でFITと

いうのは、個別手配あるいはフリープラン型ツアーの利用者を指します。

　これまでの訪日回数別に、個別手配の意向の高さを示したのがこのグラフです（図14）。訪

日回数が6回以上になるといずれの国・地域とも、約6割が日本への旅行について個別手配

を希望しています。台湾は非常にツアー利用率が高く、訪日回数が5回くらいまではツアー利

用を希望する方が多いのですが、6回以上になるとFITで訪れたいという方が多くなります。

リピーター度に比例して高まる地方への関心
　日本の地方への訪問経験・意向について尋ねたところ、回答者のほぼ半数が「地方に個

人旅行経験があり、今後も行きたい」と回答しています（図15）。そして3割は、「地方に個人

図12

図14

図13
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旅行の経験はないが、ぜひ行きたい」としています。できれば行きたいという回答も含めると、

FIT旅行者はほぼ100％が地方に行きたいと考えていると言えます。地方への訪問経験と訪

問意向を国・地域別に示したのがこのグラフです（図16）。

　ではどういった形で地方を訪れたいかを尋ねたところ、半数が大都市と地方を組み合わ

せた周遊を希望するという結果になりました（図17）。やはり買い物を大都市でしたいという

要望から、この回答を選ぶ方が多かったと考えられます。一方、地方を中心に複数の地方を

周遊したいと回答した方も全体の4分の1を占めました。一つの地方に滞在したいという回答

は少数派となっています。

　国・地域別に見ると、韓国や台湾など旅行日数が短いところは、「大都市を拠点として地

方を日帰りで訪れたい」という回答がタイや中国に比べて多くなっています（図18）。タイや

中国は韓国や台湾よりも滞在期間が長めなので、周遊への意向が強くなっています。中国

については、地方を中心に複数の地方を周遊したいという意向が強いのも特徴として挙げ

られます。

　こうした意向をうまく商品化した例に、台湾向けのGALA湯沢スキー場の商品があります。

2013年度（平成25年度）の取扱人数は1万人を突破しました。これは「大都市＋地方」と

いうコンセプトに加え、台湾は面積が狭いので、長時間の移動を好まないという傾向があり、

東京から77分で行ける近い場所であることを強調したことが成功要因だと思います。

　やはり訪日回数を重ねないと、なかなか地方へ訪れないという傾向はあります。これは日

図15

図17 図18

図16
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本で行ったことがある場所を訪日回数別に見たグラ

フですが、訪日回数が3〜5回では地方都市や大都

市周辺の地方訪問率が高い傾向にあります（図19）。

具体的には、箱根や福岡などですね。大都市から離

れた都市部の訪問率は、訪日回数が6回以上になら

ないとなかなか上がってこないということで、地方へ

の誘客はリピーターを狙うことが必要だと思います。

　日本政策投資銀行はアジアの8地域で、日本の

観光地の認知度について調査を行っています。今回、

この研究会に参加している皆さんに関連のある場所

を抜粋しました。例えば釧路・阿寒では、訪日経験がない人や1回の人は認知度が低いですが、

2回以上になると高くなっています（図20～23）。訪問意欲についても同様の傾向が見られま

す。リピーターを狙うことの重要性が、こういうデータからも読み取れると思います。

　ただ認知度を上げるだけではなく、重要なのはFITで行きやすい場所であると思わせるこ

とだと思います。これは我々の調査で、行ってみたい日本の観光地と、FITで行きやすいかど

うかを尋ねた結果をグラフにしました（図24）。この両者は大体リンクしています。地名やそ

こでできることをPRするだけでなく、具体的にどういう交通手段で行けるのかまで伝えてあ

げることで、訪問意欲が高まるのではと思います。

図20

図22

図19

図21

図23
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　地方へ行く際の課題としては、言葉の問題が一番に挙げられています。次に多いのが交通

に関するものです（図25）。また、それほど回答は多くありませんが、ショッピングができる場

所が少ない、免税店が少ないといったことは買い物が大好きな中国などで選択率が高くなっ

ています。

　後は荷物の問題もあります。かなり買い物をするので荷物の持ち運びが面倒ということが、

地方訪問の障害になっている部分もあります。ですから、先に地方へ行ってもらって最後に

大都市での買い物の機会を設けるといったルート作りが有効ではないかと思います。

3. 外国人にとっての温泉と旅館
　最後に外国人旅行者にとっての温泉と旅館についてお話しします。観光庁で行った調査

によると、訪日旅行で行った活動の中で「旅館に宿泊」は5位、「温泉入浴」は6位に入って

います（図26）。温泉入浴、旅館宿泊ともに、韓国や中国など東アジアの方の経験率が高く

なっています。

　次回行いたい活動としては、温泉入浴は1位だったのに対し、旅館宿泊は7位とかなり開

きが見られました（図27）。温泉入浴を行いたいと答えた国・地域の1位はロシア、2位がフラ

ンス、その次あたりに東アジアが来ています。旅館に宿泊と答えた国・地域もフランスと英

国が1・2位で上位は欧米が多いのですが、東アジア

は若干下のランクに入っています。

　これはなぜかと思い、温泉入浴、旅館宿泊に対す

る満足度を見てみました（図28）。「期待以上」とい

う回答率が高い順に並んでいますが、温泉入浴と旅

館宿泊は、順位としては真ん中より下に位置してい

ます。温泉入浴で期待以上という回答率はアジアが

低く、旅館宿泊は東アジアが下の方に集中している

という状況です。

　これは個人的な主観ですが、温泉は何度も経験し

ているので、今までと同じという回答が多いのでは

図24

図26

図25
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というのが一つと、旅館宿泊については、旅館の楽しみ方が十分伝わっていないのではと感

じる部分もあります。温泉は入って気持ちいいということで、すぐに満足できる部分があるか

と思いますが、旅館宿泊は文化的な背景もあり、そういう意味での楽しみ方がうまく伝わっ

ていないのではと感じます。

　なお、当財団で行った5つの国・地域を対象とした調査で泊まってみたい宿泊施設のタイ

プを聞いたところ、温泉旅館は台湾を除く全ての国・地域で1位となっています（図29）。温

泉旅館に泊まりたいというニーズは非常にあると言えます。

　泊まってみたい宿泊施設のタイプについて、訪日回数別に見ると、数はそれほど多くない

のですが、訪日回数が多いほど「部屋に露天風呂が付いている宿」や「大きな露天風呂が

ある宿」などの選択率が上昇しています（図30）。訪日回数が多いほど温泉旅館の楽しみ方

を理解し、こだわりが強くなるのではないか、それが調査結果に表れているのではないかと

感じました。

　この調査で日本が他国より最も優れていると思われるものについて聞いたところ、「温泉

めぐり」という回答が突出して多い結果となりました（図31）。「宿泊施設・飲食店の従業員

サービスの質」というのも高い回答率となっています。こうした資源を活用して外国人旅行

者を呼び込むことが重要だと思います。

　最後に、地方でこそ体験できる日本の魅力について尋ねたところ、ここでも「温泉めぐり」

が1位となりました（図32）。これからますます多くの外国人が日本を訪れ、温泉を楽しむと

図28

図29

図27

図30
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図31 図32

いう意味で地方のポテンシャルは大きく、日本の競争力の源泉は地方にあると言えるのでは

ないかと思います。

　こうした調査の結果から、外国人旅行者が地方を訪れる際に行いたい活動の1位は温泉

めぐりであり、日本が他国より優れている最大の魅力は温泉であると言えます。リピーター

になるにつれて、客室露天風呂や露天風呂の大きさにもこだわりが生まれています。リピー

ターやFIT客にまだ知られざる温泉の魅力の奥深さを伝えることが、地方分散化の促進に

つながるのではないかと思います。

  〈質疑応答〉

【吉澤】　それでは今までのお話について、ご質問やご意見をいただきたいと思います。

【金井（啓）（有馬温泉）】　例えば我々が韓国に行くとしたら2泊3日くらいですよね。でも有馬

で調査をして最近知ったんですが、韓国の人は5泊とか9泊とか滞在日数が結構長いんです。

理由を聞くと、航空会社の割引率が高いそうです。確かに我々が2泊3日でヨーロッパに行っ

たらすごく高くなりますよね。各国の航空会社の割引率を考慮しないといけないと思うんで

すが、各国のお得な滞在日数ってどうなっているんですか。

【相澤】　おそらく韓国の方が有馬温泉を訪れる場合は関西国

際空港（関空）を利用すると思いますが、LCCの利用率が非常

に高いのではと思います。LCCの価格は完全に席の空き状況に

よるので、一概に言うのは難しいのではないかと思います。観

光庁が全国を対象に行っている調査だと、韓国の方の平均滞

在日数は短いです。なので、今おっしゃったタイプは少数派な

のかなと。

【塩谷】　有馬にいらっしゃっている方はある程度富裕層なのか

なと。一般平均とは少し違うという気がします。

【金井（啓）（有馬温泉）】　データはそろっていないんですが、今

僕が言ったのはほとんど有馬に日帰りで来る人たちなんです。

前日もその晩も泊まるのは大阪、それで滞在日数は1週間とか相澤美穂子
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10日というので、何でかなと。

【塩谷】　関空を利用する韓国の方は1都市滞在型がかなり多いようなので、そういう方は滞

在が比較的長いかもしれません。

【金井（啓）（有馬温泉）】　大阪にいる在日韓国人の親戚を訪ねるというのもあるかもしれな

いですね。

【塩谷】　確かに親族知人の訪問が多いのが韓国の特徴です。

【相澤】　今、データを見ていたのですが、関空から出国する韓国の方の平均泊数は8.2泊な

ので、おっしゃる通りですね。九州から出国する韓国の方は2泊か3泊、新千歳も短いです。

【金井（啓）（有馬温泉）】　関空から出国する他の国はどうですか。

【相澤】　そうですね、韓国・台湾は平均で5泊になります。韓国・台湾・香港だと6泊ですね。

全ての国籍を合わせた全体で見ると12泊です。欧州は滞在日数が長いので。ちなみに中国

は20泊、台湾は10泊になります。これは観光だけではなく、研修や1年未満の滞在も含まれ

ています。

【金井（庸）（有馬温泉）】　温泉、旅館に宿泊の満足度の調査で、「生活文化体験」と「歴史・

伝統文化体験」という項目がありますが（図28）、これはどんな中身なのでしょうか。

【塩谷】　これはJNTO時代の選択肢を引き継いでおり、我々が考えた選択肢ではないんです

が……。例えば陶芸といった体験も、回答者の考えによってどちらにも振れてしまう可能性

があると思います。

【大西（阿寒湖温泉）】　図24に「行ってみたい観光地はFITで行きやすい観光地」とあり、あ

りがたいことに阿寒は上位にありますが、FITで行きやすいというのはどういうことなのかな

と。図25に挙げられている課題が解決しているということなのでしょうか。というのは、う

ちの地域ではほとんどこの課題が解決されていないんですね。なのにどうして行きやすいと

言ってもらえるのかなと。

【相澤】　私も阿寒は、外国人旅行者にとって交通手段の選択などが難しいのではと思ってい

たのですが、回答率が高いと感じました。まだ分析しきれていない部分がありますが、北海

道の訪問経験率が非常に高いので、北海道を訪問したときに阿寒がどこにあるかを知った

のではと思います。具体的な位置を知って、こういうふうに行けるという大体のイメージを持

たれているのではと。

　地名を知っているだけでは訪問意欲につながらないという

結果が出ているんですね。具体的な位置を知ると訪問意向に

リンクしてきます。この調査では行き方を知っているかという聞

き方をしているので、そのあたりに関連性があるのではと思い

ます。

【大西（阿寒湖温泉）】　釧路空港から阿寒湖温泉へはバスが運

行していますが、本当に利用者が少なくていつも廃止の話が出

ていたんです。僕らの旅館組合がお金を出して維持するといっ

たことをやっていたんですが、海外のお客様が増えてきてバス

が満員になってきたんです。運営が成り立つようになってきたと。

もっとバスを整備できるような環境ができてきたんだなと最近塩谷英生
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感じています。

【湯本（草津温泉）】　図25で、地方へ行く際の課題で一番多い回答に「地方ほど言葉が通じ

にくい、外国語の案内表示が少ない」があります。草津町の議会でも問題になりますが、国

が奨励する4カ国語表記になると、地図などが非常に見づらく煩わしいものになると言われ

ることがあります。英語は必要というのが共通認識になりつつありますが、台湾・中国・韓

国の方々は、自国の言葉がどこまで書かれることを求めているのでしょうか。看板などにも

求めているのでしょうか。

【相澤】　この調査を国・地域別に見ると、台湾では言葉の問題についての選択率が低いと

いう結果が出ています。漢字圏であることとリピーターも多く、日本の旅行に慣れていると

いうこともあり、漢字である程度カバーできる部分はあるかと思います。

　韓国とタイの方は英語を話せる方がそれほど多くないので、その辺のハードルはあるのか

なと思います。東京五輪に向けてもっと多言語化すべきという声もありますが、サインにつ

いては4カ国語表記による煩雑さはどうしても生じてくるので、確かにあまりに言語が増える

のは得策ではないという気がします。

　それよりもウェブサイトやパンフレットの多言語化を進めていただければいいのではと思

います。東アジアも東南アジアも、多くの旅行者はウェブで情報を収集していますので、そ

ちらの多言語化は進める必要があると思います。

【岡野（講師）】　今のお話に関連して1つ申し上げたいことがあります。多言語表示の件です

が、観光庁でもガイドラインを作っています。これは公共交通機関や自然公園、美術館・博

物館などの表示について示しているものです。山の場合なら、富士山はMount Fuji、月山は

Mount Gassanなど、いろいろ用例を付けています。

　基本は日英の2カ国語表記で、例えば中国の方が多い所は中国語、韓国の方が多い所は
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韓国語を加えるなど、その他の言語について地域の実情に応じてやっていただくのがいいと

いう形です。博物館や美術館は説明文が長いので、4カ国語表記にするとスペースをとってし

まうということもあるので、ARコードなどIT技術も活用するのがいいのではと考えています。

　1つ質問があります。図29で泊まりたい宿泊施設を国・地域別に見ると、「宗教や信条に

配慮した食事を提供してくれる宿」で中国の回答が48％を占めています。これは具体的に何

を念頭に置いた回答なのでしょうか。

【相澤】　私もなかなかこれは解釈が難しいと思っています。オンライン調査を行うと、中国

の方はいろいろな項目を選択する傾向があり、選択率が全体的に高いんですね。おそらく、

宗教というよりは中国人の生活スタイルなどを念頭に置いているのではと思いますが、こち

らもこういう結果が出て驚いているといった状況です。はっきりしたお答えができずすみま

せん。

【塩谷】　中国は歴史的に宗教を抑圧してきていると思いますので、これも情報処理の失敗が

かなりあるのではと思います。インターネット調査の経験値を高めていかないといけないと。

　国内のインターネット調査の場合、私は2割くらい無効処理をしていて、かなり厳しくチェッ

クしていますが、海外の場合は1割くらいしかチェックしきれていないので、もう少し厳しい

チェックが必要だと思います。韓国は全般的に肯定的な回答の比率が低く、中国は高いと

いった国による傾向もありますので、今後は精度を高めていければと思っています。

【米田（愛媛大学）】　ここにいらっしゃる各温泉地の方に教えていただきたいのですが、今道

後温泉ではゲストハウスが非常に増えています。旅館組合の範囲外で増えていると。松山市

で6〜7軒あると思います。先日金沢に行きましたが、金沢にも50軒近くあります。各温泉地

のゲストハウスの状況を教えていただければ。

【中澤（草津温泉）】　都心部はあるんじゃないですかね。観光地は旅館やホテルが中心だか

ら……。ゲストハウスの定義ってなんですかね。

【安部（由布院温泉）】　ペンションは結構ありますね。農家民泊もありますが……。

【米田（愛媛大学）】　金井さんの所はゲストハウスがありますよね。

【金井（啓）（有馬温泉）】　あれをゲストハウスと呼ぶなら、有馬旅館組合ですらゲストハウス

を持っているみたいなものですよ。

【米田（愛媛大学）】　最近は機会があればゲストハウスに泊まる

ようにしているので、どうなっているのかなと。よくある典型的

なパターンは、ドミトリーと個室があり、ドミトリーは男女相部

屋が多くバックパッカーがよく泊まっていて、1泊2000〜2500

円くらいで2段ベッドが並び、個室は3000〜4000円でツインな

どになると。よくあるのは古民家を改装しているものです。

　ゲストハウスにはコミュニティがありますよね。居間などで旅

行者同士が談話して情報交換するというのが一番の面白さで、

ここに可能性を感じているのですが。旅館業界がどうというよ

り、すみ分けができて、多様性が広がる一つの方法かなと。

【中澤（草津温泉）】　昔、ユースホステルというのがありましたが、

それとは違うんですか。安部順一氏（由布院温泉）
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【米田（愛媛大学）】　はい、ユースホステルとは違いますね。

【松崎（黒川温泉）】　黒川周辺では外国人の民泊が増えています。

博多はゲストハウスが結構多いです。韓国が近いので釜山から

1泊で遊びに来る人たちが多くて、結構はやっているそうです。

個室よりもドミトリー形式のゲストハウスが人気のようです。

【金井（啓）（有馬温泉）】　日本文化を教えるホストみたいな人

がいて人気があるゲストハウスがあります。後は自分の家を旅

行者に貸すサイトもあります。あれをやられると旅館業法とか

どうなるのかなと。

【塩谷】　空港調査をやっている調査員の中には、韓国の人の20

人に1人はそういう所に泊まっていると言う人もいます。

【北（阿寒湖温泉）】　私は金沢の出身ですが、お寺の住職で海

外に留学して英語が堪能で、金沢に帰郷してから古民家でゲストハウスを始めた人がいます。

お客さんはどちらかというと欧米系が多いそうですが、バックパッカーがインターネットでど

んどん予約を入れて、1泊数千円で泊まれると。

　彼らは一般の観光客が行くような近江町市場とか料亭などは高くてとても行けないので、

近江町市場の向かいの名鉄百貨店のデパ地下に連れていくそうです。そこで日本の食材に

ついて説明して、パックに入った総菜を買って帰り、みんなで宴会をすると。それが口コミで

広がり、ビジネスとして定着してきていると聞き、着眼点が面白いなと。

【米田（愛媛大学）】　私もまさにそういう所に泊まりまして、これは私見ですが、そういう市場

も我々が取りに行っていいのではと。バックパッカーは若くてお金がないということですが、

国に戻ってからそれなりの地位に就く場合も多いんですね。10年後20年後に大事な顧客に

なり得る人たちにしっかりコミットしておくこともありじゃないかなと。特に、泊まった場所で

日本人も外国人も交じって意見交換するというのは本当に楽しいので、ここはチャンスかなと。

【相澤】　今、こちらに映したのが沖縄県についての外国人旅行者の調査結果です（写真）。

沖縄にはゲストハウスが結構あるんですね。この調査では民宿と合わせた形ですが、約4％

の外国人が泊まっていて、全体から見るとシェアは高く

ありませんが、国別で見ると米国が6.3％、その他の国が

14.3％ということで欧米のバックパッカーが多く利用して

いることが数字に表れていると思います。

【吉澤】　昨日、たまたま国会中継を見ていたら旅館業法

の規制緩和について説いている議員がいました。今のよ

うな旅館業法に絡む話も来年度以降、随時ご紹介でき

ればと思います。では、時間もまいりましたのでこれで研

究会を終わりたいと思います。どうもありがとうございま

した。写真

米田誠司氏（愛媛大学）
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